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水理学の授業を受けて、水の圧力を SI 単位や工学単位で表し、それぞれの単位を求める

式を学ぶことができた。圧力は、曲面や平板、それぞれに作用するのを考え、その中でも水

平成分と鉛直成分に分けて考えることが身についた。導出過程を示す時、それぞれの方向に

移動する場合と静止状態の場合を考えることを学んだ。Bernoulli の定理とは理想流体の定

常流れにおいて、流線上でエネルギーが保存されることを示したもので、圧力が真空状態に

なると適用限界となることを学ぶことができた。実在流体の場合、断面によって流速が異な

るため、運動量、運動エネルギーを表す場合、補正をする必要があるからエネルギー補正係

数αと運動量補正係数βが必要ということを学んだ。問題を解くとき、頭の中でやるのでは

なく図を実際に描いて、使う記号の定義を示してから考えることが身についた。そして、導

出された式や計算が合っているかどうか細かく見直すことが習慣づいた。 

 

水理学 I を通じての率直な感想は難しかった。難しいというより、他の教科と比べて考え

る時間が圧倒的に多かったという印象。結果として、毎回の課題のすべての問題に丁寧に取

り組む習慣がついた。他の教科を適当にやっていたわけではないが、一つの問題を完全に理

解して、他人に説明できるレベルまで求められていたと感じた。一年生の後期に行った水理

学のアクティブラーニングでは理解できた問題もあったが、友人に説明してもらい助けて

もらった場面もあった。しかし、オンライン授業では比較的自分一人で解くことが多く、妥

協できない状況だったので真剣に取り組むことが出来た。正直に言うと安田先生の授業を

受けるまでは、大学の授業は多少手を抜いていても単位は取れるし、授業内容の完璧な理解

はしなくても大丈夫と感じていた。高校生のとき、あれだけ大学受験のために努力していた

のに、大学に入ってからはぬるま湯に浸かっていた。水理学 I の内容を理解する過程で、大

学生としての扱われ方を学んだと同時に学ぶ姿勢を再確認できた。 

 

水理学を学習するようになり、日常生活において意識する事が増えました。今年に入って

から、大雨による大規模な河川の氾濫がありました。ニュースなどでその映像を拝見してい

る時に、町が水没するほどの流量が押し寄せきているのかと改めて実感しました。災害で壊

れてしまった、堤防や上下水道管の修理をする際に水理学的な考えが必要だと思いました。

例えば、壊れてしまった排水管の修理する際に動水勾配や、損失水頭、サイフォンなどを考

慮しなくてはいけないだとか、川の氾濫を防ぐために平均断面流速を考えなくてはいけな

いと思いました。実在流体と理想流体についても対処の仕方を変えていかなければいけま

せん。水理学を学ばなければ、意識することもなかったことを意識するようになり、学んで

から物事の考え方が変わりました。身近なところで、水理学が使われていることを知り日常

生活の様々な現象が水理につながっているのだと思いました。 

 

 

 

水理学 I を通して,考えたこと,学んだこと,身についたこと,習慣づいたことについて, 
A4 レポート 1 枚に 400 字程度にまとめて word で作成し pdf にして,8 月 3 日(月) 
午後 1 時までに Google Classroom の指定された箇所に提出のこと.ただし,授業内容の 
項目を列記して「・・について考えた,学んだ,身 についた」などの記述は提出対象外と 
する. 
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気象情報では絶対圧力表示が用いられており、コンクリート構造物のコンクリート表面

で引力が発生しないよう構造変更するために大気圧を基準としたゲージ圧力表示の圧力計

が用いられていたりと、普段何気なく使っている物がそれぞれに重要な意味を持っており

それを間違えると死亡事故等につながってしまうので、どんな事柄にもそれで正しいのか、

どう云う原理でそうなっているのかを自分自身で資料を見たり、先生に質問したりして学

ぼうとする事が水理学で習慣づいたと思います。また、サイフォンとなる単線管路の分野で

自ら管路の概形を書き、エネルギー線および動水勾配線を描くことによってサイフォンか

否かを判定し、サイフォンとなっている時には満管状態で流れているかを調査し、ただ答え

を出すために計算するのではなく、それを実在設計に用いる際には土木構造物にどれだけ

の影響が出るのかを水理学だけでなく他の教科でも考える事が身につきました。 

 

今回の水理学全体を通して考えたこととしては、水理学内にでてくる数式を見てプリン

トの文面だけで考えていくことが自分にとって有意義にはならなかったが、そのプリント

を自分の内で映像として考えると腑に落ちる点も多く理解に至りやすかった。このことは

物理において当然のことかもしれないが、今回の映像授業という点でさらに Zoom のもの

では想像する機会も少なかったため自分自身の内で一つの大きな見直しにもなり、世の中

で当然のように思うことでも数式として表すと複雑であり難しかった。身についたことと

しては、水理学を通して水の流れなど中で起こっていることの理屈を式として見られたこ

とにより、水の流れには様々なことが起因していることがわかった。また、水の流れは流れ

の速さとかだけではなく気圧による変化など様々な要素が関係していることを実感し、水

の流れの理屈を多少だが理解することができた。 

 

私は水理学 I を通して頭を使って考えることの大事さを学びました。 

今回で五回目の履修ではありましたが今までの勉強の仕方は与えられた問題に対してそ

の答えを教科書から探し何も考えずにレポートに書き写しテスト前には教科書の暗記でし

た。ですが今回はただ問題を解くのではなくなぜこの公式はこうなっているのだろうか、な

ぜ水はこんな動きをするのだろうか、この数値を出す目的はなぜだろうかなど一度冷静に

なって客観的に頭を使って考えてみることでその物の本質を追及発見し理解をより一層深

め、その度に水理学 I の面白さというものに気づくことが出来ました。 

前期はコロナウイルスの影響でリモート授業となり勉強のしづらい環境になると思われ

ましたが、そうではなくいつもより短い授業であったため集中することができました。集中

し興味を持つだけでこんなにも自分の脳に知識の入り方が違うことを知りました。仕事を

しながらの特殊な環境での勉強となりましたが安田先生の講義を履修させて頂き誠に有難

うございました。 
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水理学を通して、流体というものについて考えるようになりました。1 年生の時に学んで

いたのは水のように変化するものではなかったため、水を扱うことの難しさを知りました。

考え方としては様々な抵抗を考えたり、流れ方(乱流や層流など)について考えたり、と難し

さも感じました。しかし、式を見ると今までの数学を利用したものや物理の考えを利用して 

いたりなど学んできたことに精通していることを学びました。また、水理学を通して、回答

を丁寧に作ることが身に付きました。今まで回答に添削を入れる際に自分が書いたことで

あるので、どこが間違っているのかなど相手から見たらわからず、説明不足な自分だけしか

わからない回答になってしまっていたことに気づきました。しかし、水理学の解答にこだわ

るということから、相手に伝えるために解答を作るという習慣が身に付きました。また、解

説参考資料から自分の解答と比べる際にも参考資料だけでなく、授業資料や、動画を見直し

て、より理解を深めることが身に付きました。 

 

私の通っていた高校は自由で強制されることもなく生徒の自主性で成り立っていた高校

だったので、大学 1 年生の時は、なんとなくそれなりにやれば勉強を含め学校生活が成り

立つと思っていて、今までと大学では大きく変わったことはないと思っていました。しかし、

2 年生になって水理学の授業を受けて、授業後課題に取り組む中で、なんとなくやるだけで

は身につくことは何もないということを学びました。事前に教科書や資料に目を通し、しっ

かりと話を聞き、メモを取り、振り返ると共に他の資料と比較や確認を行い、課題として各

項目や全体のまとめをし、更にそれを採点し間違い箇所を検討する。これらの一連の作業は

すべて精密に慎重に丁寧に確実に、相手に伝わるように工夫することが必要でした。今まで

にここまで一つ一つのことにこだわりを持って行ったことがなかったので自分の甘さを実

感しました。先生は初回の頃から“社会で通用するように“とおっしゃっているのが印象的

でした。半年間水理学の授業を受けた今は、前に述べたことを習慣として行うことができる

ようになり、完璧に”社会に通用する“とは言えませんが、高校生の時のように周りや自分

に甘ったれた自分から少し成長できたように感じます。 

 

私は今回、安田先生の水理学 1 の授業を通して、課題を深く理解することの大事さを学

んだ。あっているところ、その解答がなぜあっているのか、反対に間違ったところの訂正、

なぜ間違ったのか、理由など、とても細かいところまで追求することの大事さを知った。一

番驚いたのは、なぜ間違ったのか理由まで求めてくるところだ。私自身このような勉強法は

したことがなかった。だからこそ、すごく新鮮だった。間違った理由について考えると、大

きく分けて 3 つ分かることがある。自分が理解しているところや理解していないところは

もちろん、自分が間違った理論を思い込んで理解しているところだ。思い込んでいる部分を

自分が理解すると、そこの分野は次からは間違いにくくなるということも体感した。訂正と

いっても丁寧に取り組まないと意味がない。このように課題に取り組んでいると、他の授業

の課題で間違ったところも、間違った理由を考えるのが習慣になってきた。そして結果的に

理論から学ぶことによって理解を深めることも身に付けられた。 

 



4 
 

私が水理学 1 を通して習慣づいたことは、様々な資料を活用して自分の考えを述べるこ

とです。自分は第 6 回授業で出題された 1-5 回の総括レポートで、提示された模範解答を

何も考えずに写生した結果、正しくない内容も含めて提出し、減点分を半減化することに失

敗しました。ここで初めて、先生の常日頃から仰っていた、最新の情報や不明な点があれば

聞く、ということを痛感いたしました。この総括レポートで起こした失敗を二度とやらない

と思い、7 回目以降の授業課題で提示された解答の 1 文 1 文が本当に正しいのかどうか

を確認しました。水理学の教科書や例題演習、配布プリント、さらに細かく知りたいときに 

はインターネットを使って関連する文献などの資料を活用し、緻密な確認作業をして自分

の意見をまとめ、課題に取り組んできました。振り返ってみるとこの作業は現代社会におい

てメディアリテラシーに通ずるものがあるのではないか、と思います。1 つの情報だけに依

存せず他の情報も見てどの内容が正解に近いもので、吸収すべきものかどうか、を考えるこ

とが課題を取り組む際にとても役に立ったと思います。以上が、私が前期の授業で習慣づい

たことです。 

 

 私が水理学の教科書を開いた時、何が書いてあるのかよく理解できないし、そこに書いて

ある式から実際の流体がどういう動きをするのかが想像できないので、単なる数学としか

水理学を受け止められないことがありました。 

 数学的に記述されたものが、実際のどのような物理現象なのかを頭でイメージすること

が難しいこともありました。しかし、先生の授業動画を通して理解を深めていきました。ま

た課題を解くにあたり、教科書を何回も読み返していくことを繰り返していくうちに何が

書いてあるのかよく理解できないということは少なくなってきました。また、多くの図やど

のようなときにどの式を使うのかということを、今回の授業で理解することが出来ました。

Bernoulli の定理の実際の現象では、途中でエネルギーの損失があるため水頭の合計が常に

一定となることはなく、エネルギー損失を考慮しなくてはならないことが特に印象的でし

た。 

 

 私は、水理学Ⅰを受講し、静水圧や流体が構造物に対して及ぼす影響、さらに実在流体に

ついて、実際に現場ではどのように扱われているのか、また水理学はそういった実際の水工

設計において、どのように用いられているのかについて考えることができました。実際の現

場を考えるという点では、実在流体の管輅流の考え方についてなど講義全体を通して水工

設計に用いられるような考え方に触れることができ、水の性質や、流体の運動の取り扱い方

といった、設計をする際に必要となる考え方が身につきました。また、オンデマンド形式の

授業や各回の課題を通して、限られた時間の中で多くの課題に取り組み、計画を立てて進め、

理解を深めるといったことを実践したことにより、実現可能な計画を建てて実行するとい

った計画性が身についたと思います。今後、大学や社会で学んでいくにあたって、水理学Ⅰ

を通して身に着けたことを生かすことができる場面は多いと感じました。 
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単位系から始まり多くの分野を学んだが、特に身に着けることが大変だったのは管路の

流れの分野である。これまで習った連続の式、ベルヌーイの定理、運動量方程式を適用し算

出する。図を書く際どの力が作用するか、作用方向を正確に図示することが大切と感じた。

また、貯水池間を結ぶ単線管路、自由放流を有する単線管路、サイフォンではそれぞれ生じ

る損失水頭が異なるので 1 から理解することが大変だった。水理学では問題を解くだけで

なく実務的にどのように応用されるかを見据えて学ぶことが重要だということを感じた。

理解するために一つの資料でだけでなく教科書、例題、授業資料などたくさん参考にしなが

ら判断することを心掛けた。これまでは模範解答をみて正誤を判断するだけだったがこの

授業を通して理解を深めるためには自分で資料を参考にしながら修正していくことが必要

であるとわかった。後期では前期での反省を生かしてさらに学びを深めていきたい。二年後

には社会人となる自覚をもってこれから授業を受け、課題に取り組んでいきたい。 

 

前期の水理学Ⅰの授業を通して、自分で物事を考える力が身についた。水理学Ⅰを受講す

る前までの自分というのは、課題を自己採点する際あまり理解しようとせずに赤でそのま

ま写したものを提出していた。今まではこのやり方で何とかやっていけたが、大学二年生と

もなるとこのやり方では限界があるのだと気づかされた。しかし、この授業を通して、レポ

ート課題の解説資料を見ながら自分で深く考えて自己採点することで、授業で理解できな

かった内容も今まで以上に理解することができた。さらに解説資料の間違いを自分自身で

見つけさせてもらい、そこに修正を加えることでより理解を深められた。将来、自分が社会

に出ることを考えると社会において全て自分自身で考えるわけではないが、多くの物事は

自分で考えなければならない。自分で考える力がないと後々後悔するのは自分である。社会

に出るまであと二年半残っているため、この二年半の間に社会に出ても困らないように自

分で物事を考える力を養っていきたいと考えている。 

 

 水理学Ⅰを受ける前ならば「公式になるための過程を流れだけ知っておけば何とかなる」

と思っていたが、水理学 I を受けた後の今は「公式になるまでの過程が大事であり、公式だ

けを知っていても意味がない」と思えるような考え方を持つことが出来、他の教科にも公式

になるまでの過程を理解することが出来るようになった。そして、今年は新型コロナウイル

ス感染症の影響により大学に通わなくなったせいで生活リズムが乱れたりしたこともあっ

たが、水理学 I の Zoom 授業で定時に開始されることもあり生活リズムを整えることが出

来た。また、以前ならば「問題を解いて正解したから次の問題を解こう」と思っていたが、

今では「問題が解けて正解出来たら何故正解出来たのかを考える」ということが出来るよう

になった。最後に、水理学とは流体運動において理論的に解明できないことを工学的に設計

可能にするために実 験、数値解析および実務経験に基づき補い、これらの内容を学問体系

に整理したものだと Zoom 授業を通して分かった。 
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 私は水理学 I を通して、見直しの重要さを学びました。授業の序盤の回は作成した課題を

提出する前に見直しをすることはなく、提出期限を過ぎてから改めて確認すると誤字や脱

字、解釈の違いなど間違いを見つけることが何回もありました。また、提示された資料の模

範解答を見て理解を深めようとすることはなかったので、模範解答に不備があっても自分

から気づくことができませんでした。しかし、中盤からは心を入れ替え、課題提出前には必

ず何度も目を通すことと、模範解答を熟読し疑問に思った点は質問することを実践するよ

うになり、それからは授業内容の理解がより深まったと思います。授業をレポート用紙 1 

枚にまとめる課題も授業内容の理解に繋がったと思います。回を重ねるごとに授業の要点

や考慮すべき点が増えていくので、自分なりにまとめを作成するのは苦戦しましたが、授業

の終盤は無駄なくまとめられることができるようになったと思います。このように、水理学

I は学習内容だけでなく学習習慣も身に付けることのできる良い機会だったと思います。 

 

 1 年生の後期から事前に学ぶ機会を用意してもらった水理学。はじめは板書をとるので

精一杯だった。しかし、2 年生になり全くわからないことからではなく一度やった内容であ

ったため、静水力学は苦労なく理解できた。静水力学は水理学の分野で全ての基礎となるも

ので、連続の式や Bernoulli の定理、運動量方程式を学ぶ上でさらに理解が深まった。理

解に苦労したのは実在流体の水理についてで、いままでは静水であり、摩擦抵抗を考える必

要がなかったが、問題によって摩擦を考えるものと考えないものを考慮し、さらに応用を効

かせてなければならないことが理解に苦しんだ。授業レポートや例題などを通して、数を踏

んでいくうちに過去のレポートを振り返り、具体的な問題に取り組むことで理解すること

ができた。それでも理解に苦しんだ内容は先生の回答と自分の課題レポートを見て、ミスを

した部分はもちろん、式の書き方など、復習をする時にわかりやすいものになっているのか

を判断できるようになった。後期でも水理学 I で習ったことを関連させて理解をできるよ

うにしたい。 

 

 水理学 I の授業を通して静水力学、理想流体実在流体における流水の考え方、管路におけ

る水理現象といったように水の性質から、土木工学における水が土木構造物に与える影響

まで様々な見解から学びました。水理学を学ぶ上で重要なことは水理学の本質を理解し、式、

定理、法則を用いたきちんとした理論を持って説明あるいは計算をすることだと思います。

水理学 I では静水力学から理想流体や実在流体といった水理学の基礎的な考え方について

学び、課題等ではその考え方のプロセスをきちんと伝えられるようにすることを意識しま

た。水理学における様々な考えや、理論があるのでそれらをどのようにして組み立てるかを

逆算して考えるという習慣を身に着けるようにしました。水理学は土木工学において極め

て重要な分野であるため社会に出ても、その知識は必要とされるでしょう。なので、きちん

と水理学の本質を理解することに努めなければならないと思いました。 
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 今回の水理学 I を通して大学生の本質というか、あるべき姿をよく認識するようになり

ました。今まではただ受動的に授業を受けていただけでしたが、水理学 I の授業や課題を取

り組むにあたって予習、復習の大切について身をもって知ることができました。授業の内容

だけでは足りない部分を自発的に教科書や参考書、インターネットなどで調べてしっかり

理解した上で課題に取り組むという素晴らしい習慣を身につけることができました。また、

他の教科の授業とは違い、形式がオンデマンドではなく Zoom のリアルタイム形式だった

ので、朝もしっかり起きてよい生活を送ることができました。オンデマンド形式の授業が多

いなか、だらけがちだった生活だったのでこのようなリアルタイム形式にしていただくこ

とで、生徒側も規則正しい生活を送ることができ、とてもよかったので今後もこのような形

態で授業をしていただけるとありがたいです。 

 

 水理学 I ではまず静水力学を学んだ。工学の基本とも言える工学単位系を詳しく学び、そ

れをもとに全水圧について学んだ。水圧に関しては中学や高校で漠然としたものしか学ん

でこなかったので、理論的な微分や偏微分を用いた圧力表示の方法を知り、深さ方向に圧力

は変化しないことを理解した。また、浮体の安定や相対的静止など身の回りで実感できるよ

うな事象について学び、自分の感覚的なものを理論で再確認できた。そして、流体を扱うに

あたっての基本的な式である連続の式、ベルヌーイの定理、運動量方程式を導出から学び、

実在流体と理想流体の適用方法や性質・考え方の違いなどを理解することができた。基本的

な水理の理論を学び、そこから管路の設計について水頭を用いて考えた。街中を歩く際に川

や管路を見つけると、この水理学 I で学んだことが頭に思い浮かぶようになった。水理的な

観点から物事を捉えられようになったので、理工学部生としての能力が向上したと感じる。

水理学 I で学んだことは、地盤力学を学んでいる際にも非常に役に立った。水頭や連続の式

などの理解が十分であったため、地盤力学の理解もスムーズだった。水理学は土木工学の基

礎であるように考えられる。これからも、積極的な姿勢で望みたい。 

 

 始めに学んだ静水力学は、とても難しいものに感じました。私自身、物理も数学も得意は

言えない実力だったため最初から苦手意識が強く、友人に教わりながら何とかついていく

といった感じで学習を進めていました。しかし、今までの授業ではやってこなかったレポー

ト作成の課題で、実際に授業で学んだことを日本語で書き表すことによって、公式やその仕

組みなどを形として覚えるとではなく、根本的に理解することを身に付けたいと考えるよ

うになりました。その後も理想流体の水理、実在流体の水理などとどんどん問題の難易度は

上がっていき、今もついていくので必死ですが、水理学で理解を深めて水理学演習で実用し

てといったやり方は、私の理解を深めるためのいい習慣になりました。そのため、オンライ

ン授業は自分が分かるまで何度も動画を再生することができたのでとてもやりやすかった

です。正直まだ理解しきれていないことは多いですが、自分なりに進めていけたらと思いま

す。 
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 水理学 I を通して、課題の答えは必ず正しいとは限らないことがわかりました。だから、

教科書を使って調べたり、大学の教授に聞いたり、友達と一緒に考えたりするのが大事だと

いうことが分かりました。また、授業で学んだことをそのままにせず、自分から復習、予習

をすることにより、当日の授業がスムーズに進み内容が入りやすくなりました。そして、毎

日続けて習慣づけることでより内容を理解できるようになりました。水理学 I の初めの授

業の時、どんな内容をやるのか、楽しみでした。第四章では、損失水頭の評価、乱流粗面の

場所、および乱流滑面と粗面の遷移領域をとした断面平均流速公式、単線管路の水理、サイ

フォンを有する単線管路の水理を学んで改めて水理学(土木工学)は日常生活で活躍してい

るのを実感しました。水理学 I を学ぶ前と比べて生活や街の様々なことに注意して観察す

るようになりました。様々なとこで『水理学 I で学んだことが使われている』と考えるよう

になりました。毎日のまとめの課題では、自分の考え、思っていること文章にする難しさを

学びました。文章にする力は社会に出たら必ず必要な能力なのでこれからも練習して身に

つけていきたいです。 

 

 私が水理学 I の授業を受けて、最近の授業でサイフォンを有する単線管路について学ん

で、身の回りにサイフォンの定義を利用したものは何があるのだろうと探すと、灯油ポンプ

にサイフォンの定義が使われていることが分かりました。それについて考えてみると、確か

にいつも灯油をストーブのタンクへ移す時、灯油が入っているタンクをストーブのタンク

より高い位置に置いて移していたことに気付き、自然とサイフォンの定義ができているこ

とが分かりました。この他にも SI 単位が天気予報などである気圧の単位表記などに使わ

れ、工学単位はスーパー等に売っている肉のグラム単位であることなど、身の回りの生活に

関わることについて考える力が身につきました。またレポートを自己採点することで自分

がどこを間違えていたのかをより把握できるし、わからないところがあったら授業を見直

したりするなど、基本的なことではあるがそれがしっかりと習慣づけることができたと思

います。 

 

 水理学は水の流れの物理学であり、突き詰めるとただの物理学だが、現在授業を受けてい

る応用力学と水理学とは元は同じはずなのにまったく別のもののように感じた。対象が違

うだけで、ここまで別物になるとは思ってもみなかった。そして、水理学と他の専門科目を

受講し、改めて水理学の重要さを知った。近年は大雨による堤防の決壊や越水、浸水などの

被害が多い。そんな予期せぬ自然災害の被害を最小限に抑えておくためにも、水理学の学習

が重要なのだと水理学と他の専門科目を同時に受けて思った。自分の在籍している土木工

学科は主に街づくりが学習のメインになっているので、いろいろな要素の知識が必要とな

ってくる。山や川といった自然環境、公園や水場などのオープンなスペース、橋や鉄道とい

ったインフラ設備など、そこには必ず専門的な知識が必要となり、そのほとんどに水理学は

繋がっている。将来そういった現場で活躍できるようになるためにも、今、精いっぱい努力

していきたいと思った。後期も頑張っていきたい。 
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 水理学 I の授業を通して水の動きというものについて関心を持てた。今までは水中には

水圧があって深くなると大きくなるくらいしか知らなかったけれど、どういう理屈で大き

くなったり小さくなったり水の流速などについてよく知れた。学んだことの中で浮体の安

定について特に興味が湧いた。理由としては、私はよく船で釣りへ出かけていて小さい頃か

らなぜ船が海の上を浮いて走れるのか。なぜ転覆しないのか。と、疑問に思っていたからで

ある。その答えが今回の静水力学の浮体の安定の回で知れたのではないかと思っている。浮

体(船)について喫水やメタセンター高さ、どういう原理で安定しているのかなんて水理学の

授業を学ばないと勉強をする機会には至らないと思うので今回の授業で普通に過ごしてい

たら学ばないことを学べたし小さい頃から疑問になっていたことが今回知ることができて

よかった。最後にこの授業で学んだことは日常の至る所で使われているのだと思った。上下

水道をはじめ管路を通る水の流れやエネルギーなど本当に身近なところいで使われている

のだと知れた。 

 

 水理学 I の授業を通して、物事を自分の力で考えて正しい情報と比較する力が身につい

たと感じた。この期間はオンライン授業ということもあり普段の大学生活よりもさらに自

分で考えて行動すること、自分から情報を取得しようとすることなどといった自主性が求

められていたのではないかと感じた。特に水理学 I の授業では発信される情報も多く、内容

につても難しく濃い内容があったため自主性の面で大きく成長できたのではないかと考え

ている。これから社会人になるにあたっては必ず重要視される力であると思うので大学生

のうちに成長できてよかったと感じている。また、授業後の課題を解いた後に解説資料を参

考としたコメントを自分自身で記入するという方式によって、自分の考えのなにが正しか

ったのか間違っていたのかが明確に理解できた。このことから何事もただ正しい情報を知

って満足するだけではなく、まず自分の力で考えることが大切で後の理解を深めることに

つながるということが分かった。 

 

 水理学 I の講義を受けて身に付いたことは、何が正しく何が過ちであるかを判断する能

力と自身の考えをまとめる能力である。これは,毎回の講義の後に行われるレポート課題を

行う際に、まず講義配布プリントと教科書を比較しプリントの間違いを訂正し、そして課題

を行い自分の言葉で講義をまとめる。そして、配布された解答と見比べ自分の解答の何が間

違っていたのか確認し修正する。この時、解答にも必ずミスがあるものとして対応すること

が大切であることが分かった。初めの方の講義を数回受けて、プリントの過ちがかなり多い

ことに気づけたので、予習をしっかりとやってから講義に臨むという意識が生まれ、それを

習慣づけることが出来た。予習を入念に行うことで、すぐにプリントの過ちに気づくことが

出来るようになったことから、予習を行うことの大切さに気づくことが出来た。これによっ

て、一年次の講義を受けた際よりも、授業内容を深く理解できた。物事を判断することを社

会に出ても行い、生かしたい。 
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 私は、水理学 1 の授業で理解することの大切さを学んだ。私は今まで問題の答えをしっ

かり理解するのではなく、そのままただ暗記し理解したとしてしまうことが多かった。しか

し、授業を通じてそれではいけないと思うようになった。自分がなにを理解しているのか、

何が理解できていないのかなどを自己採点しながら考えるようになった。また、なぜその答

えなのかと疑問に思い最後まで考えることの大切さを学んだ。授業では初めなにを言って

いるのか理解をすることが難しかったような内容でも、授業前に表示されていたプリント

に目を通して、どのような内容をやるのかなどを考えてから授業を聞くようにすると少し

ずつ分からなかったものが減ってきた。また、どうしてもわからないようなところなどは授

業の動画を見返したりするようにして理解するということが習慣づいた。また他の科目で

も、どこが間違っているのか何が正解しているのかなど最後まで積極的に考えるようにな

った。 

 

 第 15 回の総括メモを参考に水理学の最初の授業で学んだことは、SI 単位系と工学単位

系です。同じ問題でも 2 通りの考え方をもって問題に沿った単位系で求めなければいけな

く、圧力の問題であっても絶対圧力やゲージ圧力といった 2 通りがあり戸惑いましたが、

最初に水理学の授業で学んだときは、まだその意味が分かってなく同じ日にある水理学演

習での問題を解くことによって毎回理解を深めていきました。最初の授業の段階でこの勉

強方法を見つけることができたので、以後の授業でもこのように継続し水理学で大まかな

概要をつかんで水理学演習で水理学を得た知識を確認するという方法でオンライン授業と

いう初めてでどう勉強していいかわからない中でも水理学で学んだことを水理学演習で再

確認するという習慣を身に着けることができました。最後に水理学は後半になればなるほ

ど、そこまでで学んだことを理解していないとわかないことが多くなっていくので何度も

出でくる言葉は理解しておくことが大切だと思いました。 

 

 水理学Ⅰを通して私は、わからない問題があっても解答が来るのを待つのではなく、とり

あえず自分の力で解いてみることが身につきました。去年までは、わからない問題があって

も友達に教えてもらい、わからないところは何も書かないで解こうとしませんでした。しか

し、この水理学Ⅰの授業を通じて、わからない問題があってもまず自分で解かなかったら周

りから何も考えていないと思われてしまうので自分で問題を解くことによって自分の答え

と解答を比べてみることの重要性が分かりました。自分の考えた解答と答えを比べると自

分がどこを間違った考え方をしているかを確認することができ、よりその問題の理解が深

まることができたからです。また、課題の直しをする際に単に解答を見てそのまま写すので

はなく、なぜそのような解答になるかをもう一度講義を見直し、資料などを見て理解をして

から清書するのを身につくことができました。 
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水理学 I の授業を通して授業でただ話を聞いてノートやメモを取って学ぶだけだはなく、

自分で仕組みがどうなっているのかを調べ考えることによって普通の授業よりも理解を深

めることができた気がした。水理学 I で毎回出る課題では計算問題などの問題が出るので

はなく仕組みの理由やなぜ公式が使われるのかなどの理由など授業ではあまり説明されな

い部分が出てくることも多く自分で調べないとわからない問題も出てくるため自分で調べ

る力も身に付いたと思う。配られた課題の答えが間違っていることが多くただ答えを見て

あっているのか間違っているのかを見るだけではなく答えがあっているのか答えの言って

いることは何を言っているのかどのような仕組みになっているのか説明を一つ一つ理解し

て答え合わせをするようになった。そして毎回の授業レポートによって理解が深まってい

る気がした。お手本の授業レポートが配られていたため毎回の授業で何を一番伝えたいの

かが分かったためそこで復習することができた。 

 

私が水理学 I の授業を通して、新しいことや疑問に思ったことを調べるときはひとつの参

考書を見るのではなく、様々な参考書や資料を見比べて正しいものや自分に合ったものを

見て勉強するということが身に付きました。ひとつの資料だけでは網羅できていないこと

もあり、ひとつひとつの事柄をしっかり自分の頭で考えることが大切だと学びました。また、

連絡サイト(CST ポータル II)などの日々の閲覧を通して情報チェックの大切さも学びまし

た。正しい情報を素早く的確に掴むことが社会においても必要だと知りました。毎回の授業

の内容をレポート用紙 1 枚にまとめるといった課題では、今までそのようなことはしてこ

なかったので社会では当たり前と聞いたとき驚きました。ですが、話を聞いた後は社会の勉

強の一環として取り組むことが出来ました。自分なりに一度まとめ、その後どこが合ってい

てどこが間違っているのかを添削し理解に結び付けることが大切だと学ぶことが出来まし

た。 

 

 水理学 I を通して、考え、学んだことは大学生としての学びに対する姿勢です。もちろん

水理学についても勉強しましたが、その勉強の仕方についてよく考え、学んだことの方が大

きかったと思います。課題への取り組み方や、その課題を取り組むためにはどのように講義

を受ければいいのかを考え、学べました。上記で記したことから、課題での問題の意図や理

解しなくてはいけないところを考えること、自分のために学ぼうとする姿勢が身につきま

した。このようなことは、大学生だけではなく社会に出ても必要なものなので身につけるこ

とは大切だと思いました。以上から、水理学 I を通して自分から積極的に学びにいく姿勢が

習慣づきました。もともとわからない問題は理解しようともせず解答見て終わりにするこ

とが多かったので、そのようなことを改善していけたのは良かったです。あとは、習慣づく

ことはできたのでそれをしっかり続けていきたいと思います。 
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 水理学 I の講義を通じて、講義いただいた内容の習得だけではなく、大学生として最も重

要な 3 つのことに気がつくことができ、さらにこれらを習慣づけることができました。1 つ

目は「問題を解く際に答えを導くまでの過程を明確に示すこと」です。明確に示すというこ

とは考え方の説明や記号・座標、算出過程までも含める必要があります。つまり自分自身だ

けが理解できるような説明では、とても明確に示しているとは言えません。このような解答

方法を心掛けることで最終的な答えの正誤だけでなく、自分が間違った認識をしていた部

分をあらためて明確に把握することができるため、同じ間違いを繰り返すことがなくなり

ました。2 つ目は「1 つの参考資料だけでなく、いくつかの参考資料を用いること」です。

参考資料によって解答方法に対する観点がそれぞれ大きく異なり、これによって、一層理解

が深まることになります。それぞれの解答方法を理解しようとすると新たな疑問も生まれ、

さらに先生へ質問することで、より一層の理解が深まりました。3 つ目は「課題を提出して

完了ではなく、解説資料と自分自身の回答の違いをしっかりと理解し、もう一度考え直すこ

と」です。以前の私は大学での講義に対して完全に受け身の状態でしかありませんでしたが、

今回、もう一度考え直すことで、理解が足りない部分を確認するだけでなく、自ら進んで学

んでいけるようになりました。 

 

 水理学 I を通して、水に対する力について考えるようになりました。今まで学んできたの

は浮力や水圧などの簡単なものしかなかったので、それらを利用して水の流れ方や生じる

抵抗などを求めるというのは、今までではない難しさもありました。しかし、内容を理解し

式の意味を考えると、今まで学んできたものを使っていることが多かったので、内容を理解

し自分の知識の中でしっかり整理することが大切だと学びました。また、解答資料を見てた

だ丸つけをするだけではなく、何が間違っていたのか、何が分からなかったのかについて考

えるということが身につきました。また、解説参考資料を正解であると決めつけず、その中

にも間違いがあるのか講義の内容や講義資料を改めて見て訂正箇所を見つけるということ

が習慣づきました。この習慣は他の講義についても行っていたので、オンライン授業という

難しい状況の中でも講義について理解を深めることができました。 

 

自分が水理学 I を通して考えたことは、最初から教科書や例題・演習を見るのではなく、

まず講義で習ったことを自分で考えて課題に取り組みました。そこからわからないところ

は教科書や例題・演習などを見るようにしました。学んだことは、何もわからなかった水理

学という分野について基礎から学びました。基礎をきちんと学べたことで今後取り組むた

くさんのことにより理解が深まるようになったと思います。将来土木分野で働くためには

水理学はとても大切なのでもっと学びたくなりました。身についたことは、水理学は土木分

野でたくさんのことに使われていて、一部ではありますがそのひとつひとつを論理的に導

くことによってなぜそうなるかなど導出過程を身につけることができました。習慣づいた

ことは、課題の際の問題文を必ず書くことです。将来社会に出た時にその答えだけを提出し

ては何の答えなのかがわからないからです。誰が見てもわかるようにレポートを書くこと

が重要だとわかりました。 
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 曖昧な箇所をいいかげんにせず、しっかりと確認すること：曖昧さは公共構造物に欠陥を

及ぼしかねない。それは人の命を脅かし「実社会において」曖昧であることは属している会

社の信用も失う。 

物事の仕組みを根本的に理解すること：わかりやすい例を挙げると連続の式だ。流量 Q、

流積 A、断面平均流速 V で表すと Q(一定)=AV である。これを流入口 1 つ、流出口 2 つ

の円菅で適用するとき、本来ならば「流入口での流量=流出口での流量の和」というような

式が出来上がる。しかし、ただ Q は一定であると誤った解釈をしてしまうと等式として成

り立たない。また、たとえ公式の使い方を「試験形式」で知っていたとしても、実社会にお

いては何も使いようにならないからです。 

サイフォンが起こるような管渠などいい例である。理論上圧力水頭が-10.33m 以上になれ 

ば水は流れる。しかし管渠内の状態は常に完全に一定であるわけではない。これも試験では 

通用するが実社会では不完全である。 

以上のことが、私が水理学 I を通じて、考えたこと、学んだこと、身についたこと、習慣づ

いたことである。 

 

 水理学 I の授業を通して、圧力表示において大気圧を基準 0 として表示するゲージ圧力

と真空を基準 0 として表示する絶対圧力の 2 つがあり、水面での圧力が大気圧であること

から水中の圧力を表すときはゲージ圧力で考えると理解しやすいことを知りました。そし

て、微小面で考えることにより複雑な現象であっても物理量の変化を直線として考えられ、

積分を用いることで表現できるため微小面で考えることの大切さ。また、課題の解説を見て

自分の回答の修正・清書をする際においても解説を何も考えずに丸写しをするのではなく、

頭を使って修正・清書をしながらさらに理解を深められるようにし、分からないところがあ

った時には教科書や参考資料などで調べるか先生に質問するような高校生までとは異なっ

た勉強方法が身に付きました。この勉強方法を水理学だけでなく他の教科でも行っていく

ことを心掛けて、大学生としての学習をしていこうと考えました。 

 

 水理学 1 を通して、考えたこと、学んだことなどについて振り返ったところ、自分の中

で思うのは 1 つにまとめることが、特に学べたことである。このことを考えられたのは、授

業を受ける中で、単に先生の話を聞くことでは授業の意味をなしていないことだと知れた

ことです。始めの頃、自分は授業はただ話を聞いているだけでいました。ですがその後課題

などを取り組むときなど、自分がまだ理解してない点があることを感じました。オンデマン

ドでもう一度確認をするなどして理解はできましたが、これは授業から何も身に付いてい

ないことにから二度手間を起こしていることに気づきました。オンデマンドで復習する事

は良い事ですが、1 度でできることを 2 度もしてする事は意味がないと思いました。この経

験から「授業を受ける」から、授業で話を聞きながら、自分の理解していないところや疑問

に思ったことなどを考えながら「授業に参加する」ことが身に付きました。この教訓から水

理学以外の授業でも意識してまだ完璧とは言えませんが、習慣づけていこうとしています。 
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 水理学 l 通して、レポートの添削の仕方についてとても身に付きました。レポートを添削

する際、解答をそのまま写して添削をするのでなく、なぜその解答になるのかを見極め、ど

こが間違いなのかを調べることがこの授業を通して身につき、他の科目のレポートを添削

する際にもするほど習慣にもなりました。また、予習や復習の大切さをこのレポート課題に

よって学び、日々の学習のなかで習慣にすることが出来ました。授業の面では、実在流体の

水理の分野で、理想流体で学んだ理想的な原理とはほとんど異なり、内部摩擦、流速分布、 

壁面抵抗などを含めた部分から理想流体との違いを学び、実際では理想流体通りにはいか

ないことがあることをこの分野を通して学びました。また、管路の水理のサイフォンを有す

る単線管路の推理の分野では、以前から身近にもあり興味のある分野だったため、定義を含

めた理論的な考えにより可能なことということを学びました。 

 

 水理学 I を通して、管路内を流れる物体の動きに対して興味を持った。管路内の動きに関

しては実際生活している中でよく使用されていることを知り、自分の身の回りでこれに該

当する物がないか考えたりした。考えてみるととても身近にありホースの先端を潰すと勢

いよく飛び出すのを思いついた。これを、連続の式に当てはめてみると流積が小さくなるこ

とで断面平均流速が大きくなることがわかる。このように、身の回りで起きていることにつ

いて、授業を介して学んだ定義や公式に当てはめて考えてみるということをすることが少

しずつ身についてきた。学習の方法については、水理学 I で定理や公式の適用方法や原理に

ついて学んだ後、水理学演習 I で実際に定理や公式を使用した計算を行っていく進め方で

あったが、前期を通して自分はこの逆に定理や公式の計算について一旦解説などを参考に

解いてからどのような原理で適用されているかを学んだ方が頭に残って身についているこ

とを理解した。 

 

私自身の中で受講前までは、 水理学という意味を大きなまとまりでしか理解することで

きなかったのですが、講義を受け例えば、河川の設計、管路の設計をする上で理論的な式の

誘導や式の変形を用いて値を出し、その値がどこでどのように扱われているのか、それにつ

いての考え方を身に付けることができた。 また最近のニュースで専門家が河川堤防の浸透

についてお話をされていて、そこで今回講義で習った内容について触れて解説しており、理

解できた箇所もあった為、自分の中では教わってきたことが身についたと実感しました。ま

た、水理学の講義を受ける際に円柱における浮体の安定性がどのような仕組みになってい

るのか興味を持っており、 安定性を調べる上で Varignon の定理や複雑な式の誘導、 変形

を用いてメタセンター高の正負を推定するということが安定性につながるとわかり、 自分

自身水理学のなかで好きな分野ではあっため、復習やもう一度問題を解くなどし、これから

も取り組んでいきたいと思いました。 
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私は、水理学 I の講義を通して文章力や理解力が大きく身に付いたと感じます。毎授業で

行ってきたアクティブラーニングを取り組む際に多くの問題が記述式の問題であるため、

その問題に対しての解答を誰が見ても分かるよう記号について定義することや判断した経

緯などを一つ一つ書くことを心掛けることにより文章力が大きく身に付きました。また、一

つ一つ順序に沿って適切な解答をするために何度も動画を見返すことや、配布資料に自分

のメモを付け足し隅々まで内容を考察することにより理解力も深まったと感じます。そし

て、このような意欲の高い講義を習慣付けることにより、今までの自分の姿勢は教授の話を

聞くだけの受動的なものに過ぎなかったことに気が付きました。自ら学習意欲を持って取

り組むことにより理解度が上がり、より深く身に付いたと実感しています。以上の文章力や

理解力は、今後の大学生活において知識を深めることに役立つだけでなく将来仕事をする

ためにも必要な能力であるため、日々心がけて生活していきたいです。 

 

水理学の講義を受講しての私の率直な感想はかなりレベルの高い内容を教えられたとい

う印象が強いです。ついていくのが大変な時も少なからずありましたが、わからないものに

食らいつくという姿勢を身につけられたような気もします。内容がすごく難しいものが多

くてなかなか興味が持てないこともあったけど、毎回のレポート課題をやるとプリントを

読み直す回数が増えるので自然に頭に入ってくることが多かったです。レポートを通して

水理学の内容が身についたのは勿論ですが、この授業に限らず勉強自体の習慣化に繋がり

ました。しかも、自分が興味のある内容を発見でき、じっくり調べることが出来ました。私

が興味を持ったのは「実在流れの性質」と「管路流」の問題などです。この授業を受けて、

自分がどんな分野に興味があるのかもなんとなくはっきり見えてきたきがします。社会人

になって出来ないといけないことも講義を通して学ぶことが出来ました。3 年生になると

コース選択があるので自分の興味がある分野が見えてきてよかったと思います。 

 

 私は水理学 l を学習していく中で水理学の専門的知識以外に大事な事を学んだ。それは社

会にでて土木技術者になっていくための意識である。水理学では毎週提出する課題をただ

解くのではなく、この問題は本当に正解なのなだろうか、安田先生はこの問題に対しどのよ

うな意図を持っているのだろうか、などを考えさせられた。それによって教科書や安田先生

の講義を見返しこの資料の文章は間違っているなどを自分の力で導く力を身に付けること

が出来た。これは社会に出た時、自分から行動して仕事を行えるという能力になると私は感

じた。また、総括レポートで一度やった内容をもう一度繰り返しやることによって一回目に

は気付けなかったミスなどを二回やることで発見することができた。それにより水理学の

専門的な知識をより理解することができた。繰り返すことの大切さについて水理学を通し

て学んだことで他の科目にも実行することができ、全体的な学力の向上へと繋がった。これ

らのことを踏まえて後期の水理学も頑張っていきたい。 
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 水理学 I を通して、まずオンライン授業を受けてみて安田先生の話を聞いて自分なりに

考えたことについてまとめます。その後、具体的にどんな知識や内容を学ぶことができたの

かについてと授業を通して身についたことや習慣づいたことについてまとめていきます。

オンライン授業内で安田先生の話を聞き、大学生とはどういう行動をするべきなのか考え

させられました。大学生は自ら勉学を励むべきであって、先生任せにしてはいけないという

ことです。特に前期はオンライン授業といった非対面式の授業形式で授業が行われ、対面式

の授業に比べると授業内容を理解するのにとても苦労しました。理解できなかったことを

先生や友人に聞ける機会が少ないのと、メールなどのやり取りでは伝えにくいという難点

から自分の力のみで勉強する機会が多かったです。その経験を通して、今までの私は分から

ないことがあればすぐに人に頼っていたことに気がつきました。気がついた時、先生が言っ

ていたことが分かりました。今までの私では社会にでても通用しなかったと思います。なぜ

なら、分からないことがあったときに聞ける人や助けてくれる人が周りにいないからです。

自分で考えて解決しなければ先には進めず、その力がない人は社会で必要がないからです。

水理学 I では、正しいことと間違っていることの分別や自分に足りないこと、必要なことは

なにかを自分の頭を使って考え、見極めることの重要性に気がつき、その力を少し身につけ

私は成長できました。 

 

 水理学 I では、水の挙動を表す公式は必ずしも論理的に導出されているわけではないこ

とに驚いた。身の回りに用いられている技術は、以外と経験則的なものが多いのかもしれな

い。工学分野を学ぶ者として、論理的に導出されたものと実験的に導出されたものを区別す

ることを意識したい。また、水理学は地盤力学や上下水道工学を学ぶ上で必要不可欠である

と感じた。大きな構造物を造る上で、水理学は極めて基礎的で重要な分野であるので、特に

理解を深めるようにしたい。前期の水理学 I は全てオンライン授業になったため、自分を律

する力が求められたと思う。与えられた課題をこなすことで満足してしまい、「何のために

大学で学んでいるのか」を忘れて、自発的に学習することができなかった。後期には対面授

業となる事を願うが、もしオンライン授業になったとしたら、自分に厳しくする習慣をつけ

る良い機会だと思って頑張りたい。 

 

 水理学 I の授業及び課題を通して、社会に出た上で第三者に対して文章で説明などを行

う上で必要とされるまとめ方、表現方法が身につきました。特に A4 の授業内容レポートは

要点を網羅した上でどのようにまとめるか、今まで第三者に対して文面を通して説明する

機会があまり無かった私は苦労し考えさせられました。また、安田先生の作成された解説参

考資料には、複数の要点が 1 つの模式図にわかりやすく融合してあるなど、触れたことの

ない説明方法に触れられ、第三者に合理的にわかりやすく説明をするためのテクニックが

身についたと感じています。また、テクニックを駆使するには概念から理解を深める必要が

あり、従来の授業の部分ごとに理解して満足する姿勢には問題があったことを痛感しまし

た。安田先生が前半の授業でよく仰っていた、大学は自ら学ぶ場であり教員や他人任せにし

てはいけないという意味について身をもって感じさせられ、どのように取り組むべきなの

か考えさせられました。 
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 私は水理学 I の講義で様々なことを学んだ。それは、これから私たちが土木技師として社

会へと出るとき必要とされる知識や常識である。例えば、知識面では、浮体の安定性の分野

がとても印象に残っている。プールや浴槽で誰しもが試したことのある現象がメタセンタ

ーと重心の位置関係などによって、決まることはとても関心深かった。そして、その他の水

中の構造物の安全面の仕組みについても興味を持つことができた。また、水理学 I の講義で

は社会に出るために大学生として身に着けるべきものも学んだ。残りの 3 年間をどのよう

に過ごすかでこれからの社会人としての能力が変わることも再認識することができた。授

業資料や解答が必ずしも正しいとは限らず、自分の考え、教科書との照らし合わせ、先生へ

の質問、いろいろな手段を用いて確かな情報を得ることが大切であることが分かった。人か

ら与えられることでは身に付かないのである。これらのことを踏まえ、後期の水理学 II や

その他の教科も頑張りたいと思う。 

 

 2 年生前期の水理学 I を勉強してみて感じたこととは単位の多さに圧倒された。その中で

も、工学単位がとっつきにくかった。単位としては、質量の kg、 t、g ではなく、重量を表

す kgf あるいは kgw、tf、gf を用いる。初めて見る単位で慣れるのに時間がかかったが例題

や演習を解くにつれ、毎回のように出てくるのでいやでも覚えるようになった。また、単位

には十分な注意をするようになった。次に、式の多さに圧倒された。水理学は数学的要素が

多く、たいてい微積を扱ったもので、式ばかりでイメージがわきづらかった。例題を解いて

みても、この式がどっから来たのかが分からなく、苦労する日々でした。そこで、高校の物

理や微積を復習した。その結果、連続の式、Bernoulli の定理、運動方程式が理解できるよ

うになった。今までは式だけを書いていたが、式の定義を書く癖がついた。このようなこと

から、水理学 I は高校の物理の延長みたいだと思った。 

 

私が水理学 I を通して学んだ、身についた知識は多々ありますが、その中で最も重要視さ

れるのは勉強に対する姿勢、習慣に関することであり、2 点あります。1 点目は物事の仕組

みを根本から理解していくことです。計算というのは公式と使用する値さえ分かっていれ

ば物事の仕組みを理解せずとも問題を解くことが可能です。小学生、中学生、高校生と計算

だけで乗り切ることはできましたが、大学生、社会人ではそうはいきません水理学 I では

「物事を理解しそれを文章にして書き出す」そのような力がついたと思います。2 点目は教

師から配布されたものだけを信用せず、複数の資料から情報を調べることです。水理学 I を

習い始めたころは配布されたものだけを見て痛い思いをしました。配布された資料と教科

書を見比べ、より理解を深め、間違っている箇所を発見したりしました。この力は社会に出

たうえで確実に役立つ力だと思います。この 2 点について、私が水理学 I を通して身につ

いたことです。 
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 水理学 I を通して考えたこと：管路の設計の際に管径を有効数字や管路の製作精度を考

慮しなければいけないなど、実務においては様々な条件を考慮してなければいけないなど

のように理論式に頼るのではなく、様々な条件などと照らし合わせることも重要であると

いうことを考えさせられた。 

水理学 I を通して学んだこと：アクティブラーニングを通して、また授業日前の資料公開に

目を通すことで授業の理解度がすごく変わることに気づき、予習・復習を行うことの大切さ

を学びました。 

水理学 I を通して身についたこと：教授の話をメモなどすることで、授業の理解度が上が

り、受講が楽しいものとなったので一つ一つの講義を大切にする気持ち、講義に臨む姿勢を

身につけました。 

水理学 I を通して習慣づいたこと：講義中にメモを取ること、わからないことはそのままに

せず、質問すること、一つの問題を考える際には一つの資料だけを参考しないで様々な資料

を参考にすること 

 

 水理学 I を受講して、配布されたプリントから別の言葉に換えられた文で課題が出され

る事もあり、細かい分野で広い知識を得ることができた。しかし、問題文をしつかり読まず

に解答してしまうと的外れな解答をしてしまうこともあった。そのため、よく問題文を読ん

で理解してから課題に取り組むようになった。また、講義を受ける上で購義プリントに書い

てあることだけではなく、先生の言葉で説明していることが重要で、どの授業でもプリント

に書き込むこと以外にも重要だと思ったことを簡単にメモすることが習恨づいた。また、自

己添削するときに今まではニュアンスが合っている答えには丸つけて間違っている所は正

解を写して覚えるというやり方だったが、水理学 1 の課題の自己添削では正解と思った理

由から間違ってしまった理由を説明し解答することでより理解を深められる。したがって、 
このやり方で本当の意味で理解することができるので、他の科目でも取り組むようになっ

た。 

 

 私は水理学の授業を通して一つの資料に頼り過ぎてはいけない、いろいろな資料を見比

べて正しい情報を検討することが大切であるということを学んだ。私は以前、配布された資

料だけを参照していた。今回のオンライン授業では、資料の訂正が何回かあったが誤った情

報をうのみにしてしまった経験がある。そこで授業内で社会に出たら一つの資料に頼り過

ぎてはいけないと言われとてもとても身に染みた。それから私は教科書や配布資料などい

くつかの資料を参照し検討する習慣が身についた。また、定理や法則を物理的現象として見

るということが身についた。以前までは定理や法則が公式としてしか見えていなかった。水

理学では特に定理や法則が今までよりも多く、そのたびに授業や配布資料の説明が物理的

現象として詳しく説明されていて、それを根本的に理解しようとすることで定理や法則を

物理的現象として見る習慣が身についた。定理や法則を物理的現象として見るようになり

その現象の本質を理解できるようになった。今回の水理学の授業では勉強だけでなく社会

に出るまでに身につけておくべきことなども学びかつ身についたのでとてもいい経験とな

った。 
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 水理学Ⅰを学び、ベルヌーイの定理について他の分野でも応用されており非常に重要な

法則だと思った。エネルギー保存則より、運動エネルギーおよび位置エネルギーの増減と、

圧力のなす仕事について考えベルヌーイの定理は表示される。ここの式内で導出された、エ

ネルギーを流体の重さで割って長さで表示された水頭は、特に興味深かった。地盤力学を学

んだ際、地盤内を流れる水のエネルギーや地盤の圧密を表示するにあたって、ベルヌーイの

定理並びに水頭の考えが用いられており、水の働きについて学んだことは幅広く実用化さ

れていることを学んだ。この水頭は長さで表示していることによって、図解で示しやすくな

り視覚的に深く理解することができた。また、ベルヌーイの定理は、流体の摩擦やエネルギ

ー損失を表す際に必須の要素となっており、実用的な水理設計において最も重要な定理で

あると思った。水理学については苦手意識が強かったが、この定理を図的に理解し、他の現

象について身に付きやすくなったと思う。 

 

 私が水理学Ⅰを通して得たことはものごとの本質は何かと考えるようになり、そこから

派生して様々なことが身につけられたと思います。例えば、レポート課題の公式の導出やど

のような理由でそのような結果になるのか説明するような問題を通して、自分が今まで向

き合ってこなかったその問題の本質について考える癖が身につきました。また、解答を添削

する際にも先生の答えを丸写しするのではなくどのような理由で自分の答えは合っている

のか、逆にどうして間違っていたのかを考えるようになり、ただの答え合わせが意味のある

答え合わせに変わりました。 

 

 私はこの授業を通してまず自分という人間のだらしなさ、勉強のできなさについて改め 

て、考えることができました。授業に 1 度遅刻してしまったり、課題の提出を送れてしまっ

たりしてしまったりと自分のダメなとこがわかったので、反省し、改善したいと思います。

私はこの授業を通して、課題やテストでの計算問題の解き方や説明問題の説明の仕方など

を学びました。水理学、水理学演習の授業や課題をしてペルヌーイの定理や運動呈方程式な

どを用いて答えを解く方法を学んだので、今後も使いこなせるように頑張りたいと思い ま

す。私はこの授業を通して、正しい生活習慣をおくること、授業後に課題を見直すことなど

が習慣づくようになりました。春休みが終わって自分でいうのも恥ずかしいことなのです

が、自堕落な生活を送っていました。朝からリアルタイムでのオンライン授業だったので、

とても生活リズムを直すのに助かりました。 
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 水理学 I を通してサイフォンを有する単線管路の設計条件など様々な条件がある中で、

今回学んだものよりも複雑な上下水道、ダムなど水にかかわる構造物を作り、管理している

人達がどれほど凄いか考え直すことができました。水理学 I を通して、流量や設計条件を求

める際に想像していたよりも多くの条件があり、特に管路においては曲がりや入口、出口に

よって水圧が変化していたので、実際に管路を設置する時はどのような計算が行われて管

路を設置しているのかなと考えるようになりました。また、日々の課題から様々な資料を参

照して必要な情報を厳選して課題に取り組む力が付いたと思います。また、特に授業まとめ

は授業内容の多い日と少ない日があるけれどどんな時でも A4 レポート用紙を 1 枚にまと

めるのは今までやったことのないことだったので、まとめる力が身についたと思います。ま

た、まとめの課題があることで授業を聞いているときに重要だと思ったところをメモする

習慣が身に付きました。 

 

 授業内容を自分なりにまとめることの大切さを学ぶことができました。まずは、授業で分

からなかったこと、大切なことをどんどんメモしていき、それを教科書や提示された資料か

ら自分なりにまとめ、さらに解答から修正することで理解度を高められることを、水理学授

業を通して、学ぶことができました。実践するようになり、何が分からなかったのかが、明

確になりました。いままでは、板書などを綺麗に書き写すことしかしていませんでした。ま

た、安田先生が「社会では通用しない」とおっしゃったとき、いままでの学習方法ではいけ

ないと強く感じました。レポートを書くうえで記号や座標を定義することが習慣づきまし

た。水理学は深さや流体が流れる方向などがとても重要であることを学んだことによって

身につきました。静水力学の相対的静止で学習した Euler の平衡方程式で、偏微分が出て

きたとき戸惑ってしまったので、1 年時で学んだ微分積分を再度復習し身に付けなければ

ならないと感じました。 

 

 自分は、水理学 I の授業を通して、自分で調べて学習することの大切さを築けることが

できました。いくら出された問題の自分の回答が間違えていようと、解答を見て、調べて考

えることにより理解度が深まっていることを実感でき、授業動画の中では扱われていない

内容が課題で出ることもあり調べた上で理解しないと解けない様な仕組みになっていて調

べ上げて自力で回答を導き出そうとする力がつきました。配られる解答には間違った部分

があり授業での内容をしっかりと根本から理解していないとその間違いに気がつけないた

め、何度も考えて見直しをする様になり、解答がなぜ間違っているのかもわかる様になりま

した。以前より課題ひとつひとつに真剣に取り組む様になり学習スタイルも水理学の授業

を受けてからしっかりとしてきました。授業まとめのところにはしっかりと特に重要な部

分が記されていたのでその部分重点的に理解をする様に心がけることができました。 
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 私は水理学Ⅰを通して、授業の形式として、まず前提となる知識を与えてもらい、その知

識からレポート課題を行う。この形式で、前提となる知識を基にして、さらになぜそのよう

なるのかということについてより深く考えることができたと思う。また、ただ単に与えられ

たものから答えをすぐ知るのではなく自ら考えることでこの考えるという力が身についた

と思う。そして、資料や教科書など 1 つのものだけから学ぶのではなく、いくつかの資料を

活用しながら内容を見比べたりして、より知識を深めていくことについて学べた。そういっ

た習慣が身についたと思う。また、問題を解いてわからなかったことや気になった点につい

ては、先生がわからいことは質問してくださいと講義の中でも話しており、質問しやすい環

境で、水理学だけではない科目でも担当の先生にメールで積極的に質問するようになった

と思う。また、授業内容を 1 枚のレポートにまとめる課題からも内容を整理していく習慣

が身についた。 

 

 水理学 I を通して私は水の性質について学ぶことができました。具体的には、「水は、水

頭が高いほうから低いほうに向かって流れる」「非圧縮かつ定流において流入する流量と流

出する終了は一定である(連続の式)」「単位時間あたりの 1、2 断面間の流体の運動エネルギ

ーと位置エネルギーの変化は圧力のなす仕事の総和に等しい(ベルヌーイの定理)」など。そ

の他にも、「エネルギー線」など、水理学を学ぶ上での重要な考え方や、「水頭」や「喫水」

などの様々な語句を学ぶことができました。また水理学は今までは知らなかった新しい考

え方を扱うことが多かったので、その新しい考え方を頭にインプットする能力はついたと

思います。習慣づいたことは、特に思いつかないのですが、強いて言えばこのコロナ下の授

業ということで、早起きする習慣がなかなか身につかない現状があったのですが水理学に

関しては Zoom を通してのリアルタイムの授業だったので、木曜日の朝は早起きの習慣身

につきました。 

 

 コロナウイルスにより前期すべてがオンライン授業の形式になりましたが、私にとって

このオンライン授業の形式は、悪いことばかりではありませんでした。1 年の時は、学校で

授業を受けた後の復習することがあまりありませんでした。しかし、水理学のような翌週に

答えが提示され自分で丸付けをする課題が多くあったので、授業を何回も見直しながらレ

ポートをまとめることができ、授業内容をしっかりと頭に整理することができました。また、

次の授業でも前日に前回の授業の課題の丸付けをしているため、内容理解がしやすかった

です。毎回の課題に対して全体的にですがコメントをしていただき、点数を匿名で提示して

くださったので、こちらも緊張感をもって毎回取り組めたのでよかったです。この期間で改

めて復習することの大切さを理解することができたので、オンライン授業の形式が終わっ

たとしても復習する習慣を身につけられるようにしたいです。 
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 水理学 I を通して学んだことは内容に関しても言えるが、主に 1 社会人、大学生として

のあるべき姿や、行いを知ることができ、勉強になった。まず、考えて課題に着手すること

の重要性について理解をした。これは当たり前のことだが、その当たり前のことができてい

なかったのが現状であり、この授業を通してなぜこの事象が起きるのかをまず考えてみて

自分なりに解釈をする。そして課題に取り組み、採点をして正しい情報を得る。このプロセ

スは社会人になっても行うもので、自分の取り組みを見直す良い機会となった。また採点に

関してはどこがどのように間違っているのかを詳細に書くことによって自分の採点の質も

上がり、理解も深まり、とても勉強になった。課題や授業を受けていて自分の足りない部分

についての理解、逆にやっておいてよかったことなどこの授業から学んだことはこれから

の人生経験に役に立つと思った。また後期からはクオリティをさらに向上させて社会にで

ても恥じない実力をつけたいと思う。 

 

 水理学の内容はもちろん、復習の大切さを学んだ。課題を通して復習することで、授業の

内容を振り返りさらに深く理解するきっかけになった。また、授業で少ししか触れてないと

ころや前の内容で忘れてしまっているところを自分で調べ、考え直すことで身に着けるこ

とができた。授業中は、大事なところや口頭でしか言っていないところをメモしないと後で

見直す時にわからなくなり、メモすることが大切だと改めて分かった。他にも、公式だけ覚

えるのではなく、なぜそのようになるのかを考えながらやることが大切と学び、課題でそれ

が習慣付き身についた。また、課題を自分で添削することで自分がどこを理解していてどこ

ができていないかがわかり、自分が解いた問題を振り返ることも大切だと学んだ。また、授

業の内容をまとめる際に、その授業でどこが重要であるのかをわかるよう書き、少ない文量

で書くことで、後で復習する際に見やすくわかりやすくなるので、復習しやすくまとめるこ

とが身についた。 

 

 水理学 I の授業を通して、2 つのことを学びました。1 つ目は、資料の内容に対してその

まま納得するのではなく、自らの考えと比較をしてしっかりと内容を理解することです。水

理学 I の授業を受ける前までは与えられた資料を精査せず、あまり深く考えないで通して

いました。しかし、その内容に対して吟味することで資料の正誤を判断し、より深く理解す

ることができることを学びました。また、毎週の授業の資料に対してこのことを習慣的に実

施することで、日常的に物事に対して考えることが身につきました。そして 2 つ目に学ん

だことは、情報収集の重要さです。水理学 I の授業ではリアルタイムの授業のうえ、資料を

その時間でのみダウンロードが可能だったため事前に知らないとダウンロードすることは

できませんでした.また,資料の訂正や連絡事項など常に情報を集めることがいかに大事か

考えることができました。これらのことは社会に出てからも大事なので、習慣的にできるよ

うこれからも意識していきたいと思います。 
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 私は水理学Ⅰを学習した中で様々なことを学んだ。それは学習内容だけでなく、自分がこ

れから土木技術者になるために必要なことは何か考えながら学習することである。私たち

はこれから大学を出た後でみんな社会に出ていくと思う。そのために大学生活をどうやっ

て過ごすか過ごさないかでこれからの自分の能力が変わっていくことが再認識することが

できた。例えば、資料が正しいかどうか自分で検討することである。水理学Ⅰでは実数値が

よく出ることがある。その時、教科書の値と参考資料の値が違っている場合に見比べ、専門

家である先生に質問して、様々な資料を見て自分自身の知識を踏まえて正しいか否か判断 

し、確定した情報に変えていくことで自分自身の知識にしていくことが大切であるとわか

った。それは、ただ人から与えられている情報ではなくて自分自身で考えたことだから自分

の自信にもつながることであるので本当に自分のためになった。人に教えられたことだけ

では自分自身のためにならないこともわかった。これらのことを踏まえて後期の水理学Ⅱ

やその他の学習科目も頑張りたいと思う。 

 

 私は水理学Ⅰを通して、最初に水理学Ⅰの基本となる単位のことについて学んだ。最初教

科書の中身を軽く見たときは難しそうで驚いたが、レポート課題や、その他の色々な例題を

解いていくうちに理解できるようになり、SI 単位系と工学単位系の区別についてもそうだ

が自然に頭からでるようになってきた。圧力の範囲では、圧力が横方向には変化できないこ

とを初めて知り、とても勉強になった。エネルギー線や動水勾配線を図に示すことによって

より深く理解することができた。また、状況によって違う水圧のかかり方にも、同じように

例題やレポート課題を解いて、次第にできるようになった。水理学で一番苦手だった、静水

力学 曲面に作用する力の範囲でも、Zoom による講義によって今まで避けてきた予習復習

することによって深く理解することができた。まだまだ水理学の 1 部分しか理解していな

いと思うが、これから水理学の全てを理解したいと思うことができた。社会に出ても通用す

る水理学を身につけたいと思った。 

 

 水理学 I の授業を通して、私には習慣になったことがある。他の授業にも言えることだ

が、今まで復習にあまり時間を割いていなかった。しかし、オンライン授業という形態のお

かげでもあると思うが、課題や授業レポートを作成するにあたって理解を深め解答するた

めに、授業で習ったことや配布された資料を見るだけでなく、教科書や参考書を開き自ら調

べるようになったことだ。今まで課題を「こなす」という形だったものが「理解を深め学ぶ」

という形に変えることができたことが私にとって大きかった。また、時間の使い方や社会人

になってからできなくてはならない当たり前のことも学ぶことができた。時間の使い方に

ついては今回オンライン授業になってからとても身についたと思う。最初は各教科から課

題がだされ、限られた期限内に提出することがとても大変だった。だが、計画的に時間配分

を考えながらやることに徐々に慣れさらに効率的にできるようになった。授業内で社会人

として当たり前という言葉を聞くたびに、自分に厳しく頑張ろうと思えた。水理学 I の講義

内容について学べたことはもちろんのことながら、上に述べたようなことを改めて考える

ことができてよかった。 
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 今回の水理学Ⅰでは、一番自分で想像しながら考えたことは、実際の動画を見ながら、水

流がどのように動いているかです。人生で初めての形式で戸惑ったことでしたが、家にいる

時間が多く学習し、よくわからなかったことを復習することができたと思いました。例えば、

管路流の実験映像などを自ら調べ、公式で算出される渦による損失水頭などの動きなど今

まで講義をただただ受け終わるではなく、自ら公式に当てはまる箇所にそれぞれフォーカ

スし実際に起こるものと絡めることを意識し考えた。それらにより、今まで頭の中にあった

ざっくりした図が事細かく頭の中に描くことができるようになったと思いました。安田先

生からすべてを教えてもらうことでなく自分で考えることということをおっしゃっていま

したが、改めて“物事を教えられる事”から“自ら行動し自らの考え方で学習を進めて理解

を深める事”ではここまでの差があり、途中からは調べる事が楽しいとさえ思えました。こ

れが習慣になり一番大きなことを学べたと思いました。 
 
水理学の授業を通して 1 番変わったことは課題の問題もレポート用紙に書くということ

です。水理学 I だけでなく他の教科でも課題の問題文も書くことが習慣化されました。後で

見直した時に問題も同時に見ることができるので何についてまとめているか、解答してい

るか復習しやすくなったのでとても勉強効率が上がりました。水理学 I の授業内容に関し

ては今まで常識のように捉えていた事柄(水の上に物体が浮かぶ、水が高いところから低い

ところへ流れる等)を理論的に求めて考えることができるようになった。速さや高度をベル

ヌーイの定理から算出し、エネルギー線や動水勾配の仕組みを理解し実在流体の流れる理

論を理解することができた。また、お風呂の浮かぶ桶も圧力のかかり方、メタセンターを学

ぶことで理論的に説明できることがわかった。昔から当たり前だと思っていた事象をこれ

から学ぶ水理学や力学の応用を用いて理論的に考えられるようになりたいし、進んで考え

ようという意識が身についた。 
 
前期の水理学の授業を通して身についたことは、今まで気にしていなかった、身近にある

ごく普通のものの見方が変わりました。例えば、1 回目の授業で学んだ、工学単位表示や SI 
単位表示がどんな風に使われているのかなどを見てわかる様になり、定義や式からこれが

どんな意味を持つかなどが、わかる様になり、目で見たものをしっかりと理解するというこ

とが身につきました。また、そういうつもりがあったわけではありませんでしたが、どこか

で他の人だよりになっているところがあり、安田先生の「そんなんじゃ社会じゃ通用しな

い。」という言葉を聞いて、 1 から自分を見つめ直すことができ、授業への取り組み方や、 
日常生活での勉強の仕方などを変えることができ、今まで以上に、前期の授業での身につい

たことが多い気がしました。今後も、前期で習慣になっている勉強への取り組み方をつずけ

ていこうと思います。 
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水理学 I では、なぜベルヌーイの定理を使うのか、なぜ連続の式を使うのかなどと言った

問題が多々出ました。高校時代ではそう言ったことを考えるより、この計算問題はこの式を

使ってとけばいいやと言った感じで、なんとなく暗記のようなことをしており、なんでこの

式を使うのかとは深く考えていませんでしたし、なぜ使うのかと思ってもいなかったです。

水理学 I でそのようなことを考えるような機会が多々あり、次の授業の水理学演習 I では、

問題を解く際に今までより内容が頭に入ってきやすくなり、問題も以前よりかはスラスラ

解けるようになった気がします。その結果、他の教科でもなぜこの式を使うのかというのは

考えるようにし水理学 I を通してそう言ったことを考えることが習慣づいたと思います。

連続の式、ベルヌーイの定理は水理学 I でよく出てきた基本的な式なので特出てくるたび

になぜこのタイミングでこの式を使うのか考えていき水理学の知識を深めていきたいと思

います。 
 
 安田先生の水理学の授業を受けて水理学の知識だけでなく大学生としての知識などが身

についた。私は、今まで課題等を行うとき，答え合わせするときは、解いている問題につい

て特に深く考えずに公式に当てはめて解くだけの時が多かった。しかしこの水理学の授業

を受けてただ問題を解くだけでもテストなどでは、大した問題はないが将来、社会人として

は問題があることが分かった。ただ解くだけでなくその問題がどのような理論，考え方に元

図いて解くことができるのかを理解して解くことに意味があると分かった。今まではやれ

と言われたことを言われた通りにやるだけで充分であったが、社会人としてはそれでは不

十分と知って問題への接し方が変わった。答え合わせに関しては、先生の答えなら必ず正し

いと考えていたので間違えた問題は答えを見てそのまま回答を書いていたが、本当にその

答えが正しいかどうかわからないので答えだけでなく、資料や教科書などの複数の情報を

利用して総合的に判断する必要性があり、それを行う習慣が身についた。 
 
水理学 I の授業を通して自分は、この水理学の授業は解説資料が完璧なわけではなくそれ

を読みながらしっかりと考えて何が大切でどこは確実に抑えなくてはいけないか、また当

たり前のことですけど分からないことや違うかもしれないと思ったところを適当にやって

しまうのではなく、しっかりと分かる人に質問をすることが大事であることが大事だと思

いました。これらのことから自分は課題や授業をただ授業の話を聞くだけやただ課題を終

わらせて提出すればいいというのが大切なのはなく、授業で先生の話をしっかりと聞きそ

の話をじっくりと自分の中でかみ砕き自分の中でその話を理解すること。また、その自分の

中で理解したことを用いて課題を通しもっとよく考え理解を深めることが大事だと気付け

たとお思います。このことはこの授業だけのことではなくほかの授業もそうだし社会に出

ても同じことが言えるだろうと思います。今このコロナの影響でオンライン学習となって

いる中で、だれも見てないし課題だけやればいいと思いやすくなる状態の中だからこそ、こ

のようなことをとても強く感じました。そして、このことに気づけたことによってオンライ

ン授業をとても有効活用できるようになったとお思います。 
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私は、水理学 I の授業を通して特に 2 つのことを学んだ。1 つ目は、自ら学ぶことの大切

さだ。この授業では、毎回の授業で課題が出る。その課題は時間がたつと解答が公開される。

よって、その解答を見て課題に取り組めば正しい答えを記述し回答することが出来るが、そ

れでは自らの力には全くならない。自分で考え、どこが間違っていたか明記し、正しい回答

を書くことによって己の力になることを学んだ。2 つ目は、仲間と話すことで理解を深める

ことだ。上で述べているように、私は自分で考え課題に取り組んでいたが、どうしても理解

できないところがあった。その箇所は、そのままにしておくのではなく、友人と電話をしな

がらお互いインターネットを使用して得た知識をアウトプットし、理解を深めあった。そう

することで、わからなかった箇所を無くすことが出来たように感じる。これらのことは、社

会人になってからも大切になってくると思うので忘れないようにしたい。 
 
第 1 回から第 14 回までのレポートを取り組むにあたり、教科書や配布資料をたくさん読

み大切な部分をまとめ自分で整理し文に表すことができた。配布資料だけでなく教科書や

問題集などから調べ、理解するということが習慣づいた。授業で聞いた原理の中で気になっ

たものをインターネットや資料、教科書などで調べることにより理解を深めることができ

た。インターネットで動画などを調べ実際に見てみると教科書や問題集、配布資料で調べる

よりもよく理解でき、調べたことについてより理解することができた。今まで水は高いとこ

ろから低いところへ流れるものだと思っていたが、サイフォンの定義を学んだことにより

水が低いところから高いところへ上向きにも流れるということが知れた。それを試したく

実際に自宅の風呂場でやってみたことでより理解できた。インターネットや資料、教科書、

問題集で調べるのも大切だが実際の映像を見て、自分でやってみる大切さがわかった。 
 
 私は水理学 I の授業を通じて、大学生としての授業を受ける姿勢を改め直すことができ

たと思う。今までの授業の受け方は、言われたことをそのまま覚えてテストのための勉強で

あった。これは、高校生までの受け方であって大学生としては不十分であることを知った。

このままでは社会に出ても使い物にならないし、うまくやっていけないと思い改善する必

要があると思った。その指摘をされてから私は、資料に記載されている文章をしっかり見て

分からないことはそのまま放置せず教科書等を見て自ら考えることやただ授業を受けるの

ではなくきちんと理解すること、深く理解することの大切さがわかり習慣化できるように

心がけている。さらに、土木からの視点では何を意味し、どのように使われているのかを考

えるようにもなった。このことを他の授業でも実践していくことで社会に出てから困らな

くなると思うので必ず慣れていきたい。 
 
 私は水理学を受け習慣づいたことが二つあります。一つ目は見直しを怠らないというこ

とです。当たり前のことですが、大学一年生の頃は一時間半の授業内で終わらせないといけ

ないため、終わらせることだけに集中してしまっていました。しかしオンラインになった今、

制限時間がなく自分の課題の間違いに気付くことができる時間が増えた為、見直しをする

習慣が身につきました。二つ目は与えられた資料だけでなく、自分でより詳しく理解するた

めに自ら調べる重要さを学びました。まず課題の問題の文章を理解し答えるためにはたく

さん時間がかかると共に、与えられた資料だけではできないと気付きました。そのためには

自ら参考書を見つけより詳しく説明できるために調べなくてはいけないためとても時間を

費やしました。よって私は資料だけでなく自分で参考書を調べる重要さを学びました。この

二つのことを大切にし、後期の水理学に挑もうと思います。 
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 私が水理学 I を通して得られた事は大きく分けて 2 つある。1 つ目として分からない問

題があっても諦めずに自分自身で考え問題を解答する事に尽くす習慣がついた。課題にお

いて最初は難しいと思い込んだ内容でも授業動画を見直す事や教科書を読み込む事で解答

する事ができるようになる事が何度もあり、達成感を感じることがあった。諦めず懸命に考

え問題にとり組むことが社会人としては当たり前のことかもしれないが達成感を感じる経

験した事から難しい課題でも懸命に取り組む習慣がついた。2 つ目としては自分の解答を深

く見直す事の大切さを学んだ。水理学の課題レポートで行なっている自分の解答のどこが

間違っているか解答を見て判断し、自分自身で指摘する方法を安田先生に指導して頂き取

り組んだ。この方法ではただ正誤を判断するのではなく理由付けて判断する為自分の理解

の及んでいる所、理解できている所がわかる為、復習すべき点がわかり授業内容を深く理解

する事ができた。このように水理学 I では大きく分けて 2 つのことを学び、身に付いた。今

後もこの学んだ事を忘れずに学びに生かしていきます。 
 
 前期の水理学 I の授業を通して、公式が求まるまでの過程の理屈をしっかりと理解した

うえで、様々な問題を紐解いていく習慣が身に付いたと感じます。今までは、その公式にた

どり着くまでの過程が自分の中では難しいと思い込んだ場合、その過程や公式を丸暗記で

覚えることに逃げてしまうのが現状でした。その結果、実際に公式に基づいて水理学の問題

を解くと、自分が今までに目にしたことのないような文字列ばかりなため苦戦することが

多々ありました。そのため、式の本質について頭を使って理解せずに、覚えるだけで終わる

という全く無意味な作業を行っていたということに気づきました。しかし、安田教授が仰っ

ていた通り、講義の中で、式一つ一つの意味を知ることで理解が深まるということを教訓に

し、それを踏まえて、レポートの課題で式の成り立ちを自分なりの文章で書き表すことによ

って、何を前提条件にして、式が構成されているのかを知れたため、より理解が深まったと

感じます。 
 
この水理学という授業の中でもちろん、知識や土木への関心はより深まったと実感でき

ている。その中でも、すべてのことにおいて客観視し、物事をより詳しく捉えることは何よ

りも重要であることが大切だと感じた。水理学の中でも問題を解く上で、まずどのような状

況であるのか、また、ある程度の計算の道筋などを考えながら解くことで正確さが増し、問

題解答効率も上がることもわかる。特に、水理学の課題でそのようなことを多く実感してい

る。時々安田先生からご指摘を頂いて後で、修正をすることなどがあった。それも自分の確

認不足であり、土木工学の中で小さなミスが命取りになる。そのような意味でも小さなこと

にでも神経質になり客観視することが大事であると学習した。水理学や勉強を学ぶこと、知

識や技術を身につけることは当然当たり前である。その中でもどのように取り組むか、どの

ように意識のベクトルを向けるのかがこの水理学を通して考えられたことである。後期の

授業はまだどのような授業スタイルになるかは分からないが、感じたこと、思ったことを無

駄にしない様に常に成長していきたい。 
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授業のレポート課題が資格試験などと違い、問題の置かれている条件が少なめであった

ため、最初のことは自分が思った課題に対しての答えが不十分、または不必要なことが多く

あった。これを減らすために課題の問いが置かれている状況についてよく整理して、何を問

われているかを理解してから、一つの資料から安直に答えを決めつけずに様々な文献を読

み、解答し不十分ではないか、また不必要な箇所はないかしっかりと吟味する習慣がついた。

演習で用いられる問題は基本的に使わせたい考えを使わせるために、問題から解答までの

道筋が 1 通りであることが多いため、様々な状況を考慮する必要が基本的になく、短絡的

に決めつけて答える癖がついていた。だが、水理学 I の課題では問題の状況が漠然としてい

ることがあったために答えとなる道筋が一つではないことがあり、その全てをしっかりと

解答できているか吟味することで、本来あるべき学習をすることができた。 

 

水理学 I の授業を通して、最初は水理学という科目が具体的にどのような科目か明確にイ

メージできていませんでした。しかし、授業を受けていく中で徐々に水理学という科目がど

のような科目なのか明確になっていきました。そうした中で、授業を重ねるごとに水の流れ

や物理的解釈などを理解し、身についてきたと思います。次に、水理学という授業は河川工

学や,上下水道工学などの分野を学ぶ上で欠かせないものであると、授業を受けていく中で

より深く考えました。例えば、管路の水理の単元では、貯水池から水を送水するときなどに

実用上重要ではないかと考えました。また、毎週の授業のレポート課題を書くことで授業後

に授業の内容をもう一度振り返り、まとめる習慣が身につきました。今までは授業後に授業

の振り返りをすることはあまりなかったのですが、この習慣を身につけることによって、授

業の定着度が全然違うことを実感しました。これからもこの大事な習慣を継続させていき

たいと思います。 

 

 私は前期の水理学の授業を受けて、水や川に対しての考え方が変わった。例えば川に対し

てだが、以前は町を流れている川を見ても特に何も思わず感じなかったが、授業を受けてか

らは｢ここを迂回させている意図はなんだろう｣や｢この場所の河川を設計するときにはど

んな考えがあったのだろう｣などの事をふとした時に考えるようになった。河川の設計は、

我々が快適に暮らすために必須な事柄であるのに加えて水辺に生息している生き物にとっ

ても、重要なので気が付くことができ良かった。それに加えて近年、異常気象により大雨で

河川の水かさが増し、結果として氾濫してしまうという事例が増えている。このようなこと

にも水理学を学び水の流れを理解することでより良い対策が思いついたりすると思うので、

水に対して考える良いきっかけになった。また、この水理学には過去にたくさんの方々の努

力や経験から培われてきたものなので、自分もしっかりこの知識を身につけたい。 
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 私は水理学 I の講義を通して問いに対して自分で答えを導き出すことの大切さを学びま

した。この講義を受ける前はわからない問題に出会ったときには自分で調べて解決するこ

とを放棄して、模範解答を見て理解をした気になり、自分がどこまで理解しているのかを明

確にすることができなかったため、後から同じ問題を解いてみると全く解けずに知識が定

着していないことも多々ありました。しかし、この講義を通じてわからない問題に対して参

考資料や教科書を参照し、自分の答えを導き出すことによって、自分はどこまで理解をして

いて、どこから理解をしていないのかを明確にすることができました。また、自分の努力で

出した解答が間違えであっても解答と見比べることにより、内容をより理解を深めること

ができると気づきました。このことから私は水理学 I の講義を通して問いに対して自分で

答えを導き出すことの大切さを学びました。 

 

 水理学 I を通して、最初に水理学とはどういうものなのかを知り、水理学を学んでいく

上で基本となってくる記号単位、単位表示や圧力表示などを学んだ。最初は SI 単位と工学

単位の違いすらあまりわからなかったが、これらは水理学を学んでいくうち、例題を解いて

いくうちに自然と頭から出てくるようになってきた。水圧がどのようにかかってくるのか

もどのように作用しているかなどによって変わってくるので水圧を出すにはどのようにす

れば良いのか考えることができた。色々な方程式や図を使いながら解いていき、答えを導き

出すことでその根本の意味を考えることができた。Zoom を用いた講義でわからない部分に

ついて、課題をやることによってその講義での内容を振り返ることができ、今まで復習とい

うことを疎かにしていて習慣というものは出来ていなかったが、この水理学 I を通して復

習という大切さを改めて知り、復習をしっかりとするという習慣をつけることができた。こ

れからの大学生活ではこの習慣を崩さないように過ごしていき、学んだことをこれからの

社会に活かしていけるようにしたいと思った。 

 

水理学で学んだことはたくさんあり、初めは水理学という授業がどういうものかわから

なくて新しい記号や単語などかたくさん出てきて少し不安でしたが授業で配布資料や映像

などできちんと説明や補足してくれていたのでとても分かりやすかったです。そのおかげ

で不安も無くなりました。SI 単位系や工学単位系の違いがわからなくてどちらを式で使っ

たらいいのかと思った時に考え方のポイントなどがとても参考になりました。圧力の所で

は縦方向に圧力は変化するが横方向に変化しないことは知らず、1 回目の授業で聞いてとて

もためになりました。図を書くことが多くて自分は図を書くのが苦手だったので将来の仕

事で必ず必要になるので今練習できてとてもよかったです。第 3 回の静水力学：曲面に作

用する水圧に関してですが、自分的にここが難しかったです。力がどこに作用するのか、重

心、奥行きなど全然わからなくて授業を一回見てもわからなかったので 2 回目見たら解け

てそれに、考え方のポイントも参考にしたら、課題のところもすらすら解けました。曲面に

作用する全水圧の水平成分、鉛直成分に分けて全水圧の大きさとその作用位置を考える、な

ど的確なアドバイスがあったのでとても助かりました。この授業を通して水理学をもっと

深くまで知りたくなりました。今は水理学の中の本の一部分しか理解していないと思いま

すが、たくさん考えて自分の糧にしたいと思います。 
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 静水力学の単元ではまず単位について学び、なぜその単位が使われているかを目的や用

途を踏まえて理解した。水中に存在する物体に対して作用する力について考える単元で、力

を鉛直成分と水平成分に分けて考えるなど、求めたい値に応じたアプローチの方法や式の

意味やどうしてそうなるのかを論理的に考えることが身についた。理想流体の水理では、連

続の式、Bernoulli の定理、運動量方程式について公式の導出や考え方を理解し、実際の問

題を解く際にパターン化しないように意識しながら取り組んだ。また力の方向や作用位置

について正しく理解するため、図を正確に見やすく書くことを意識した。実在流体の水理で

は、理想流体との違いを意識した。この単元から式が一層複雑になったため、文字の定義や

式の理解をより丁寧にすることが習慣づいた。管路の水理では、摩擦や渦による損失水頭を

考えるにあたり、図を正確に書くことのほかに、式変形を臨機応変に行うことが身についた。 

 

自分は水理学 I を通して身についたことは、学力的な意味でとらえると、最初の方は出さ

れた課題に対して真摯に取り組まずに答えをそのまま映してしまったり、オンラインだか

らと言って 1 限の授業をあまり集中して聞かなかったりなどしたので少ないと思います。

しかし、水理学 I を通して学習する習慣や、学習に取り組む姿勢などは少しずつですが代わ

っていったのでその点に関しては水理学 I を通して身についたことと言っていいのではな

いかと思います。具体的には上述した通り以前は答えを丸写ししていたところ中間レポー

トあたりから意識を変え始めベルヌーイの定理であればなぜその定理が成り立つのか証明

等原理原則をしっかり理解するようにしてからレポート課題に取り組み理解できなかった

ところについて答えを見て取り組むようになりました。また、社会に出るうえで簡潔かつ論

理的に物事をまとめなければならないことも学びました。 

 

 水理学 I を通じて、難しい現象でも微小要素の力のつり合いや平衡について考え、積分を

用いて拡張することで評価できるため、微小要素で考えることの重要性を学びました。この

考え方は水理学だけでなく、工学分野を学ぶ際にも重要で必要なことなので念頭に置いて

います。また、単線管路について学んだとき、エネルギー線および動水勾配線の概形を示し

て可視化することにより、どこでどのくらいのエネルギーを持つか、流れの状態はどうなる

かなどを知ることができるので可視化することが大切だと考えました。さらに、新しい内容

を学んだときに自分が考えたことをまとめる習慣がつきました。学んだ内容がどういうこ

となのか自分なりに考えてまとめ、もしも考えが間違えていたら考え直すことを繰り返す

ことでより深く、正しく理解できるようになりました。自分の考えをまとめる際、複数の資

料を参考にすることで別の視点からも考えることができるので可能な限り多くの資料を参

考にする習慣がつきました。 
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水理学の問題で出てきた単位は SI 単位と工学単位だった。SI 単位は国際的に統一した単

位で工学単位文献や資料で用いられる単位である。僕は水理学を習うまで SI 単位しか知ら

なかったが、工学単位の方が、計算は楽になることがあると分かり、今では工学単位を使う

ことのほうが多くなった。物体に作用する重力が物体の図心の位置であるように平板に作

用する全水圧の中心の位置も図心の位置だと思っていたが、実際は、全水圧の作用位置は常

に図心より下にあることを知った。その理由は水面から全水圧の作用位置までの長さは、水

面から平板の図心までの長さと図心軸に対する断面二次モーメントを、水面から平板の図

心までの長さと平板の断面積の積で割ったものとの和であることから、これらの値はすべ

て正であるので水面から平板の図心までの長さより水面から全水圧の作用位置までの長さ

のほうが大きくなる。下向きを正としているので全水圧の作用位置のほうが下に来ること

になる。 

 

レポート課題の修正を答えの丸写しではなく、過程を理解し単語ではなく文として自己

添削することで 1 つ 1 つの課題への理解が深まりました。また、自分の考えをまとめて自

己添削することが社会で通用するレポートの書き方と知り、毎回のレポート課題を行うと

きに公式までの過程をしっかり理解する習慣がつきました。見直す際には、結果ではなく過

程を重視することでどこが誤っているのか、正しいのかをはっきりと判断することができ、

「～だろう」という曖昧な判断で正解にすることがなくなり、たとえ正解であっても見直す

ことが普通となりました。課題関連だけでなく日常生活では、水に関する現象を水理学に結

び付けて考えることが多くなりました。そうすることで、日常で起こる現象への理解が深ま

り、水理学で学んだことの理解度を日々確認することができています。これからもより一層

の努力を欠かさず、水理学で学んだことを生かして頑張っていきたいと思います。 

 

序盤の静水力学分野で学んだことはまず、単位です。SI 単位系と工学単位系について改め

ておさえることができました。これら 2 つの単位の違いは重力を考慮するかしないかとい

うことを学べました。ゲージ圧力と絶対圧力の定義も知ることができました。静水力学では、

同じ深さの点では圧力は同じになるということが分かりました。 理想流体とは粘性のない

流体のことで、この理想流体分野ではまず、連続の式とベルヌーイの定理を学びました。こ

の連続の式とベルヌーイの定理はエネルギー保存則に対応しており、連続の式は対象区間

に流入した量は流出した量に等しいということがポイントです。ベルヌーイの定理の適用

概念は単位時間当たりの運動エネルギーと位置エネルギーの変化は圧力のなす仕事に等し

いことです。実在流体とは粘性のある液体のことで、この分野ではまずレイノルズ数(ここ

からは Re と省略)を学びました。ここで層流と乱流という言葉が出てきます。 Re<2000 

の範囲で層流が形成され、Re>4000 の範囲で乱流が形成されます。管路の水理では、エネ

ルギー線と動水勾配線の設置方法を学べました。 
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水理学Ⅰの授業を通して 授業内容を学んだ、取り組んだということはもちろんですが、

学習に対する取り組み方が変わりました。今まで小中高、大学一年の授業では 先生の話を

聞いて覚えるだけ、という非常に受け身な学習の仕方だったと思います。しかし今回の授業

で、答え合わせでも答えを確認して終わるのでは意味がなく、答えの正誤の確認はもちろん、

他にも答えまでの過程での間違いや解釈の間違いなどいろいろなことを考えて総合的に判

断しなければ意味がないこと、問題の回答を無心で写すのではなく理解して書き記すこと

が重要だということに気付き学習への姿勢が能動的になったと思いました。 

何でも聞いて解決すのではなく、自分で調べて考えたうえでそれでもわからないことを

友人と議論して自分で解決する癖も付いたと思います。 

今回初めてのオンライン授業ということもあり出席状況や学生一人一人の取り組み方が

目に見えず評価の仕方も難しい状況でしたが、安田先生が一人一人のレポートを自分の目

で確認するという手間がかかることをきっちりとやっていただき、一人一人しっかり評価

をしていただけたことはとてもありがたいことだと感じました。 

 

水理学 I の講義を通して学んだことは、自分で思考する力を身につけることと細かい部分

まで突き詰めること。この 2 つです。 

ひとつ目の「自分で思考する力を身につけること」ですが、水理学の授業で課題が出され

たときに、何度も解答資料が間違っていることに気付かずそれを参考にして修正してしま

うことが多々あり、そこで受動的に授業を受けていた自分に気が付きました。受動的に動い

ていては成長することが出来ないし、社会に出ても活躍できないと考えました。 

これからの社会で一個人として活躍していくために常に自分の頭で考え、行動すること

を忘れないようにしようと再確認できました。 

 

単位系の理解から始まった。基本的な静水中の平面と曲面にかかる水圧の算定方法は実

務的に考えるとダムや河川の擁壁などに応用されるものだ。考え方として微小要素を考慮

し式に用いるのが一般的であり、これは水理学 I の授業の多くの分野で用いた考え方だっ

た。理解に苦労したのが管路内の水理についてで、静水の時と異なり具体的な実務要素が想

像しにくかった。理想流体の授業から連続の式、Bernoulli の定理、運動量方程式の組み合

わせで立式をするが、粘性流体の場合は壁面の摩擦を考慮しなくてはならない。これらの範

囲は全てつながっていたので 1 から理解しながら応用をきかせることが重要だと感じた。

そのため習ったことを駆使するために先生の授業中資料、例題資料などたくさんの資料を

見て判断することを心がけた。その中で課題をやるが、それでも理解が追いつかないときは

先生の解答と自分の答案を見比べてミスした部分の理解を深めるようにした。後期も習っ

たことを関連付けさせて理解をしていきます。 

 

 

水理学 I を通して,考えたこと,学んだこと,身についたこと,習慣づいたことについて, 
A4 レポート 1 枚に 400 字程度にまとめて word で作成し pdf にして,8 月 3 日(月) 
午後 1 時までに Google Classroom の指定された箇所に提出のこと.ただし,授業内容の 
項目を列記して「・・について考えた,学んだ,身 についた」などの記述は提出対象外と 
する. 
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考えたことは初回の授業で初めて水理学の授業を受けたとき，一年生の時水理学の為の

数学の授業を受講していましたが水理学の一単語の意味が難しく繰り返し動画を見て理解

するまで考えることに一番時間を使いました。徐々に単語がわかってきて授業も最初に比

べて受けやすくなりましたが，実在流れの性質からは乱流や粘性を考慮する点，摩擦や各管

による損失水頭など考慮する点が沢山あって難しかったです。学んだことはただ公式を理

解するだけでは全く意味がないし何も理解できない点です。これは水理学だけではないで

すが，水理学は 1 つの単語から式の流れ全て理解しないと最後答えまでたどり着けないの

で特に今回感じました。授業内容では同一深さでは方向に関わらず圧力が一定なこと、ベル

ヌーイの定理で単位時間の流体の運動エネルギーと位置エネルギーの変化は圧力のなす仕

事量に等しいこと層流・乱流によって水にも内部摩擦，個体壁面抵抗があることなど私たち

にとって身近な水に摩擦などの性質があることを学びました。身についたことは自分が理

解できるまで努力することです。今までは少し分からない所があっても次へ進んでしまう

ことがあったけど水理学は全て分かってないと何も分からないので理解できるまでやりき

ることが身に付きました。習慣づいたことは水理学前期のこれまでのレポートでレポート

を書き終えたら最後に最初から誤字，脱字はないか文章がおかしくないか確認することで

す。レポートを最後まで書き終えた達成感で中間の総括レポートまでは確認せずに解答が

すべて正しいと勝手に認識して提出して終わりにしてしまっていました。しかし他人に頼

らず自分の目で正しいと確認すること。これはこれまでの水理学のレポートに限らずこれ

から社会に出ていく上で大切なことでこれからも習慣づけて続けていかなければならない

と感じました。 

 

水理学自体どのようなものか分かっておらず、先輩や土木の方から「一番難しい」、「苦戦

する」などを入学したときから聞いていて、結構身構えていたのが事実です。水理学を学ぶ

にあたり、水理学分野はもちろんですが多くのことを学ぶことができました。今回は細かい

分野についてではなく、それによって自分がどのように変わったのかを話したいと思いま

す。一年次は黙々と公式に当てはめて線形代数や物理、微積を解いていました。その結果、

説明しようと思ってもこういうものだとしか言えなかったり、応用的な問題が出ると分か

らなくなったりしていました。ですが水理学を学びなぜその公式になるのかなどを理解し

ていないと通用しないことが分かりました。安田先生の授業は先生が作ってくれている資

料や教科書、参考書もあり理解を深めることができました。その知識を持って水理学演習を

解くことが出来たので先輩たちが言うほど水理学がつらくなかったです。自分は公式的に

説いていましたが、水理学を学んで理解することの意義を見つけることが出来たと思って

います。 
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 水理学 I では初めに単位表示の関係性を知り、圧力の分布を知ることで目的を達成する

ために最低限必要な構造物の条件を考えることに役立てることから始まった。水理学 I の

分野でよく用いられるものが微小面積に作用する応力から全体に作用する応力を考える方

法である。考え方の理解に苦しんだのがサイフォンの考え方についてだった。管路流での摩

擦による損失水頭・形状損失による損失水頭から全体の損失水頭を求め、そこからBernoulli 

の定理,連続の式,運動量方程式を適用し導いていくことが一般的である。しかしサイフォン

の場合は管路の一部が動水勾配よりも高い位置にあるため、サイフォンとして送水できる

か判断するために圧力水頭が条件を満たしているかどうかを確認する必要がある。そのた

め一般的な管路の考え方とは違い、Bernoulli の定理を用いるときにサイフォンの地点での

高度水頭,速度水頭、圧力水頭を当てはめることで求める。ここで、サイフォンの位置での

全水頭と各損失水頭の和が全体の全水頭に相当することを理解する必要があった。これら

のことから水理学 I では関連するすべての範囲を理解しないと他に適応できないと感じ、

理解を深める必要があるということが分かった。 

 

水理学 I の授業を受ける以前から水は身近にありましたが、それについて考えることはほ

とんどありませんでした。しかし水理学 I の授業を受けた後、自宅の台所にある蛇口から出

る水の上の方は太く、下にいくにつれて細くなっているのを見てその理由を自分なりに考

えてみました。それはおそらく水理学 I の授業で学んだ連続の式によるものであり、水は下

に落ちるほど重力の影響で断面平均流速が大きくなり、流量は一定であるから流積が小さ

くなり細く見えたと考えました。また水を蛇口から少しだけ出すと透けて見えますが、勢い

よく出すと白っぽく見える理由は水を蛇口から勢いよく出すと断面平均流速が大きくなり

レイノルズ数も大きくなり乱流となるからだと考えました(間違っていたらすみません)。大

学 1 年生までは何かを説明する問題はほとんどありませんでしたが水理学 I の課題レポー

トでは様々なことについて説明をしたので 1 年生のときよりは質問に対してわかりやす

く簡潔に答えられるようになったと思います。 

 

水理学 I を受講して身についたことは授業資料や解答資料の訂正箇所を自身の力で見抜

く判断能力だ。今までの自分は授業資料や教科書に書かれている内容や記述を読んでも書

かれていること全てが正しいと判断してしまい、ただ漠然と授業をこなしているに過ぎな

かった。しかし本講義を受講していくにしたがって資料の誤字脱字、計算の誤り、数値の印

字ミスに自分から気付くようになり、注意深く資料を参照するように心がけるようになっ

た。また、授業の予習・復習を行い、講義内容を理解した上で講義を受けることで配布資料

の誤りに気づき、自ら修正を加える習慣ができたことでより高い意識で毎回の講義を受講

するようになった。こういった習慣は本講義にとどまらず全講義においても注意深く授業

資料の確認や講義動画を視聴するようになり、漠然と講義を受講するのではなく、理解を深

めるために意欲をもった行動をするようになった。本講義で身についた判断能力を大学生

活だけでなく社会に出て活躍する際も心がけていきたい。 
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水理学 I を受けて、問題の説明や授業まとめなどといった課題に対する考え方を学びまし

た。過去の授業課題を見返すと、教科書や参考資料、先生の発言した内容をもとに記述して

いくにあたり、自分で書かなくてもよいと決め付けた箇所を削っていた。その結果、単にキ

ーワードを並べただけの説明となり、誰が見ても理解することが難しい文となっていた。そ

して、添削をする際に解説資料と全く違うことが多々あり自分の説明力の無さを痛感した。

そのため、授業内の説明をしっかりと聞き、教科書や資料の内容をしっかりと理解したうえ

で課題の設問に取り組むことが重要であると感じた。今まで行ってきた授業課題の取り組

みについて、説明文や修正文がどのように評価されているか分からないが、課題の取り組み

における考え方に大きな変化があったのは事実である。特に、授業で先生の発言をしっかり

と聞きメモをすることが、のちに課題を行うときにとても重要であることを学んだ。水理学

の受ける際に身についた講義への取り組み方を、後期の講義でも生かしたい。 

前期の授業、本当にありがとうございました。 

 

 私は、水理学を通して大きく分けて二つの事を学びました。一つ目としては、わからない

ところを自分で考えるということを学びました。今までは、自分で考えてわからなければ、

すぐに友達に聞いたりしてしまい、自分で最後まで粘り強く考えるということを疎かにし

てしまっていましたが、この授業がオンライン授業という事もあり、オンデマンド動画を見

て考える、教科書を見たりなど、自分で考え行動するという、社会で必要なことが身に付き

ました。二つ目としては、課題を毎週しっかりやるという当たり前のことですが、その当た

り前のことを当たり前にやる習慣がつきました。気の緩みで一つの課題を疎かにするとそ

のつけは、後々自分に返ってきます。そうならないためにも、自分やらなくてはいけない事

を当たり前にやることを習慣づけることで、社会に出た時に困らないように、今のうちから

自分にストイックになり、自分に甘えない気持ちを持つことができました。 

 

 私は、水理学 I だけではなく、他の授業でも、授業で出てきた公式や定義などを、これま

では理解しようと思っても少ししか考えずに、それで完璧に理解できなかったとしても、そ

のまま丸暗記して完璧に理解せずにいた。それが、水理学 I での授業を通して、なぜこの公

式や定義が導出されるのか、なぜこのような場合には、この公式や定理が適用されるのかを、

理解できるまで考える姿勢が身についたと思う。また、私はこれまで授業内での説明がよく

わからない場合でも、あまり復習することが多くなかったが、水理学 I を通して、説明がよ

くわからなかったら、そのところをしっかりと理解できるように、復習することが習慣づい

た。また、授業のまえに、その日の授業内容をある程度は把握できていた方が、理解しやす

いので、自分の中で分かる範囲で予習をするようになった。さらに、この予習で理解できな

かったところを授業説明で聞くことで、より授業内容を理解できるようになった。 
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私は水理学 I を受講してまず一番身についたことは、毎回の課題での自分の解答の自己

分析です。これまでは、授業資料や解説資料等に書かれている文章、内容がすべて正しく、

自分の解答をすぐに赤ペンで写して間違いを修正する。それで良いと思っていました。しか

し、安田教授の講義を受講していくうえで、自分で考えるということをしていなかったこと

に気が付きました。自分で何が間違っていたかをしっかり分析することでちゃんと内容を

理解することができるのだと知りました。よって授業動画を見直す機会も増え、レポート作

成においても前よりも確実に自分の考えを記述したりすることができるようになったと思

います。ここで、これからは訂正箇所を自分で見つけられるようにもっと考える必要がある

と感じました。今後、大学の講義だけでなく社会人になっても、今回習慣づいた自分で考え

ることをやっていきたいと強く思います。 

 

 水理学Ⅰの授業を通して考えたことは、大学の勉強というのは、ただ解説を写しながらや

るのではなく、しっかり自分で考えて答えを導くことをしなければ、自分の身にはつかない

し、理解することもできないと思いました。安田教授の授業を理解しないで平然と聞くのと、 

しっかりと紙に要点をまとめながらかくのとでは、授業後の課題での正答率の差が格段に

違うことに気づきました。今までの高校とでの勉強の仕方と変えなくてはいけないと水理

学の授業を通して考えました。次に水理学の授業を通して学んだことは、メモを取りながら

授業を受ける大切さです。水理学の授業後の課題では、授業の内容を 1 ページのまとめる

という課題が毎回出ていて授業をメモ取りながら受けた後のまとめでは、多くの内容を細

かく書けたと感じました。授業中にメモを取りながら受けると授業での大切なことも見逃

すことはなくなるので多くのことを理解できるようになると感じました。最後に水理学の

授業を通して身につけたこと、習慣づいたことは、予習と復習です。これが授業に一番大切

だと感じました。今回で前期の水理学の授業は終了しましたけど水理学の授業を通して感

じたものを忘れずに後期の水理学の授業も頑張りたいです。 

 

 水理学 I を通して今まで自分が原理原則の理解を怠っていたことを痛感しました。問題

を解けることと理解することの意味の違いを学びました。そして今回の講義では公式に関

する証明が主な内容だったので深く考えることの大切さ学びました。今まで公式は問題を

解くための道具として認識していたので、頭を使い考えることができ大学生としての学習

ができたと感じました。安田先生が常々、授業中におしゃっていた疑問に思ったことがあれ

ば、どんな些細なことでも放って置かないということを意識するようになり、以前と比べ調

べることが増え習慣づけることができるようになりました。また、毎回の授業の課題で自分

の解答を添削する時に正解だと思った問題と間違っていると思った問題それぞれに理由を

明記することが初めての作業であり、解いた後にもう一度自分の解答に対して考えること

ができ、自分の中で一番身になった作業でした。理解を深めることができ今後の勉強方法の

一つとして活用したいと思いました。 
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 水理学 I を通して、大きく成長できたことは式の導き方の考え方を、定理や理論に基づい

て考えることだ。今までは出された式に対して式の算出方法や考え方など全く気にせずた

だ単純に数字を当てはめて答えを出していたが、水理学 I の講義を通してそれでは式の本

質は見抜けないと考えた。式の本質を理解すれば、水理計算が楽になり結果として一番身に

付くと感じた。安田先生が講義で述べていた、計算をするだけなら大学生でなくてもでき、

単純に数を当てはめて計算するだけなら講義を受けている意味がないという言葉が印象深

く残っていて、本当にその通りだと感じたのを覚えている。その時から事前に講義資料を注

意深く読み講義にはある程度理解した上で受ける習慣が身についた。他の講義でも同じだ

が、講義で聞いたことを、その場で理解することは難しく、後で理解しようとしてもなかな

か理解が深められなかったが、事前に準備次第で理解のし易さが大きく変わることを感じ

た。 

 

私は、水理学 I を通じて考えたこと、身についたこととして、まず一番大きかった事は毎

週のレポート課題や授業まとめなどに対して自分の考えをしっかりと持つということです。

そして、その上で自ら考えていくといった姿勢が大事なことであると改めて感じることが

出来ました。また、もう一つ大きかった事として、課題などの修正をする際に課題解説資料

を見て、自分の答えで抜けている所や誤った所で解答を写して終了するのではないという

ことです。どこがどのように間違っているのかを指摘し、改善して今後に役立てていくこと 

が大切なのではないかと思いました。最後に、水理学 I の授業では今までの生活ではあま

り考えないようなことを扱う授業が多くあった印象が強く、聞きなれない言葉や難易度の

高い内容に触れることなどがありました。しかし、その中で自分の考えを主張しつつ、仲間

との意見交換をし、毎回の課題をこなしていきました。このような貴重な経験を忘れること

なく後期、また、社会に出た後、活かしていきたいと思います。 

 

水理学を学んだことでダムや橋などの浮体を転覆させないためにはどのような設計にす

れば良いのか水理学から学ぶことができることがわかりました。他にも水理学を学ぶこと

で川・用水路の流れ、氾濫対策、生態系保全を評価することもできることを知りました。最

近では集中豪雨によって水害が頻発しています。河川が氾濫するとインフラに大打撃を与

え、さらに人命に危害を加えるといったことが起こり得ます。そのため、氾濫させないため

に河川はどのように整備するべきか考える必要があることを考えさせられました。身近に

ある水理学に関することは自宅の水道水で、水理学の管路理論があるからみんなの家庭に

水道水を送ることが可能になります。水理学 I を学び、難しいと思った点は水の運動をイメ

ージすることは簡単ですが、それについての式の展開や連続体の考え方に慣れるのが大変

だったことです。ですが、水理学の講義などを聞くことによって様々な水理学ついての成り

立ちを深く理解することができました。今後も水理学に対しての知識を高め、興味を持って

過ごして生活していきたいです。 
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今回、コロナの影響でオンライン授業になりました。経験したことのない授業の形で、最

初は戸惑い、どうやって学んでいけば良いのかわかりませんでした。安田教授の『問題の解

答をそのまま鵜吞みにするのではなく、もう一度自ら考えて確認することが大切である』と

のご指導通りに、授業内容をまとめました。さらに手書きでまとめることによって、しっか

りと授業内容を復習、再認識することができ、この習慣を水理学 I 以外の授業でも取りい

れ、自分で問題を再確認するようにしました。これは、社会人となった時にも必要な習慣で

あると感じました。そして、水理学 I で学んだ多くの公式は、我々の生活において役立つも

のであり、身近なものであります。例えば水道の蛇口を回すと水が出てくるというような原

理を知り、今まで気づいていないだけで水理学の恩恵を受けていたことにも気づきました。

今起こっている水害に対しても、この水理学 I の知見を深めることで、防災・減災に大きく

役立てていけると思いました。 

 

水理学Ⅰの学習にあたり毎回の課題の提出量が多いことに驚いたがその分時間管理を注

意しながら、課題に取り組んでいたので習慣的に時間を意識して行動することができた。ま

た、水理学の授業を見ても全く理解できないので友達に連絡して相談し、水理学演習を見返

してからまた授業を見る。と工夫して理解する習慣も身につけられた。授業内で話されてい

る公式までに導出では何々を何々と見なすこと、微小要素で考えることが多かったので、仮

定、微小要素について考えることも重要だと思った。また、水には粘性のあるものないもの

も理想流体・実在流体の 2 つがあり、さらには、水は高い場所から低い場所に流れていくの

と考えがちだが、実際は位置水頭・圧力水頭・速度水頭の３つからなる全水頭の勾配によっ

て流れの方向が支配されており一般的な常識では知りえることのないことを学習でき、す

ごいと思った。実在流体については補正係数があるが実際に実験でどの様に決定するのか

が気になった。 

 

私は中学生頃からずっと授業に対して常に受け身の姿勢で公式の意味を考えたりするこ

ともありませんでした。それは大学に入り一年たっても変わらず、公式に当てはめ計算をし

てばかりでした。しかし今年に入り、水理学の授業を通してレポート課題をこなしていくう

ちに、式の意味なども考えるようになり、少しずつ主体的に学べるようになってきました。

一年生の間は単位を取ることを目的とした勉強をしていましたが、この授業の課題を通し

て単位のための勉強ではなく、主体的に学ぶことによって今までより学びに対して興味を

持つようになり、水理学だけでなく二年生になってからの授業を主体的に学ぶことによっ

て授業を楽しく学べるようになりました。また、これまでは問題の答えを信じそのまま写し

ていましたが、この授業を通して先生の答えだからといって信じ切らずに、答えをみてから

しっかりと考える必要があると学びました。これを通して、注意力が身に付き、何でもかん

でも信じてはいけないと学び、振り返って考えることが習慣づきました。 
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 水理学 I の授業を通して、今まで学んだことが実際にどのように使われているのかを知

って、それを意識して学ぶことが大学生の学びの姿勢として大事だなと学びました。また、

問題を考えるにあたって 1 つの資料を参照して考えるのではなくいろいろな資料を見比べ

て本当にあっているのかとか、その資料を写すだけだはなくなぜそうなるのかを考えるこ

とによって理解を深めることができ、分からないことも明らかになることがわかりいろん

な資料から問題を考えるようになりました。また、大学生として、自ら学ぶために、今まで

は資料があっても後で見ようとスルーしていたことがあったが見つけたらすぐに全ての資

料に目を通すことが身に付きました。資料だけではなく、日常生活でもすぐに行動すること

が習慣づきました。最後に、レポート課題で論理的に説明することが求められる中で言葉を

省きがちだったのですが、ここは省いてはいけないと少しわかるようになりました。 

 

 私は水理学 I を受講したことで流体に関することを学ぶことができたのはもちろん、物

事を客観的に捉え、評価するという力を向上させることができたと思う。水理学を学ぶ以前

はその能力が欠如しており、視野を広げた考え方というものができなかった。しかし講義後

の課題は、単純な答えを求めるものではなく、論理に基づいた答えを見出すものだったので、

回を重ねるごとに上達することができた。日常生活でも変化したことがある。それは排水管

や水道管と思われるものを注意して見るようになったことだ。講義で管路の水理について

学んだが、これは一番普段の生活で触れることができるものだと思う。直近で学んだことが

社会で幅広く活かされているのを見るたびに、必要とされているからこそ勉強しなくては

ならないというモチベーションアップに繋げることができたのも良い変化だと思う。水理

学 I 全体を通して土木技術者になることの意義を再確認することができた。 

 

水理学Ⅰを通して式の１つ１つがどのように成り立っているのか、課題を間違えてしま

った時にどのような間違えた考え方をしてしまったのか、そして正しい考え方およびそれ

らの正しい構成は何かを考えることが大切であることを学べた。これまで数学や物理など

ではただ公式を意味や成り立ちを考えずに覚えてテストでよい点数さえ取れればいいとそ

の場しのぎの考え方をしていました。しかし、その考え方はとても甘いことを水理学Ⅰで気

づくことが出来ました。今自分が教わっていることは社会に出て仕事をするときに知らな

ければいけない常識のようなものであることを認識したので、式の１つ１つの成り立ちや

自分が何を間違えたのかなどを自分で考え、そして理解することの重要性を学ぶことがで

きた。社会に出るまで、まだ少し時間があるのでこれらのことを習慣づけていきたい。 
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 水理学 I を通して、考えたこと、学んだこと、身についたこと、習慣ずいたことというこ

とで今までの授業を振り返ってみたところ、一番身についたと感じることは、自分の考えを

見直す力、復習する力だと思います。課題であるレポートでは自分自身で評価、判断してい

ますが、このような自己採点について、水理学 I を受講する前はあまりできていませんでし

た。自分で見直し、復習することで理解を深め、自分がまだ理解ができていない部分を知る

ことができることから、このような力が身についていると思います。また、授業内容だけで

なく、安田先生が仰っていた問題を書くことは社会では必要であるということなど先生の

話の中から社会で必要である知識を学ぶことができました。更に、授業などで必要な情報を

得て、授業で使う資料をダウンロードするために CST ポータルを毎日見る習慣がつきま

した。 

 

 私は水理学の知識以外にも私はこの講義で学んだことがあります。今年はコロナウイル

スにより Zoom での講義となり課題も多く出たが、この課題に非常に苦戦したのである。

理由としては普段行っていないことを行ったからだと考える。理由としてはまとめていて

も書いているだけで、理解できないだろうと考えていたため、理解しながらまとめることを

行ってこなかったからである。今回の課題に A4 用紙 1 枚にまとめるという課題があるた

め、まとめを行ったことでその考えが間違いであることに気づけたのである。まとめをする

場合は多くの情報をコンパクトにまとめなければならないため、何度も動画や資料を見る

だけでなく理解していなければできないからである。水理学のような計算科目は計算過程

だけでなく式の成り立ちを理解することで応用に活かせやすいことも学べたことの一つで

ある。実際に水理学演習では式について理解していることで多少の応用ではあまり苦戦せ

ずに取り組むことができた。今回の経験を活かし今後の生活にも生かしていきたいと思う。

特に計算で使用する式の理解を重視していこうと考える。 

 

 授業形態について、講義の内容を自分でまとめることによって頭で整理でき、講義内容で

どこが分からなかったのか何が理解できたか具体的に分かるようになり、授業後に内容を

復習することの大切さを学んだと同時に、水理学だけではなく他の講義でも授業後に、内容

を復習する習慣がつきました。また、講義ごとの課題で理論の過程や、なぜこの現象が起き

るのか、この式が導出できるのかを、言葉で説明する課題を取り組んでいたため理論や導出

を言葉で説明する力が身につきました。そして、水理学 I では主に水の流れについて学び、

それは私たちの身近に起こっていることを理論的に考えていたので、今まで考えたことも

なかった身近に起きる現象についても疑問に思うことができました。先日、蛇口から水を出

すと流し台で水の流れが円形に広がることを日常生活の中で疑問に思いました。このよう

に講義だけではなく日常で疑問に思うことが習慣づきました。これからはその疑問を自分

の知識で解明できるようになりたいです。 
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 水理学の授業で学んだことを、授業後に出される課題で、自分で学んだ内容を整理し、問

題を解くことで、授業で学んだ内容を身につけていくことができました。授業最後の方で学

んだ管路の水理では、今まで学んだベルヌーイの定理や連続の式などを利用して問題を解

くことで、自分が授業で学んだことが実際に設計するときにどのように使われるかが分か

り、普段の授業内容を理解していくことが大切だと考えました。今回はテストなしで課題や

授業への参加での評価だったため、授業前に配布される予習用の資料で予習し、授業で分か

らなかった部分を聞いて、授業後の課題で復習するというように、復習、予習の習慣が身に

つきました。また、授業内容を一枚でまとめることを繰り返しやることで、重要な部分を抜

き出しまとめる力が身につきました。自分で問題を解答し、解答を添削することで、授業内

容を細かい部分まで見直すことができ、ただ課題を提出するよりも授業内容を身に付けら

れました。 

 

 私は講義を受講する中で状況をイメージしながら、理解することが大事だということを

学びました。例えば、静水力学では、水圧の定義について、水面から鉛直下向きの距離が大

きくなればなるほど、水圧も大きくなります。このことをただ覚えるだけでは、脳にインプ

ットされにくいので、私はプールや海での実体験をイメージしながら、このことを覚えまし

た。プールや海で深く潜るほど自身に水圧が大きくかかり、苦しくなるという経験がありま

した。このように、実体験をイメージすることで、理解が深まり忘れることも少なくなりま

した。また、問題を解く際には、自身の実体験や物体の状況をイメージすることで、適用で

きる法則、定理を思いつき容易に解けるようになりました。さらに単位換算を常日頃やるこ

とが身につきました。単位換算により、使っている計算式が正しいかの確認にもなり回答の

ミスを減らすことができました。 

 

 日常で自然に用いられていた g（グラム）などの単位が、SI 単位なのか工学単位なのか、

を考える癖がついた。またそれの違いについて理解した。浮体の安定性について学び、船や

海上風力発電など多くのものに関するものであり非常に興味を持った。浮体内に液体があ

ると浮体の安定性が低くなることを学んだ。連続の式という支配方程式を学び単位時間あ

たりの流入量は、流出部に等しいという水理学、流体力学の基礎を学び、連続の式とベルヌ

ーイの定理が水理学において重要であることを学んだ。また連続の式は方向によらないこ

とに注意する。実際の管路設計において、圧力やエネルギーをわかりやすく表示し管路内の

流れの状態を客観的に知るため、エネルギーを水頭で表すということを学んだ。理想流体と

実在流体の違いについて学び、実在流体の場合は、断面内の流速が、場所によって異なるた

め、運動エネルギー、運動量を表す場合は、エネルギー補正係数、運動量補正係数を用いる

必要があることを学んだ。 
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 今回の水理学Ⅰの全 15 回を通して水理学の知識だけではなく様々なことを学んだ。自分

が大学生としてどのような姿勢で講義や課題に取り組むか、社会人になるまでにどのよう

な力をつけておかなくてはいけないかを認識することができた。前期はオンライン授業と

いうこともあり資料をみて課題に取り組むことが多くあった。その中で資料に書かれてい

る説明は正しいか、文字式はあっているのかなどを自分で考え吟味し、教科書で調べ、一緒

に掲載して頂いている例題と比べながら判断する。それでもわからなかったら先生に質問

をする。レポートを提出するときは 1 つの情報を鵜呑みにするのではなく、たくさんの情

報を得てからその中で正しいと考えたものを活用することが大切とわかった。このことは

土木技術者として働くときが来たときにも間違いに気づくことができればより正確に仕事

をすすめることができるようになる。水理学Ⅰを通して学んだことは他の科目でも実践す

ることができるので主体的な学習を勧めていきたいと思う。 

 

 水理学 I を受講して身についたことは本当の意味で、授業で学んだことを理解し、活用す

ることで授業資料や課題の解答資料の訂正箇所を判断する能力だ。自分の今までの学習は

授業を受ける、ノートを取る、といった単純な学習の流れになんの工夫や苦労もかけていな

かったため、試験などでも教科書どおりの問題にしか自信を持てなかった。しかし本講義で

は、配布される資料の誤字脱字や印字ミスなどを自分で正しいか、あるいは正しくないかを

判断することによって、最初はミスなどに気付かなかったがだんだんと「水理学」という分 

野を体系的に捉らえるようになることで、資料の正誤を自身で判断することができるよう

になった。つまりこの能力は、まとめると「応用力」といえる。この「応用力」は本講義の

みならず、社会に出たときに自分の向上心を示す大きな客観的指標、あるいは想像力という

自分の魅力へと昇華していくため、身についた能力を失わないようにこれからも学習した

いと感じた。 

 

 始めの授業で SI 単位・工学単位について学んだ。今までたくさんの計算をしてきたが問

題文で特に指定されず無意識に SI 単位系で計算していたが、それぞれに意味・汎用性があ

り、使い分けが必要だということに気づけた。これは水理学に限らずどの分野でもいえるこ

とだからこれを機に深く考えることができて良かった。静水圧では、Varignon の定理を用

いて、合力を分力の総和として考えることで平板での全水圧、作用位置を求めることができ

た。これを応用し、三平方の定理を用いて水平成分・鉛直成分に分解することで曲面にかか

る水圧の算定もできた。平板と曲面は分けて考えていたけど曲面の式にθ=90°を代入する

ことで同用に考えることができることに気づくことができた。理想流体の分野では、

Bernoulli の定理を学んだが、これが地盤力学でもでてきた。地盤力学では式を示しただけ

で深く触れなかったが、水理学では Bernoulli の定理はエネルギー保存の法則を意味して

いることや、適用限界を知ることができて水理学で学んだことは土木の分野において幅広

く活用できることが分かった。この授業では第 1 回から第 8 回までを復習の意味でもう

一度書き直すことをしたが、実際に 1 回目では気づけなかったポイントはいくつもあった

し復習の大切さも学ぶことができた。 
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 前期の水理学 I の授業を通して授業内容に対しての考え方の深さが変わった。今までの

他の授業に対しても理解できないまま放置していたわけではなかったが、その中には答え

が出せるだけで本質の理解には至っていなかったと今なら思う。そのため計算問題などは

解けても記述の問題になると解けないことが多かった。しかし、今回の水理学 I の授業内で

はじめに本質を理解することで演習での計算がかなり楽になり、導出などでの説明も正し

く書くことが出来るようになった。また深く考えるようになったことにより一つの問題に

対してかける時間が非常に長くなった。ただ、時間をかけた問題ほど深く理解でき説明する

ことができていたと今なら思う。そのため深く論理的に考えたことによる自分の考え、また

は答えを持てるようになるため、提示された解答での間違いやミスにはすぐに気づけ、仮に

自分の考えが間違っていてもそれに自信が持てた。なので、どの授業でも初めに本質を理解

しようとする習慣がつき始めた。 

 

 水理学で扱う単位には SI 単位と工学単位があり、それぞれの単位で基準とするものが

異なっていること。連続の式、ベルヌーイの定理、運動量方程式など水理学 I の授業で様々

な式や定理などについて学んできたが、それらの式や定義をただ機械的に覚えるのではな

く、どのような導出過程でその式が示されるのか、式や定理の基本原理や適用概念、その式

や定理を導出することによって何が示されるのかなどについても理解し、考えることが重

要であることを学びました。また、水理学 I でエネルギーを水頭で示すことについて学び、

水頭とはどのような意味であるのか、エネルギーを水頭で示すことによってどのような利

点があるのかを知ることができ、他の科目でも水頭の表示があり、水理学 I を学んだことで

より水頭についての理解が身に付きました。また、普段当たり前に起こっている現象もただ

当たり前のように思うのではなく、なぜそのような現象が発生するのかなど考えてみるこ

とも重要であると思いました。 

 

 この半年間水理学の授業を受講して、私には自ら考え能動的に学習するという姿勢が足

りていなかったと感じました。以前は授業の時間内に先生から配られた資料に目を通し、 

与えられた課題をこなして試験で点数を取ることで学習をした気になり満足していました。 

その為、 2 年になり 1 年で学習した内容の応用を行う科目で、1 年の時に公式や法則を暗

記するだけで成り立ちなどに疑問を持たずに進めていたこともあり、 問題の本質に気づけ

ず立ち往生してしまうことがありました。水理学の講義では、まず先生から教わり、次にレ

ポート課題という形で教わったことの相互関係を把握し、それらがどのように導出され、 

どのような意味を持ち、 何に使われるのかを、自分の頭で考えることで式の意味や本質の

理解に繋がったと思います。また、それを正しいものと比較し、自分の考えのどこに誤りが

あり、なぜ誤った考えに至ったのか疑問を持つことが重要であると感じました。これからは、 

以上のことを意識して能動的な学習をしていきたいと思います。後期もよろしくお願いい

たします。 
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 第 15 回まで水理学 I を学んできて水理学のことはもちろん、その他にも人として、社会

人として、さらには大学生としての常識や、学ぶ姿勢など水理学 I 以外の面でも多くのこと

を学ぶことができた。そして自分がそのことに対してどれだけできていたのか、できていな

かったのかを知ることができ、改めて大学生とはどのようなものであるのかを考え、当たり

前のことを当たり前にできていたのかを再確認することができた。授業に対する姿勢につ

いて、問題を解くうえで、問題の解き方だけを理解する行為がいかに無駄であり、今後役に

立たないかということを。どのような成り立ちで、どのようにして使われるのかを理解する

大切さを、今回の水理学 I の授業を通して知ることができた。このことは多くのことを学ぶ

うえで一番重要であると思う。本来であれば教えてもらえるようなことではないので、とて

も貴重なことであり、常に念頭に置いて取り組んでいきたいと考える。当たり前のことだが、

学ぶ姿勢だけでなく、水理学 I の内容でも、基礎中の基礎である SI 単位や工学単位に始ま

り、連続の式や、ベルヌーイの定理など基礎の理解をより深めて、後期以降の水理学の授業

に取り組んでいきたいと思う。 

 

私が前期の水理学 I を学習していく中で様々なことを学んでいくことができた。それは、

授業内容についての知識だけではなく、大学での勉強の取り組みの方である。つまり、問題

の解答を見ながらただ答え合わせをするのではなく、自分の答えと照らし合わせてどの部

分が間違っているのか。また、その間違えを資料や教科書から論理づけて理解し自分で答え

を導出することである。こうすることで、しっかりと自分の身に付けることができると思っ

た。また、この授業では授業中の先生の解説がより大事だと気づかされた。これは、至極普

通のことですが、課題としてその授業ごとにまとめなければいけないため、毎回の授業内容

をノートに書いた。そうすることで、問題を解くときに論理づけて答えを導きだすことがで

きた。これらのことから、これからの大学の授業や社会にでてからも根本の部分から理解し

自分自身の能力として様々なことを吸収していきたいと思った。最後に、この水理学の授業

を通して学んだことをこれからの生活でも生かしていきたい。 

 

 自分は最初、水理学とは公式などを用いて水の流れや力を計算で求めるだけと予想して

いた。しかし、授業ではもちろん Euler の平衡方程式や Bernoulli の定理などの決まった

式を用いて計算することはあったが、基本的にその式をどう利用して結果を導くのか、導い

た結果どのようなことがわかるのかを自分の言葉で説明できなければならない。今までの

数学や物理とは違い、文字や言葉で相手に伝わるように原理を説明することに最初は難し

い部分があったが、回を重ねるにつれ自分の言葉で上手く説明できるようになり、それに比

例して理解の仕方もより具体的になっていく実感を得た。他にもまず自分自身で問題に取

り組み、解説が載せられたら修正を加え、回の合間ごとに総括レポートをやるという流れか

ら、自分でまず問題を解き、考えの基となる解説と照らし合わせて修正し、総括で再び確認

できるという流れで自分の不足部分やいつも足りない箇所が明確になった。当たり前のよ

うでこの修正と復習それを自分で間違いや発見を確認しながら行うことの重要さが理解で

きた。 
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 私が水理学 I の授業で身についたことは、疑うということだ。前期の間はすべての授業が

オンライン授業形式で、毎回課題が出た。水理学 I の課題は、レポート課題と呼ばれる授業

のまとめのようなものだった。これは、その日の授業から重要な文言や考え方を問われ、毎

週月曜日にアップされる解答を見て自己採点をして提出する課題だった。私は周りから見

ても、冗談でも決して頭がいいといえないような人で、毎週月曜日にアップせれる解答を間

違いに気づかず、そのまま写して提出していた。それを指摘されたことで、情報を何もかも

うのみにするのではなく、ほかの資料に目を通し、他人の意見を聞くことが大事だと感じ、

そのことを意識することでいつの間にか習慣付き、他の授業や私生活に反映できるように

なった。ネット社会となった今、すべての情報を最初は疑い、正しい情報を見極め、間違っ

た知識をいれず、そしていつかは、世の中に発信ができる社会人になりたいと思った。 

前期の間ありがとうございました。 

 

 単位の表示の仕方から授業が始まり、これはダムや構造物など構造物に作用する圧力を

算定していく上で大切な分野であった。単位系の計算は高校で少し触れていた為、比較的ス

ムーズに問題に取り組む事が出来た。水理学Ⅰの課題に取り組むに当たって、スムーズに取

り組む事のできなかった分野は、定理や式の導入、管路の水理だ。今まで定理や式の導入と

いう事をあまりしてこなかった為、文字式や言葉を使って式の導入をすることに苦戦した。

授業を見返すなどして課題に取り組んだ。式の導出はその式・定理の根本的な考えを理解し

導き出し応用に取り組んでいくのだなと感じた。管路の水理の分野は、まさに今までの応用

だ。理想流体分野で取り組んだ連続の式、Bernoulli の定理など過去に習ったものを融合さ

せ導く問題だった為理解に苦しんだ。授業資料、授業動画を駆使して自分で判断したが、そ

れでも分からなかった場合は回答を参考にして理解を深めた。後期は前期以上に授業をし

っかりと受け、遅れを取らないように前期に得た事を復習、理解できない時質問をして水理

学について理解を深めようと思う。 

 

 水理学 I を受講前の課題では問題文を書かず、しつかり読まず一部分だけ読んで解答し

ていることが多くあり、何を解くのか、何を説明するべきなのかが曖昧なことや問題文の重

要な箇所を見逃すことが多く、解答の不足や全く違う解答を書いていることが多くあった。 

しかし、水理学 I を受講してからは問題文を書く癖が付き、全ての教科で問題文を書くよう

になり必然的に問題文を読むようになり、その問題が聞いていることは何なのかを理解し、 

重要な部分も見逃すことなく解答の不足や大幅に間違っている解答が減った。また、今まで

自己添削をするとき正解のものはただ丸を付け、間違っているものは正解を写して終わり

というやり方で意味のないことをしていたが、水理学 I の課題での自己添削では、当ってい

ると判断した理由、間違っていると判断した理由について説明することでさらに理解が深

まるやり方をして、一度で理解を深められるようになり、他の教科でも同じやり方を用いて 

一度の課題で理解を深められるようになった。 
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 私は今まで物理などの、公式を単純に文字式で覚えそれに数字を当てはめることだけを

考えていたので式の意味が分からないまま使っていたが、水理学 I を通して、その公式がど

のような理論で組み立てられているのかを考え、式を根本的に考えるようになった。また、 

その理論に対してどのような実務例があるのかを把握し、より印象付けることができた。こ

れまでの学生生活では、授業に対して理解している、いないに関わらず、内容を改めてまと

めることはしていなかった。しかし、この授業を通して授業まとめの大切さ、そして習慣が

身についた。さらには、まとめた内容及びレポート課題の問いを自己添削することで、どこ

が間違っているのか、自分に何が足りないのかを見つめなおすことができた。この講義で得

たことは後期や来年、他教科においても非常に役立つことなので実践し、これからのより深

い学びにつなげていきたい。 

 

 私は水理学を通して授業内容を A4 レポー ト用紙 1 枚にまとめる難しさを学んだ。 重要

なことをただ書くより理由とともに書くと理解しやすいと感じた。水理学 I ではたくさん

の語句が出てくるので公式を 書く際は文字が何を意味しているのか定義するということ

が身についた。また、図は小さなことにも気を付けながら正確に描かなければ誤った覚え方

をしてしまうことも学んだ。オンラインでの授業が決まった時、課題に取り組む時間帯が夜

遅くになり生活リズムが崩れないか心配だったが水理学 I を含めリアルタイムでの講義が

いくつかあったので他の課題も時間割通りに取り組む習慣ができた。今年は大雨による川

の氾濫や街の冠水など水に関連したニュースをよく耳にした。 今までなら、ただニュース

を見ているだけだが水理学について学習したことで水に関するニュースが流れると興味が

わき少し考えるようになった。 

 

 水理学 1 の授業を通して連続の式と Bernoulli の定理の重要性について、講義を重ねる

うちに実感する事ができた。連続の式は流体の質最流最はどの断面であろうが常に一定で

あることを示し、Bernoulli の定理は流体内のエネルギーの和が流線上で常に一定であるこ

とを示す。この二つの定理は流れの基本式として多くの問題を解く上でとても重要な式で

あった。この二つの定理を習った後の講義ではほぼ確実に毎回出てくる定理となり，その重

要性を理解するとともに確実に覚えなくてはいけない範囲であることを実感した。今学期

はすべてオンラインでの講義となり最初は慣れるまでに苦労をしたが、講義の回数を重ね

るごとに少しずつオンラインでの授業にも慣れ始め、講義の内容も理解できるようになっ

た。水理学 I 講義では上述した定理以外にもたくさんの定理や公式があったため覚えるの

にはとても苦労したが、毎回授業後に復習をする時間を設けることが習慣となった。 
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 約三約月をかけた水理学の勉強は自分にとって講義の内容だけでなく、それ以外の物の 

方や勉強の習慣など様々な自分に有利なことを身につけました。例えば一年生の頃は事前

予習とか、先に資料を見通しとか全然しませんでした。それをしなくても授業の内容は何と

なく理解できるですから。ですので、水理学を受ける最初にその気分でやってきましたが、

それから約 2,3 週間に段々授業についていけなくなり、先に講義資料を見通し、大体なこと

を理解しないといけないことをきづきました。友達や授業の録画がなければきっともっと

大変であったでしょう。もう一つは物の考え方。やはり大学で勉強する知識は高校の頃に勉

強した知識や思い込んだ「常識」で解析しちゃいけないことです。それらを飛び越えて、大

学で勉強した知識で、これから勉強する知識を理解することは正解、それでもわからないな

ら先生に聞くしかないことです。したがって、これはこの三か月で身についたことです。 

 

 水理学 I を学んでその日のうちに授業の復習をする習慣がついた。以前は週末やテスト

期間前にするだけだったが、今期はコロナウイルスによりオンライン授業となってしまい

各教科で大量の課題が出たため、一人暮らしということもあり、その日のうちに課題をしな

ければ間に合わなかった。これにより、授業内容を忘れることも少なくなりその日のうちの

復習の大切さを学んだ。そして、水理学 I の課題は言葉で説明する問題が多く、文章を考え

るときに何度も頭の中で反芻することや、講義動画も何回も視聴することで平常授業より

理解が深まったのではないかと思う。また、課題は自分で採点し、何が間違っているか正し

いのかを文章で説明することで自分の考えを文章にする力や、授業内容を A4 レポート 1 

枚にまとめる問題では、物事の要点を短くまとめる要約力が身についた。授業では、今まで

の生活で常識として知っていたこともなぜそうなるのかを学び追求することで論理的思考

力が身についた。 

 

 コロナウイルスの影響で、すべて対面ではなくオンラインという形での授業でしたが、授

業動画を繰り返し視聴できたので、毎回出される課題をよく理解して真剣に取り組めまし

た。水理学 I の授業を通して、水中でどのような力がどのような状況で加わっているのか、

流速や圧力などをどうすれば算定できるかなどが理解できましたが、特に学んだこととし

ては、解答の時に問題文を書くことと解答後に答えと比較して訂正を加えることの重要性

です。今までは、問題文を書く、または答えと比較するという習慣が全くなかったのですが、

水理学 I の課題をやることでさまざまな面でそれらの行為を行なうようになり、見やすい

レポートの作成または出された課題の理解度の向上を成しえました。水理学 I の授業を受

けたことにあたって、授業の内容のことだけではなく、その他の部分での成長が出来ました。

このような授業を受けられてとても光栄だと思います。 
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私は 2 年生になり水理学 I を受講することによって社会人として生きていくための厳し

さを感じることが出来ました。理由は 2 つあります。1 つ目は授業内容です。1 年次とは違

って高校生の勉強の延長線でできると思っていたことが、自分から学ばないといけないこ

とに変わっていました。このことから自分の力で考え、解き、どうしてもわからない時は教

授や友達に聞くという習慣を身につけることができました。2 つ目は課題に対する取り組み

です。ただ問題を解き解説資料を見て答え合わせをするだけでは完全に理解できたと勘違

いしてしまいます。その中で、解説資料の中にある誤りを探しながら考えることによってよ

り理解を深めることができます。ここから、あるものに囚われず、自分で本当の答えを見つ

け出す力を身につけることができました。このような理由から私は、社会人として生きてい

くための厳しさを感じ、その中で必要となってくる力を水理学 I によって身につけること

ができたと思います。 

 

 水理学Ⅰを学び、全体として難しいと感じることが多かった。今まで学んできた講義とは

違い、新たな知識や考え方が多く出てきたからだと思う。水理学Ⅰを通して、自ら学ぶとい

うことを再認識できた。これまでは与えられた課題をこなすだけだったが、この講義は、与

えられた資料に間違いが記載されていることで、記載された内容をよく考え、何が正しくて、

何が正しくないのかを判断するために、他の資料なども参考にしながら学ぶことができた。

また、このことで社会に出たとき、というのを意識するようになった。自ら行動していく姿

勢を大事にしていきたい。この講義を通して、様々な資料を参考にし、問題を解決すること

が身についた。この講義以外の講義でも、複数の資料を参考にし、課題を解決するようにな

った。この講義を通して、様々なことに気が付くことができた。しかし、気が付いたことを

行動に移すまでにいかなかったことが多かったので、改善していきたい。これは知識不足で

行動に移せなかったことも多かったので、水理学の知識を深めることもしていきたい。 

 

 私は、水理学を通して大きく分けて二つの事を学びました。一つ目としては、わからない

ところを自分で考えるということを学びました。今までは、自分で考えてわからなければ、

すぐに友達に聞いたりしてしまい、自分で最後まで粘り強く考えるということを疎かにし

てしまっていましたが、この授業がオンライン授業という事もあり、オンデマンド動画を見

て考える、教科書を見たりなど、自分で考え行動するという、社会で必要なことが身に付き

ました。二つ目としては、課題を毎週しっかりやるという当たり前のことですが、その当た

り前のことを当たり前にやる習慣がつきました。気の緩みで一つの課題を疎かにするとそ

のつけは、後々自分に返ってきます。そうならないためにも、自分やらなくてはいけない事

を当たり前にやることを習慣づけることで、社会に出た時に困らないように、今のうちから

自分にストイックになり、自分に甘えない気持ちを持つことができました。 

 

 



18 
 

 水理学 I を通して、考えたことは、公式がどのように導出されているかということです。

授業中に示される公式がどのような考え方から導出されたのか、またどのように式の変形

がされ公式が示されているのかについて考えました。学んだことは、水理学はすべて物理学

の法則に基づいた考え方より公式が示されるということです。高校や大学 1 年次に学んだ

物理学の基礎的な考え方が、水理学において応用されていることを学びました。身についた

ことは、レポート課題を解くときに問題文をよく読み、その意味を考えることと、問題に対

する正しい回答を、複数の資料により考えることです。また、分からなかったら確認するこ

とも身に付きました。レポート課題を通して、改めてこれらのことについて考える力が身に

付きました。習慣づいたことは、授業中に示された公式や、レポート課題で示された問題や

その問題の解答において、正しいもの、正しい考え方はどのようなものなのか、よく考える

ことです。 

 

 私は水理学Ⅰの授業を通して、課題の取り組み方に対する姿勢を見直すことができまし

た。課題を添削するときには解説資料と自分の解答を比べて自分の解答には何が足りてい

ないのか記述し、修正することが自分のためになるということを強く実感することができ

ました。今までにも自分で解いた課題について解説資料を参考にして直すということは経

験しましたが、水理学Ⅰの課題の添削をするときのように細かく修正をしたことはあまり

ありませんでした。細かく修正をすることは改めて問題について考え直すことが必要であ

り、自分が理解している点と理解できない点を把握することができました。そして理解でき

ていない点を修正することで知識がよえい定着することを感じました。私は水理学Ⅰの授

業を通して、改めて自分は大学生であり、土木工学について学んでいるという自覚を持つこ

とができました。この意識を持ち続けて、後期もすべての科目と真剣に向き合い理解を深め

ていき、社会に必要な人材になることができるように努力したいと思います。 

 

 私は水理学 I を通して、理論的に考える大切さを学びました。水理学 I を学ぶまで講義は

知識をインプットするものだと思っており、講義内で教わることについてそもそもの理由

を確かめる癖がありませんでした。しかし、水理学Ⅰでは何故そう考えられるのか、理由を

考える力が必要でした。そうしなければ本質を理解できているとはいえず、講義内で習った

ことを鵜呑みにしていると、時には間違った知識を身に着けてしまうことが分かりました。

特に自己採点で本質の理解が必要となり、教科書や配布された資料、演習冊子などを用いて、

自分なりに納得するまで考えました。一人で全てやることは大変に感じますが、身の回りの

ことの仕組みが分かり楽しかったです。調べたことについて、後の講義で先生が少し話題に

触れるだけでも、自分の着眼点や調べて得た知識に自信が持てました。これらのことは、他

の科目の課題に時間を取られてしまい全ての回で行えた訳ではなく、講義後、課題を見直す

と不十分な点が見つかることがあるので、改善していきたいです。 
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 生活する上で、水をなくして考えることはできない。しかし水は自然なものであるため、

大雨などが起こると洪水などの災害を起こす。そのため、人が水とうまく向き合うためには

水の動きを理解して、それを自然に対応しながらコントロールする必要があると思う。授業

を通して、このために水理学を学んでいると考えた。学んだ中で印象的なのは、水は決して

高い位置から低い位置に流れるわけではないということ。地形の特徴などもあり、水の流れ

る道をすべて高い位置から低い位置にすることは不可能なため、よく考えてみれば当たり

前のことかもしれない。しかし、水理学を学ぶ前であったら、見た目のイメージからこのよ

うには考えられなかったと思う。水が流れるにあったて、摩擦などの影響からエネルギーの

損失が発生する（損失水頭）。それを考慮し、位置水頭と速度水頭、圧力水頭の和から求め

られる、全水頭の高い位置から低い位置に流れると分かった。 

 

 私は、今回までの水理学 I の授業を経て学習に取り組む姿勢というのを改めて考える授

業だったと考えます。特に、今までの学習では自発的に物事を考えることはほとんどなく、 

先生方が用いている参考資料をそのまま理解するといったことしか行ってきませんでした。 

しかし、水理学 I の授業を経て、勉強というのは、それだけでは足りないということ気づき

ました。参考資料はあくまでも参考であり、他の文献と見比べて、しっかりと用語一つ一つ

の意味を確認し、理解することや、分からない用語があったときは、様々な文献から意味を

確認し、理解をするといったことが身に付き、このことが学習であるということを学びまし

た。また、課題を行う上で自らの解答を添削する際に解説資料をただ写すのではなく、理解

した上で写すなり、用語を修正するといった習慣が身につき、添削は作業ではなく添削をす

るまでがその分野の学習であるということを学びました。これらのことは今後私たちが社

会で生活していくうえで大切なことであり必要不可欠なことだと感じました。 

 

 水理学Ⅰを通して物事を構造的に考える重要性を学びました。公式だけ覚えて納得する

だけでは問題は解けるかもしれないが、しっかり理解していないし、すぐに忘れてしまうた

めどのようにして公式が導出されるのかという流れで理解を深めることが大切であると思

いました。普段の課題レポートのまとめではレポート用紙 1 枚にまとめることが自分には

とても難しく感じました。もともと自分は分を書くことが苦手であるので 1 枚にまとめら

れない回も最初はありましたが徐々に回数を重ねるうちに要点の捉え方や項目ごとのまと

め方などを考えるようになり、第 1 回よりはまとめられるようにはなったと思います。毎

回の課題で自分のレポートの評価がわからないためどのようにレポートを書いていけばい

いかとても困惑していました。毎回試行錯誤し、前回よりしっかりまとめ上げ内容を頭に叩

き込むことを考えていました。前期ありがとうございました。後期もよろしくお願いします。 
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 私はこの水理学 I を通して、水理学を身近に感じることができました。私自身この講義

を受講するまで、水理学という教科を気難しく考えていました。ですが実際は、これはこう

いったところで使われているなと考えながら学ぶことができました。特に、浮体の安定と管

路の問題では特にそう感じました。まず浮体の安定の分野では、メタセンターの位置と重心

の位置との関係で浮体が安定かどうか知ることができ、浮体が傾いてひっくり返ってしま

う原理を知ることができました。さらに、浮体が安定の場合、浮体の自重と浮力による偶力

モーメントである復原力が発生し、それが生じることによって浮体は左右に揺れ、元の状態

に戻ろうとすると改めて感じることができました。管路の問題では、まず管路と聞いて一番

に地下水路を思い浮かべました。管路ではでは様々な損失水頭が生じており、実際の地下水

路などでも、位置によってかかる圧力が違ったりするため、定期的な点検などが必要となる

のかなと思いました。安田先生の講義のおかげで普段の生活でも前より物体の在り方を意

識するようになりました。 

 

 水理学 I を通して考えたことは、課題対応能力の重要さです。先生が授業中に社会に出た

ら自分で課題を見つけて解決すること、情報を簡潔にまとめ伝える力が必要になると仰っ

ていたこと、授業後のレポートをやっていく中で、授業中の説明とほかの資料を A4 のレ

ポートにまとめるには理解したうえで重要な点をまとめるという作業の難しさを感じたた

め、社会に出ると大学で身に着けた知識から情報をまとめたりすると考えたときに課題対

応能力が大切だと考えました。また、水理学 I を通して習慣づいたことは理論づけて考える

ことです。今までは流れを覚えて、式の使い方を暗記するという感じでやっていたのですが、

授業後のレポート課題をやっていく中で暗記するだけでは対応できず、どのようにこの式

が導かれ、適用されるのかを理解することで社会に出ても実際に対応できるようになるの

ではないかと思い理論づけて考えるという習慣ができました。 

 

 水理学 I の授業を通して様々なことを学び習得させていただきました。水理学の知識も

学ばせていただきましたが、その他に社会に出たときに求められる知識や能力なども講義

の中で学ばせていただきました。具体的に学んだことは、「物事を協力して解決する力」と

「自分の言葉でまとめる力」です。自力で物事をやり遂げることももちろん大切ですが、一

人では解決できないことや協力し知識を共有することで自分では理解できないことが理解

できるようになり、逆に相手が理解できていないときに説明し納得のいく説明ができれば

自分の説明する力の向上にもつながり、一石二鳥だということです。その共有した知識を自

分の言葉や説明でまとめ、情報の整理ができれば社会に出た時も自分の意見や主張をはっ

きりと明確に説明でき、チームワークなどを必要とする仕事では人の意見を聞き入れ、まと

めることやこれからの自分の知識としてプラスすることができます。 

今後も以上のことを意識して生活していきたいと思います。 

 



21 
 

 学年があがって、自分が去年までやったことがなかった水理学の授業をオンラインで受

けて感じたことは、当たり前のことを当たり前にやることがとても難しいと言うことだ。課

題をやるにしてもただ答えを写すだけでは自分のために全くならないし、間違えたところ

も何故間違えたのか、次に同じ問題が出てきたときに、それを確実に正解できるようにしな

いと課題をやっている意味がないと思った。また、自分にとってのできていると、先生にと

ってのできている差がとても大きいなと感じた。この大学にきてせっかくお金を払って授

業を受けているのでそこの差は絶対に埋めなければならないし、意識次第でどうにでもな

る問題だと思うので後期はもっと意識を高く持ち先生達に文句を言わせないような態度で

毎回の授業に臨みたいと思う。最後に前期は全体的にオンラインということで妥協してし

まい、家でダラダラしている時間が多かったので、その反省を活かして後期はもっとメリハ

リのついた生活をして、しっかり単位を取っていきたいと思う。前期の授業をしていただき

ありがとうございました。後期もよろしくおねがいします。 

 

私が水理学 1 を学んできて大きく変わったことが 2 つあります。1 つ目は、意味を考えて

それを相手に伝える事の重要性です。他の先生の授業では、計算問題や例題の意味を伝える

事がほとんどですが、安田先生の授業では、計算に至るまでの定義やどうしてこうなったか

という事をとても大事にしていると感じました。また、課題でも、"〜を説明せよ"や"どうし

て〜になるのか"などあまりやった事のない勉強だったのでとても、難しいなと感じました。

2 つ目は、問題の答え合わせの際に以前では、合否と解説を見て終わりにしていました。し

かし、水理学では解説をみても分からないことが多く、自分で調べる事が多くなりました。

分からない問題や難しい問題は最初から見直すようにしたり、それでも分からない時や疑

問に思ったことは、先生に聞いたり、理解している人に聞いたりするようになりました。水

理学で学んだ事をほかの教科でも少しずつ習慣になるようにしていきたいと思います。 

 

 今まで全く触れてこなかった分野ではないですが、今学期で水理学を履修し、完璧に理解

したわけではないですが、第一回に比べると少しは理解したかなと思います。水理学に限っ

た話ではないかもしれませんが、何か一つを理解すればよいというわけではなく、毎単元し

っかりと理解しないと次の単元で理解するのに時間がかかったり、もう一度前の単元の資

料などを見たりして再度理解しなければならないので二度手間になってしまいます。でも

これは、勉強だけに限った話ではなく今後社会に出た後でも必要な考え方だと思います。水

理学の授業を受けたうえで思ったのは社会に出て必要になってくるのはこれだけではなく、

他の授業でもありましたが、リアルタイムのオンライン授業にすることでこんな時期でも

時間の大切さを忘れないということも思いましたし、先生も毎回のように仰っていました

が、自分自身で物事を考え、その考えを誰にでもわかるように伝えるという大切さも今後生

かしていきたいと思いました。 
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 私は水理学 I を通して資料を吟味することを学びました。今までは先生の答えは絶対あ

っていて特に何も考えずに書き写していました。また、おかしいなと思っても資料だしなと

思ってそういうものだと理解していました。ですが、先生の答えや資料が間違っていること

もあり常に吟味しつつ、分からないところや理解できないところは質問することが大切と

感じました。また、計画的に物事を進めることも大切だと思いました。1 回目の総括レポー

トで他の課題もあるのにゆっくり進めてしまい最終的に他の課題も総括レポートも焦りな

がら進めることになってしまいました。就職の際や社会に出た後物事を順序だてることは

たくさんあると思うので日ごろから先を見越して行動することを心掛けたいです。講義→

演習の流れによってさっきやったな、とか、この式は何でこうなるのか、とか思うことがあ

り演習中に講義の復習が軽くできてどちらも同時に進めると考えやすかったです。半期で

すが、昨年 12 月からお世話になり、ありがとうございました。 

 

 水理学の授業は理論系の授業と演習の授業の 2 つに分かれている。高校までの授業はい

わゆる大学に受かる為の授業であり、理論が厳密に理解できていなくても問題が解けてし

まうことがある。これが、勉強ができている気になっている大きな原因だと私は思っている。

しかし、大学では学問として理解する必要があるため 2 つに分ける必要があると理解して

いる。この授業はいわゆる理論系の授業であるが、毎回の授業で出題される課題はどれも論

述式で、必ず教科書を読み、理解する必要がある。授業 1 回聞くだけでは到底理解できる

話しではないということである。これまでの授業で私はこれらのことをした上で課題に取

り組んだので、授業では教科書を使うことは少ないが、自主的に手を動かしながら読み、理

解することが習慣づいた。前半に行った次元の話しは他の科目にも重宝できると思ってい

て、具体的には応用力学、地盤力学で計算間違いが起きないように次元解析をしながら考え

るようになった。 

 

 私は水理学 I を通して、一番考えたのは身の回りにある物がどのような影響をあたえて

いるのかについてだ。水も元をたどれば、川の水を取水場で取り入れ、浄水場に送り飲める

ようにして、配水場、配水管を通り、我々のところへやってくる。また、使い終わった水も

下水処理施設を通り、川に出て、海に行く。その 2 つの過程の中で、今回学んだ Bernoulli 

の定理や流水抵抗などが必ず関与している。地盤も水や圧力、土粒子の大きさなどの影響に

より硬くなることや軟らかくなることもある。コンクリートも使用する地域やフライアッ

シュや高炉スラグ微粉末などの混和剤により施工のやり方や材料が変わってくる。このよ

うに普段何気なく利用している物は必ずそうなる原理や導くために必要な定理が存在する

と考える。そのような考えを持たせた授業というのは、間違いなく水理学 I である。今後、

土木を支える人間になる上でこの考えを忘れないで生きていきたい。 
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 私が前期の水理学 I で学んだことは、水理学の基礎についてはもちろんのこと毎回のレ

ポート課題についてです。中学の頃から問題番号と答えしか書かないことを続けていたた

め問題文を書く必要はないと思い込んでいました。しかし、実際は問題文を書くことにより

受け取る方はもちろんのこと第三者が読んだときに何についての解答なのかが一目でわか

る必要があるのだと知ることが出来ました。それだけではありません。私はわからないこと

は教科書を確認し、インターネットを用いて自力で解けるようにしてきましたが、新しい単

元を 1 から学んだため従来のやり方では自力での解決は出来ませんでした。友人とも分か

らない問題について話したりしていましたがそれでも理解が出来ないことがありました。

そのため安田先生に分からない問題について初めて質問したところ懇切丁寧に教えていた

だけました。分からない問題がある場合はその旨を話すことにより教えていただけると学

ぶことが出来ました。 

 

 水理学 I を受講して一番良かったと思っていることは授業後の復習を習慣づけることが

できた事です。いつもは分からない事は時々復習するのみでほぼ分からないままでしたが、

水理学 I を受講して最初は良くないと思いますが、やりたくない、渋々といった感じで復習

をやっていたのですが、先生の言葉にも影響されたところもあり、最後は復習していたから

「ここは分かる」や「友達に教えられる」まで理解が深まることができ、復習少し楽しいな

と感じることができ習慣づけることができました。レポート作成時は、言葉にして説明する

場面が多くあったと思いますが、自分で思っていることを伝えることは苦手意識があり、直

していきたいところでもあって良い機会を与えてもらえ、少しは先生が指摘しそうな場所

を考えたり、過去の先生の答え的にはこんな感じなら伝わるのではと考えたり、とにかく考

え行動でき少しは伝える技術は身についたのではと考えています。水理学の授業の内容で

すと、水について水理学を始める前はあまり詳しく考えていなかったのですが、授業を通じ

て水の動きの原理みたいなのを計算や図、理論で一部学ぶことができたと感じました。また、

水理学独特の水頭で表現する事に最初は戸惑いましたがたくさん使っていくうちに、戸惑

いがなくなったので身についたなではないかと思っています。 

 

前期にオンラインで水理学の授業をうけて分かったのは自分の学問を学ぶ方法や勉強法

が真に理解を深めている物では無かったということです。今まで自分がしてきた学びもど

きな行為は学問を表面的にかすめ取り理解した気になっていただけでした。しかし前期、こ

の授業で論理的説明、思考をしていくにあたり、理解をしていなければ自分の積み重ねる知

識が何の役にも立たないことを痛感すると同時に学習というものの本来の意味と思考の必

要性に気づきました。これまでの行為が社会で本当に無力であり、反省しました。そして今

までしてくることの無かった、自ら考え、説明するというこの姿勢が始めて身につきました。

答えを見て鵜呑みしていたところから、自分で考えて、吟味し解答にたどり着こうとするプ

ロセスは間違いなくこの授業を通して身につきました。説明する行為も同様に、今まで逃げ

ていたことで、拙い説明に意図のそぐわぬ解答をしたりしていましたが、前期を通して完璧

ではないですが、少しずつこの力が養われていると感じました。 
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 私が今回の水理学 I で学んだ一番のことは、物事を論理的に学ぶということです。今まで

私は勉学において物事に対して、キーワードや式をそのまま暗記していたのですが、この授

業を通して、公式や定理などを成り立ちから考えてどのような経緯でその公式や式になる

かを考えることが大事だということを学んだ。これは水理学だけでなく他の授業にもいえ

ることでこの重要性を学んだ。次に自発的に考えることを学びました。私はこの授業で書か

れていることをそのまま書いていたが、それだと書かれていることが間違っていた場合、 

間違いに気づかずそのまま覚えていた。 だがそれだと社会に出たときに、相手に言われた

ことしかできず、自分で考えることができないままになっていた。自発的に考えることは社

会に出てからも重要である。今まで高校でやってきたことを切り替えることが重要である

と考えた。 

 

 新しい範囲を学ぶうえで間違えた内容が定着しないよう、講義参考資料が配られた時に、

この資料はすべて信用してのいいのかなどと、最初から信用せず疑いを持って資料や教科

書を見比べて正しい内容を頭に取り入れなくてはいけないと考えました。また、暗記は定着

しないので、まずは自分で調べて頭を通して考えることが大切だと学びました。社会に出る

といくつもの莫大な資料から正しい資料を見つけなくてはいけないので、大学での学習に

おいてそのような習慣を身につけることの重要性を学びました。また、解答と答えが大体同

じだから正解、などのようにするのではなくどうして正しいと判断できるのかを全体との

繋がりを考えて説明しようとする姿勢が身に付きました。また、言葉の通りに覚えるのでは

なく実際の現象をイメージしながら学ぶ、そして課題が出された時にすぐに資料から該当

箇所を探すのではなく、一度立ち止まって自分で向き合うという習慣が身に付きました。 

 

 水理学の水圧や水の流れを学んで、「地盤力学で学んだ間隙水の流れや上下水道工学など

他の教科で学んだこととも関わりを持っているのかな」と考えました。そして、テレビやイ

ンターネットの動画でダムや配水管を見ると「曲面に作用する水圧や管路の水圧について

学んだな」と思い出すことが習慣づきました。また、課題を「インターネットやアプリで管

理をする」ということをした事がなかったので、自分で確認し管理する習慣がつきました。

水理学Ⅰでは、静水力学や理想流体の水理、実在流体の水理、管路の水理を学びましたが、

身についたという程水理学を深く理解することが出来ている訳では無いと思います。水理

学の内容はとても難しく、水理学Ⅰの学びは水理学Ⅱに繋がる重要な内容であり、今後、他

の教科にも関わるのではないかと思うので、今後も理解を深めて、学んでいきたいと思いま

す。そして、静水力学や流体、管路などのこの授業で学んだ知識を蓄積し、活かして行ける

ように頑張りたいと思います。 
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 水理学Ⅰを通して私は大学生における学びかたを改めて知ることができた。大学 1 年生

の時は、基本的に計算問題や高校数学の延長のような問題ばかりで現実的な問題を解くこ

とが少なかったため、はじめの頃の授業はかなり難易度が高いと感じた。今まで扱っていた

理想的な物体に関する計算は親しみがあるので、その証明にあったって考慮しなくてはな

らない部分などある程度は想像がついた。しかし、実在流体など扱うとなると粘性や摩擦を

考慮するためより式が複雑になり難しい。また、扱う式を証明することもしっかりと学んで

いなかったのでどのようにして書いていけばいいのかわからなかった。水理学Ⅰの授業を

受けていくと式の証明のしかた問題に対する適切な解答を機械的に計算し正しい数値にす

るだけではなく何故そうなったかをしっかりと自分で考え、頭を使うことが大切だと確信

した。さらに、出された解答をそのまま写すのではなく自分の解答と照らし合わせ本当に合

っているのかと疑問に持ちながら学習をした。そうすることによって、問題解決能力が養わ

れた。 

 

 水理学 I の授業を受けて学んだことは、定義や公式を覚えただけでは実際に水理設計す

るときに役に立たないということである。実際に考えるときは、管路の形状が異なっていた

り考慮しなければならない外力が多かったり、圧力のかかる向きが違かったりして条件 が

それぞれ異なるので、単に定義や公式を当てはめるだけの一筋縄ではいかないということ

が課題レポートの作成を通して分かった。また、資料や教科書を参考にして特に重要だと思

う要点をまとめることを身につけることができた。その授業でポイントだと思うところや

考えるときに注意するべきところをレポート一枚に収めてまとめようとしたときに、掲示

していただいた資料を繰り返し読み返すことで授業の復習がじっくりできた。また、毎回の

まとめレポートを作成し、自分で添削することで、授業を聞いただけでは理解できていない

部分がよくわかり自分の考え方が間違えている部分にも気づけることができた。そして自

分の言葉で書き表して頭の中を整理することができたと思う。 

 

 この半年間、私は水理学の授業を通して定義を理解することの大切さを学びました。数学

を学ぶときに多いのですが、その公式だけを覚え、なぜそうなるのかの証明については理解

しなかったため応用問題ではつまずくケースが多かったように感じます。しかし、この授業

では水の動きを図で表すため、数学とは違い、理解しやすかったと思います。水は私たちの

生活で触れる機会がたくさんあったため、どのような動きをするのか感じ取りやすかった

のも大きいです。もう一つ、身についたこととして授業内容をノート 1 枚にまとめるとい

うことです。授業内容をそのまま写すと 1 枚は軽々と超えてしまうため、重要な点を考え

まとめる必要があります。今までは授業内容を書き、テストが近づくとまとめていたため授

業を聞きながらまとめるのは新鮮でした。私はマルチタスクというものが出来ないため、授

業を聞きながらノートを書くことが出来ません。書くことに集中すると周りの声が聞こえ

なくなるため、書くか聞くかしか出来ませんでした。しかし、オンライン授業では後ほど動

画を何回でも見られるため、授業を理解しやすく感じました。 
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 水理学 I を通して自分で考える力が身についた。普段わからない問題に直面した時には

自分ではあまり考えず、回答、解説や理解している友達にすぐに聞いていたので、慣れるま

でには時間がかかりました。情報が最低限しか出ていない状態で解いたり説明したりする

のは酷だなと思いながら闇雲に解いたり、理解しようとしていましたが、講義を受けている

中で僕らが答えやすいように質問を与えてくれたり手書きでのメモを与えてくださったお

かげで、自力で解を導き出せていたので考える力は前期のうちにかなり伸びたのではない

かと思いました。その反面伝える力や積極性が自分には欠如しているかなとも考えました。

図や文字の説明が資料に記載されているために勝手に除いたりして書いたりして自己採点

の時によく直していたので、もう少し見る人の気持ちになって伝えられたらよくなると思

いました。授業中によく質問時間をいただいていたのですが、他に質問する人がいないこと

を理由に手を挙げなかったので、その性格は直さなければならないと考えました。 

 

 私はこの水理学 I を受講するまで水理学はただ水の流れについて学ぶだけだと思ってい

ましたが、前期の 15 回ほどの講義を受講し水理学で学んできたことがどのような形で活か

されているか考える事が出来るようになった。これまでは川の洪水を防ぐためには堤防を

立て、土嚢を積むことだけが対策だと思っていたが流体の流れを理解し、数値で表現するこ

とが出来ればどれくらいの高さの堤防を立てればいいかなど河川設計を具体的に表せると

いうことを学んだ。さらに、これまでは答えが合えばその時点で考えることをやめてしまっ

ていたがレポート課題について安田先生に質問させていただいた際に重要な事は内容を理

解することであり、ただ解説を写す事ではないと指導していただいた事で答えまでの過程

をしっかり教科書や解説資料を用いて理解をするということを習慣にすることが出来、今

までの勉強方法が間違えていたことが分かった。またこれから土木工学を学んでいく者と

しての自覚を得ることが出来た。 

 

 水理学の授業は、将来の自分が職に就くであろう、土木技術関係の仕事にとても役立つと

感じた。水理学で学ぶことは主にダム関係や河川や湖、海、その他多くの水の流れが関係す

る職に通ずると思った。水の起こす現象は多くあり、利用できれば自分達の生活を豊かにで

き、逆に扱いを間違えれば、災害に大きく関係したりして生活に支障を与えることが分かる。

災害対策に役立てることができる水理学はとても自分にとっては学んでいて興味を惹かれ

ることがある教科だった。また、水理学の授業でのレポートの量は他の授業よりも多く感じ、

それほど水理学の知識は土木技術者にとっては必要不可欠であり、当たり前に学ぶべきこ

とだと感じた。ここでの水理学の経験が良い習慣になり、他の教科でのレポート作業にも難

なく対応できるようになり、この経験がまた、社会に出てからのレポート作成、報告書の作

成、事務作業に活かせていける良い経験だと自分は思った。 
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 水理学 I の講義を終えての感想はこの講義ではただ淡々と問題を解いたりするのではな

く、なぜそうなるのかの過程をしっかり考えました。普段から学習に受動的に取り組むので

はなく自発的に取り組むことによって今まで使ったことが無いような脳の使い方を学んで

いるなと自分で感じました。課題についても解いたら解きっぱなしにして分からない問題

を分からないままでいるのではなく、自分が解いた問題を自分で添削、修正することによっ

て間違えた問題の何が違うのかをはっきりするようにすることが身に付きました。また、解

説をただ見て写すのではなく自分の解答の何が違うのか自分で指摘することで自分の中で

その問題が解決するまで考えることが身に付きました。水理学 I の授業はただ公式などを

覚えればいいという訳ではなく、その公式がなぜそうなるかを考えたりするのでとても難

しいなと自分は感じていました。なので、普段から予習、復習することが習慣づきました。

夏休みにおいても何もやらないと抜けてしまうので復習をしなければと思っています。 

 

 水理学では最初に単位について学んだ。今までは与えられた単位をそのまま用いるだけ

でその単位が何を示しているのか次元はどうなっているのかを考えていなかったが、水理

学を通して単位についてその意味から解の正当性を考えるようになった。静水力学の分野

では面に作用する水圧、浮体の安定、相対的静止の 3 つの分野を学び水が物体にどのよう

な力を働かせているのかを学んだ。理想流体の分野では、流体を扱う上で必要な情報につい

て定義することから始め、連続の式、Bernoulli の定理、運動量方程式の 3 つの関係を学ぶ

ことで流体が流れを持った時にどのような力が働くのかを理想的に考え、実在流体に適用

させる前に基礎的に学んだ。実在流体の分野では流れの抵抗について考え、理想流体との違

いを考え 3 つの支配方程式を適用する際に理想流体では考慮されていなかった抵抗を考え

る必要性を学んだ。管路の水理を学び、実務での水理を少し実感した。損失水頭を考えるこ

とで管路内の圧力の状況を把握することができるようになることを学んだ。サイフォンに

ついて考えることで実務の際に必要な条件について学ぶことができた。 

 

 水理学 I のレポートや授業を通して多くのことを知った。それは、今後大学から社会に出

たときに土木技術者としてどのように過ごし乗り越えていくのかを再認識できたことであ

る。例えば、私たちが課題として多くの課題をレポートとしてやってきたが、その中に資料

が正しいかどうか自分自身で確認をしなくてはならないものがあった。安田先生が何度か

私たちに注意をしてくださったことで、ただただ文章を読み進みそれを書くだけでは流れ

作業と同じで、何がどこをどう間違っているのか頭で考えることが大切であるとわかった。

実際私も最初はしばらく流れ作業のようにレポートをやっていたが、安田先生に指摘され

たことにより、1 文字 1 文字しっかりと確認するようになったため多少は成長できたのでは

ないかと感じている。ただ人から与えられた資料や情報だけで判断するのではなく、自分自

身で考え修正をしていくことで自分の自信にもつながるため自分のためになった。以上の

ことを踏まえ、今後のほかの授業や水理学 II をしっかりとやっていきたいと思う。 
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 私は、この水理学 I を通して、講義などの話の内容や流れをまとめる能力が自分にはな

く、それがいかに重要なことかを学びました。講義毎にある課題の最後の A4 レボートー枚

でまとめる課題で毎回頭を悩ませていました。 講義で話された内容のどの部分が重要でど

の部分を取り上げるべきことなのかがわかりませんでした。しかし、課題をこなす回数を重

ねることで次第に慣れていき、講義ごとのテーマや定理などのポイントを掴めるようにな

ってきました。このまとめた A4 レポート用紙を作り、講義を聞くと、とてもすらすらと講

義の内容のどこが重要なのかが分かるようになりました。また、自分の言葉でまとめるため、

言葉の展開やまとめ方を自分なりに考え、使ってみましたがなかなかうまくまとまらず、悪

戦苦闘していた時にレポート解説参考資料を参考にさせていただきました。参考資料はと

ても端的かつ明瞭にしめされておりこれを基にまとめる能力を身に着けました。以上のこ

とから、講義や話の内容や流れをまとめる能力を身に着け、その重要さを学びました。 

 

 課題でレポートを書く時に、記述した回答の理由や説明を加えるようになりました。例え

ば、課題での回答中に式を用いるとき、授業を受け始めの時は式を書いて代入するだけで解

答を終わらせていました。しかし、水理学 I の課題を重ねていくにつれて、式を用いる前に

何の理論から導かれた式で、どこの地点での式なのか、などの説明や、また記号の定義をし

っかり説明するようになりました。例えば、静水圧の式 p=ρg のρは水の密度である、な

どを解答の文に加えるようになりました。他には解答の自己採点をする時、丸付けをするだ

けでなく正解、不正解にした理由を書くようになりました。授業を受け始めの時は、丸付け

だけで終わらせていました。以上のように当たり前のことを書いていますが、式を授業の受

け始めたときは、自分が書いたことは先生なら分かるだろうという気持ちで取り組んでい

ました。しかし、社会に出たときにその考えは通用しません。まだ大学だからという考えで

はなく、社会へのステップだと思って取り組みたいと思いました。 

 

水理学 I を通して、今までは課題を自分で解き、ただ答え合わせをして、どこが合って

いるか合ってないかを確認し、間違っていたら赤ペンで修正しての繰り返しの作業のよう

な感じで何気なくやっていることが多かったが、水理学 I のレポート課題を毎回解き、修

正する際には解答と比べてどのように自分が間違っているかなどの理由をさらに詳しく考

えながら書くことで、一つ一つの理解をより深めることを意識するようになった。また、今

までは、ただ公式や結果だけを暗記し、問題を解いていることがほとんどだったが、公式が

どのように導出されたか、その結果に至るまでの理由、定義などを知ることで理解が深まり、

さらにそれらを自分の言葉で正確に説明、図示できるようにすることが大事だと思いまし

た。これらのことを水理学 I を通してやってきたことで水理学 I だけにかかわらず、他の

どの科目においてもこれらのことを意識し、考えながら取り組む習慣がつきました。 
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 全 15 回、安田先生の水理学の授業を受け終わってみて感じたことは、水理学の面白さ、 

難しさであった。しかしそれ以上にこの授業をきっかけに将来を見据えての必要な力、道理

など水理学の授業を通して水理学という分野以外のものを学ぶことが出来たと感じる。そ

のような感想を持った理由として様々あげられるが、中でも一番印象に残っているのは毎

回課される課題であった。今まで他の科目で様々な課題を行なってきたが水理学のような

形式をとった課題は初めてであった。何が初めてであったかと言うと参考資料にも訂正し

なければならない箇所があるという点である。本来、参考資料というものは完全なる答えと

いう認識があったため参考資料にもよく目を通さなければならないのは初めてであった。

就職をしたらミスの多い資料は普通であると聞いた時、大学生にはわからない社会の実態

について課題を通して理解することが出来た。完全なる答えは自分で導かなければならい

ないと感じると同時に自分の頭で考えるということの本当の意味を理解できたと水理学 I

の授業を受けて感じた。 

 

私は、水理学 I の講義を通して、方法論の大切さを学ぶことができました。他の科目と水

理学 I は異なり、値を出すような結果ではなく、なぜこの公式になるのか、なぜこの公式を

使って新たな公式を導き出すのかなどの方法論について重点的に講義してくださったので、

どのような形で水道管などに生かされているのかしっかり理解することができ、方法論の

大切さを学ぶことができました。そして、他の科目で新たに公式が出たとき、なぜこの公式

になるのか考えるのが習慣になり、より深く学問を学ぶようになりました。次に、正しい学

習を身につけるができました。講義で聞いたことやレポート課題での解説資料などをただ

暗記し、書くことは正しい学習ではなく、解説資料などを参考にしたうえで、自分で考え、

理解を深めることが大切だとわかり、正しい学習が身につきました。今では正しい学習が身

についたことで、将来土木に携わる時にこの学習で社会のために役に立てるのか考えるよ

うにもなりました。 

 

 水理学Ⅰの授業を通して考えたことは、とても身近な存在の水は重力や流量、体積など 
様々な力が働いて一つの動きをしているので、微小な力を無駄にしないためにも、もっと 
水を大切に扱わなければならないこと。学んだことは、Euler の平衡方程式や連続の式など 
決まっている公式を丸暗記しても水理学演習など、実際の数字を使って数を出す問題で活

用できないので公式を理解しつつ、どこにどのような力が働いているかをちゃんと理解し

なければならないこと。身についたことは授業内容のメモをとり、A４レポート１枚に要約

するためにどこが一番重要で必ず書かなければならない場所なのか、どこが削っても意味

が通る⽂章になるのかを読み取る力そして習慣づいたことは課題のレポートの添削で、教

科書や配布プリントを見ながら確認することです。提示された答えが必ずしも正しいとは

限らないので、ちゃんと自分で確認すること、そして少しでも違和感を持ったら、周りの友

達や先生に相談する事が大切だと感じた。 
 
 



30 
 

 私は、水理学Ⅰの授業を通して、一つの情報に固執せず様々な角度から情報を得たうえで

行動に移すこと、そして、理解の深め方について、学び、身につけ、習慣づけました。レポ

ート課題を作成し、レポート課題解説参考資料を参考にしながら訂正、提出した後、参考資

料の誤りが発覚したとき、一つの情報を過信してしまうのは危険だと考えるようになり、よ

り多くの角度から情報を得、模範解答との正誤を比較し、授業内容の総まとめのレポートを

書くことにより、授業資料に加えてより多くの情報を得ることができ。それが、理解をより

深めることにつながりました。そして、ネット上で調べものをするとき、今までは、一つの

サイトの情報を鵜吞みにしていましたが、最近では複数のサイトを参考にするようになり、

さらに、情報が偏らないように、検索時に言葉を変えて検索するなどを行い、ネットだけで

なく書籍からも情報を取得することを身に着け、習慣づけることができました。 
 
 私は、水理学Ⅰの授業を通し大まかに、水の流れ、圧力の働き方について大いに学べたと

感じています。これまで水理学については、興味があってもあまり触れられないようなもの

ばかりで、どのように学習したらいいか全くわかっていませんでした。しかし二年生になり

この授業を受けてみると、具体的な例や、それについての計算、様々な演習問題を受けられ

たと感じます。リモート授業という、少し特殊な環境で受けることとなり、実際に授業を受

ける場合より覚えが浅いように感じましたが、有意義ではあったように感じます。また、今

回のような授業まとめという課題も、リモート授業でなければ存在しなかったのではない

か、と考えるとリモート授業のほうがよかったのではないかとも思えました。今回の授業の

おかげで、水理学の基礎となる部分を学べ、授業の要点をまとめることの重要さを再確認で

きたと思います。後期の水理学もリモートになってしまうかもしれませんが、前期に学んだ

ことを生かし、しっかりと学習していきたいと思います。 
 
水理学 I 授業を受講して、予習・復習の難しさと重要性を改めて学び、今まで通りのやり

かたではこれからの学びに適応しないと痛感した。ただ教科書を読んで、調べるだけでなく、

自分が何に疑問をもって、何を学ぶためにそれぞれの授業を受けるのかを明確にすること

で、より授業内容を深く理解できるようになった。それにより、復習をする際にも得たこと

学べたことがはっきりするようになった。学んだことだけでなく、学びの中で感じたことを

まとめる力をつけることができた。またそれを習慣づけることで、他教科の授業でもそれぞ

れにあった予習・復習のしかたを見つけようとする力をつけることができた。家族が多いこ

ともあり普段、あまり家で勉強をしない私にとっては、慣れない環境の中での学習に戸惑い

や不安が多かったが、水理学 I の学びの中で自分の学びを振り返り、まとめる力をつけられ

たことは、すべての教科に共通する自信に繋がった。 
 
 第 1 は物理量を示す際に用いる単位で SI 単位系と工学単位系がありそれを使い分け

る必要があると学んだ。また水圧は深さが深くなるにつれおおきくなることは知っていた

が求めたい水圧の場所を微分や軸ごとに分けることで求められることにより水中での施工

をする際に場所ごとに先のように水圧を求めればいいということが身についた。第 2 は浮

力を学び、船を設計する際に浮体を安定させる方法が分かった。浮体を安定させる条件のも

とに浮体に水がある場合、浮体が傾いている場合など軸を設定し浮力重心の関係から求め

ることを学んだ。第 3 は理想流体では理想流体での連続の式、ベルヌーイの定理を利用し

流量を予測することを学んだ。実在流体では流管での摩擦の考慮、流れによる流量の変化、

流速分布を考えることを学んだ。実際に流管を設計する際は圧力を考えこれらのことを考

慮することが身についた。管路の設計では局所ごと高さ管の太さごとに摩擦、損失水頭が異

なりエネルギー線動水勾配線を示すことにより管路内の動きを示せることを学んだ。 
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私はこの授業において学び、身についたことが大きく分けて 3 つあります。1 つ目は実

際に存在する構造物を見て、それに対応する理論を考えることです。昨年の力学系の授業で

は理論を学び、それに該当する構造物を現場見学会等にて見てきました。先に構造物を見て

から現象を掘り進める流れはこの授業だからこそ身についたものでした。2 つ目は授業内容

をまとめることです。オンライン授業の利点でもある、授業の見直しを何度も繰り返し行う

ことで授業内容を漏らすことなく配布資料にメモし、そこから得られる知識や理論をでき

るだけ簡潔にまとめる能力がつきました。これは毎回の課題で出題される授業内容まとめ

があってこそのものでした。最後に 3 つ目は自分に足りないものや興味のあることを追加

として調べることです。これは今までの私に最も欠けていたものでした。先生に出して頂く

解説資料の中でも分からない言葉や学んだにも関わらず忘れてしまっている言葉はたくさ

んありました。そのときに今までの私ならばそのまま解き進めてしまっていましたが、先生

から質問は適宜メールにて言うようにとの言葉を頂き、メールで聞いてみて、自分の解説し

て頂きたかったことよりももっと詳細な事柄まで説明して頂き、自分でもわからない事柄

は詳細に説明文を書いていこうという意識づけができました。それはこの教科に関わらず

前期中に他の教科にも実践することができ、今までよりも更に濃い学びに繋げられたと思

います。この授業で身についたことを後期にも繋げたいと考えている。 

 

既存の河川対策が不十分である場合もあることを理解した．既存の対策がすべて最適解

でないこと，その点を踏まえて学習しなければ意味がないことを学んだ．今までの「水理」

というと，流体の現象についてどのようにとらえれば良いのか，また解析方法は何か,(現象

をどのような式で表しているのか)，ということを中心に学習してきたと思っている．今回

学習したビジュアルスタディ水理学では，そういった式で理解していたものを実際の河川

に適用した場合，現象が起こった「後」の河川への影響(例えば,第 6 回,第 7 回の授業内容

でいえば,既存の跳水式減勢工では河床洗掘が起きてしまうなど)までを考えた．今までは，

与えられた式を使って現象を理解する吸収型の形態が多かったと思う．今回の授業を通じ

て，吸収したものを発展させていく力が身につき，この力が良い技術者にとって重要と思っ

た.また，多岐に渡る知識が必要と思った．今回特に，魚道への影響を考える機会が多かっ

たように思うが，それは,水理学の流体の式だけを知っていても考えることができなかった

と思う．ひとつだけ長けていても，全く不十分であり，視野を広くもち考えることが重要と

思った. 

 

 

 

 

 

 

ビジュアルスタディ水理を通して,考えたこと,学んだこと,身についたこと,習慣づいたこと

について,A4 レポート 1 枚に 400 字程度にまとめて word で作成し pdf にして,8 月 
3 日(月)午後 1 時までに Google Classroom の指定された箇所に提出のこと.ただし,授業

内容の項目を列記して「・・について考えた,学んだ,身についた」などの記述は提出対象外

とする. 
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この授業を通じて私は水理学では触れられなかった河川流量の制御や河川の河床の保護

などについて学んだが、近頃激甚化する災害にこれらの施設が耐えられるのか少し不安に

思った。特に昨年では台風による河川の洪水による氾濫が広域的に起こり、被害は各地で見

られたことから河川整備はさらに万全な状態にしなければいけないことがわかる。そして

ここで横越流による設備により流量を調節したりすることで今までそのような対策がなか

った河川での洪水の被害を低減できるのではないかと考える。また、この台風による大雨な

どによりダムに水を貯めるため雨が過ぎたあとダムに溜まった水の放流が行われ、その際

の河床洗堀を防ぐため授業で学んだ減勢工が被害を抑える役割である。しかし、従来の減勢

工では下流側まで速い流速が伝わり河床低下が防げないため粗礫斜路の考えが使われれば

河床低下は更に有効的に防げるのではないかと考える。特に大雨が多い日が続く日が温暖

化などにより増えてくることからダムの放流の頻度は上がると考えこの粗礫斜面の考えは

ますます必要になってくると考える。そして次に私はこの映像授業でメモをとる重要性に

改めて気づかされどの授業でもメモを取るような習慣が身についた。これは、メモを取るこ

とにより映像授業の動画を後から見返したときに記憶に残ることを実感したためである。

以上のことがこの授業で身についたこと,学んだこと,考えたこと,習慣づいたことである。 

 

 今学期メディア授業を実施するので、ビジュアルスタディ水理の授業はこの前水理学の

授業と比べて完全に違う雰囲気と感じされた。私にとっては、身についたことと言えば、資

料を調べることだと思う。なぜなら、授業を受けて先生からもらった資料を見るだけで、分

からないこともある。例えば堰の種類はいくつあるとか、前習った式、法則が忘れたとか、

この時資料をネットでも、テキストでも調べるのは大切なこと、今よく分かるようになった。

それ以外に最も学んだことは一人で問題を考える能力ということである、今学期がいつも

のアクティブラーニングの時間がないので、代わりに問題を考えるとき、ただ一つの方法を

するではなくて、ほかの方法でこの問題を解けるかどうかも試してみた。そして、配布資料

を見て、調べて間違った考え方を排除する。もともと勉強する時一人で考えるのは好きなの

で、メディア授業が私にとっては、十分な時間があるので、一人でも問題の多様な理解方法

があるということはよく意識した。最後、水理の課題は単なる式で解けるものではないこと

もよく分かった。今私たち式を使って計算より求められた結果はそもそも理論上のもので

あり、実際に現場の状況より計算結果とかなり違う状況もある、なぜなら現場の生物を考え

なければならないからだ。 
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ビジュアルスタディ水理について、第 1 回から第 15 回の講義を受講して、より実践的

な視点から物事を考える力が身についたと考えています。講義の初めに実際に生じている

現象や河川などにおいて用いられている装置について、説明を聴くことができ、その後の式

の展開などについての考え方がより明確になりました。また、ビジュアルスタディ水理では、

水理学 I、II で学んだことをより深く学ぶことができ、実現象などのイメージがよりしやす

くなりました。また、講義や課題を通じて実際の現象等について対策方法や改善方法などを

考え、その話題について友達と意見を交換し、問題点について考えることができたと考えて

います。また、講義内や解説資料、意見交換で疑問が生じた場合は安田先生に質問すること

でその疑問点を解消することができ、より詳しく理解できたと考えています。このような考

え方や、意見交換や安田先生への質問から疑問点を解消するといった点について習慣がつ

いたと考えています。 

 

授業を通して、2 年次に水理学 I と II で触れた内容をより詳しく安田先生から教わった

ことによって理解が非常に深まると同時に興味がわきました。ゼミでも話したことがある

のですが、授業がこのご時世によって、オンラインで安田先生が授業を画面収録してくださ

ったおかげでいつも聞き逃したりしていたので授業に取り組む姿勢がだいぶ変わりました。

本来なら授業を対面でしっかりメモしなければならないのですが、要点をまとめることと

聞き取る能力がない私にとって、巻き戻して授業を聞けることで安田先生が話した内容を

再度聞きもう一度説明していただく時間が無くなりました。なので、自分で考えてからわか

らない事のみを聞けるようになりました。先生に直接聞ける機会がなかったですが、修士 2 

年生の増井さんに授業後自分でよく考えたりしてからわからないところを深くきくように

しました。すぐに問題解決を試みるようになったのが習慣づいたことなのではないかと前

期の授業がおわって感じました。また、後半の課題の時間があまりとれなくなってしまった

ため、夏休みにもう一度自分で考えてしっかり理解します。 

 

 ビジュアルスタディ水理の授業を受けて身についたことは、レポートを修正するに当た

って、解説資料を十分に読み、自分の解答と何度も照らし合わせる必要があるため、自分の

解答の問題点や相違点を抽出する力がつきました。これによって、他の科目においても、問

題点等を抽出する習慣がつきました。さらに、そのような点を修正するために解説資料の内

容を追記することで、説明の仕方や工夫などを自分なりに吸収し、文章を組み立てる力がつ

きました。また、この授業では授業内容に関連する論文などの専門的な内容の記事を紹介す

ることが何度かありました。そこではあまり深堀せず、要点を絞った大まかな内容の説明が

されていました。そこから、話の概要をつかむことが大事であることを学びました。同時に、

毎回の授業内容をレポートにまとめることで、授業全体の大まかな内容を取りまとめる力

が身につき、それに伴い他の授業でも重要なポイントや先生が伝えたいポイントがどこな

のかを考えるようになりました。 
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 フルードの相似則やレイノルズの相似則について習う前までは、原型と模型の考え方に

ついてどのような場合であっても模型実験の結果と原型が同様であるものと考えていた。

例としてフルードの相似則では重力による影響が大きく、粘性による影響が無視できる際

にフルード数を模型と原型で同一として考えることができる。このように、条件を満たした

うえで同一として考えられる。このことは水理学だけでなくどの分野であっても模型実験

で考える際には条件を満たしたうえで考えることが重要であることを学んだ。また、考え方

を誤ると原型規模にして実際に使う際、問題が生じてしまうため正しい知識を身に着ける

ためにもわからないことはしっかりとした人に聞き、教えてもらうことが大事だと学んだ。

内容から少しそれるが、授業を受けスライド等に書かれていない重要なことを先生は言っ

ているので毎授業メモを取るようにしていたところ、他の授業でもメモを取るようになっ

ており、今後も必要となってくることを身につけられた。 

 

 昨年の水理学ⅠとⅡで基礎を学びその内容を応用し実験の様子を見ることにより得た知

識を裏付けることができた。また、昨年は講義を受け知識を得て演習をするという感じで実

際の設計のことをあまり深く考えてこなかったが、ビジュアルスタディ水理を通し、今勉強

していることが実際の現場でどのように活用されるのかを先生が授業中に現場や実験の様

子を提示して下さったため想像しやすく、現実的に可能なことなのか、安全であるのかを考

えるようになった。課題により授業の内容をさらに理解することができ、授業内容をレポー

ト用紙 1 枚作成することでどの部分が大切であるのかを判断する力が身についたのでは

ないかと感じた。第 8 回の潜り跳水についての授業で、河川環境を考える問題があり、人

間にとって便利な構造にしても河川に生息する魚などに影響を与えてしまうため魚道を設

置などその視点も考えるようになった。また、落差構造物や堰、潜り跳水や地下水について

など具体的でかつ現実的な話題が多かったため安全性について考える機会が多かったと感

じた。 

 

 私がビジュアルスタディ水理の授業を通して学んだことは、水理学 I や水理学 I 演習の授

業以上に難しい内容を学んでいると感じたのですが、提示された課題について自分自身で

深く考えて、まとめるので粘ってあきらめずに解くことです。昨年までの授業で、アクティ

ブラーニング課題を数人の仲間と一緒に考えて行っていたのですが、今年は新型コロナウ

イルスの影響があってできない中で、理解するのも一苦労しました。安田先生がよく授業中

にただ答えを暗記するだけでは社会へ出た時に、自分で考えて問題に取り組まないと人に

言われたことしかできない人間になるとおっしゃっていて、この期間を通してまさにその

通りだと感じました。考えることの粘り強さが身についたと自分で思っていて集中力が高

まったと思いますが、30 分以上問題に対して考えることもあり、思いつかなかったりする

のはもっと様々な体験をして鍛えることも大事だと思いました。最後になりますが、半年間

授業をするのが難しい中で工夫して行ってくださりありがとうございました。 
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 ビジュアルスタディ水理を通して、今までの授業形態のようにクラスメイトと相談をし

て理解を深めるということができなかったが、何度も授業動画を再生し、とことん納得のい

くまで見直せるオンラインならではの強みを生かして授業の理解を深めることができた。

特に、第 1 回から第 4 回までの授業では、水理学 I,II や水理学演習 I, II で習ったことの応

用として、実際の数値や写真などから物事を柔軟に捉え、考える力を身につけることができ

た。また、第 6 回から第 9 回までの授業では、従来の河川構造物と今求められている関係

性や兼ね合いを学ぶことができた。第 11 回から第 14 回までの授業では、応用水理学の範

囲を座学だけではあんまりわからなかったところをより深く学べることができ、また、次元

解析といった水理の基本である次元を考えて用いるといったつながりを感じることができ

た。自分自身で深く考え、わからないことは人に聞くということも習慣付けられ、文章力も

身についた。 

 

 ビジュアルスタディ水理の授業を通して、2 年次に履修した水理学 I,II、水理学演習 I,II

の応用が大事で実務的に、理論的に解明することが困難な現象がほとんどであるため、水理

学的に検討するための解析方法を授業や毎回のレポート課題を通して主体的に取り組み、

論理展開の流れを把握しながら取り組む意識を習慣づけることが出来た。 毎回のレポート

課題を通して答えが配信されるまでに教科書や配布資料を参考にして問題の意図や法則や

式展開を理解しながら解き、自己添削する際は答えを移すだけでなく、間違った箇所がどの

ように間違えていたかまた,自分の回答を正しいと判断した理由をことによって問題に対し

てより理解をすることが出来た。各回の重要ポイントや式展開を理解し、法則の適用概念を

暗記するのではなく理解しながら取り組むことで社会に出て実際の現場等で必要とされる

人材となり、現場等では自分の勉強不足によるミス 1 つで命を失うこともあるのでオンラ

イ授業ですが時間を有効活用し日々勉強していきたい。 

 

 私はこの授業は実務的な考え方が多く、とても身近に感じました。プロジェクトスタディ

でダムの設計を行う際にビジュアルスタディ水理で考えた跳水式減勢工の考え方を参考に

して考えたりもしました。ビジュアルスタディ水理について、全体的には実務的なことが多

く、新しい知見など安田先生しか知りえないことをたくさんご教授いただいてとても光栄

です。その中でも 2 年生の時に学んだ水理学 I ・ II ではとても重要だなと感じました。

授業を受けているときにこれは水理学で聞いた事あるなというのが出てきたこともあった

のでそういう時は水理学の教科書やプリントを見直していたりしましたが、毎回それがで

きるわけではないので頭に入れなくてはいけないことは入れて、応用をきかせて考えてい

くのがビジュアルスタディ水理を考えていくうえで重要だなと感じました。地下水の水理

では、ほぼ地盤力学で学んだことを話されていたのでやはり全体に科目をまんべんなくや

る重要性とそれを構築していく大変さを感じました。 
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 私がビジュアルスタディ水理を通して得たことは物事を理解する際に一つの文献や情報

だけではなく様々な情報源から知識などを得て理解を深めていく必要が、大きな意味を持

つという事を痛感した。このことを深く掘り下げていくと、決まった一つの情報源からすべ

てを学ぶことはほぼ不可能に近いと感じることがあり、それぞれの文献によって要点をピ

ックアップしていることは共通だが、土台の知識からの広げ方がそれぞれ方向性の違いが

あると感じ、他の文献では省いている箇所を細かく記載され、自分が理解しやすいような内

容になっている文献もあり、それぞれの欠点を補い合えるように様々な文献を見ることが

必要であると学んだ。また、実際の実験や構造物での水理現象について、写真を通して見ら

れたことで理解しやすいと感じたので、今までは式の流れから理解しようと努めていたが、

結局は実際の世界でも活用できる知識を学ぶことが本来の目的であるので、式ではなく水

の流れのイメージを持つことが習慣づいて理解しやすくなった。 

 

オンライン授業の実施に伴いビジュアルスタディの授業では、今までの授業と異なり友

人達と話し合い、考えることが困難であったが、対面授業時より安田先生の言葉をメモし、

どこが重要なのか考える力が身についた。また、一度聞いてもわからない点について、授業

が録画されていたおかげで何度も聞きなおせ、理解を深めることが、オンライン授業の利点

であったと考える。授業では水理学、水理学演習 I,II で学んだ計算や構造による流れが実際

の現場においてどのような働きをしているのか図示されており、現地での適用の理解に繋

がった。授業に出る、平面図、断面図や施工図を見ても理解できないことは実際に現場で実

物を見る事が大切で理解が早いのだと考えた。オンライン授業に利点は様々あったが対面

して授業を行う方が友人と協力し、理解を深めることができ、授業時に寂しさがあり、対面

授業のありがたみを実感した。 

 

私がビジュアルスタディ水理学を通して身についたことは、毎回の授業での課題を通し

て自分なりに考え課題を解くということが身についたと思います。毎回の授業で先生が仰

っていたことなどをメモに起こし、調べることで自分なりの回答というものにたどり着き、

それが正解不正解など関係なく自分の考えというものを文字に起こすことが身についたと

思います。次に習慣ついたことは、コロナ禍ということもあり家にいる時間が多かった為、

毎授業の動画を見返したりして復習をするという習慣が付いたと思います。復習する時間

が多かった為、自分なりに大事だと思ったことは教科書などを使い調べるということを続

けて不明な点などを自分のフィルターを通して理解をする習慣もみにつき、毎授業の課題

に対して回答を模索する時間も増えました。これは、今期の授業スタイルのお陰でもあり一

人で考える時間が増えたこときっかけになったと思います。 
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 ビジュアルスタディ水理を通して習慣づいたことは重要なところはメモをとるというこ

とです。前期はオンライン授業という特別な環境での授業だったため、自分 1 人でしっか

り課題に取り組まなければならなかったのでメモをとりそれに基づいて課題を解いていま

した。メモをとる作業はオンライン授業に限らず対面の講義でも大切なことなので改めて

メモをとることを徹底していこうと思いました。対面の授業では講義を受けるという意識

が少し強めでしたがオンライン授業では話を聞き学びとる意識が高まりました。また、毎回

課題が出ることは普段の授業と変わりませんが課題を毎週決まった時間に取り組んでいた

ため、自ら勉強しにいく、勉強への自主性が向上しました。課題に取り組んだ後の自己添削

する際に最初のほうはどこが間違っているのかを正しく明記せずに添削をしていました。

しかし、何が、どのように間違っているのかを自分で理解することが 1 番大事だというこ

とを課題に取り組んできて感じました。 

 

 他の講義では既に主流となる工法、手段など作成方法が解き明かされている状態のもの

の説明をされることが多い中、ビジュアルスタディ水理では斜路式の減勢工の具体的な設

置方法など未だに研究段階、もしくは経験則としては理解されているが明確な証明がまだ

されていない新たな知見があることを講義中の説明にて知り、学び理解することが出来た。

同時に今後それらの研究が進み今ある水路などの構造物がどのように変化・改善され、私た

ちの生活を守るために機能していくのだろうかということにも考えが及んだ。また毎回授

業後の課題には授業まとめがあるため、講義中にはノートに重要点、ポイントを書き込みそ

のノートからまとめるようにしていたが、これにより内容がより記憶に定着しやすくなる

実感があり、他のまとめを行った講義でも同様の実感が得られたため、メモをとる事の必要

性を再確認しつつ、これを習慣として今後も取り組んでいきたいと感じた。 

 

 この授業を通して学んだことは、高校生の時にオープンキャンパスで大学に行ったとき

に落差構造物の流れについてやっておりその時は時間があまりなく自分の知識が足らなか

ったことや詳しくどういった現象であったのかを聞けずに終わってしまったので第六回の

時に落差構造物についての授業で落差構造物ではここからの流れの勢いによってこの下流

側に局所洗堀や河床低下を起こしてしまう対策として跳水現象を利用し段落ち部で潜り込

み流れを形成する減勢工を設けることが対策になるがこれにも悪い点があり、この対策で

は潜り込み流れによって主流が底面近くを流れてしまうので河床浸食対策が必要となる。

この対策として落差構造物の下流側に礫を石組みし、落下高さの 15 倍の区間で 1/10 勾

配の傾斜面の凹凸を有するコンクリートを設置することで形状抵抗が働き石組み下流側の

どこでも主流を水面に向かって上昇しやすくなるということを聞いたとき 4 年越しにど

ういうことだったのか知ることができました。 
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 私はビジュアルスタディ水理の授業を通して、基礎基盤の大切さに気づきました。2 年生

の時に学んだ水理学で学んだ事を、ビジュアルスタディ水理の授業で、実現象などを見なが

ら考察することにより、実現象で起こっている事を理論的に考える事が出来、それは水理学

で学んだ事が活きている事に気づきました。また授業時間に行うリアルタイムの授業では、

理解出来なかった事が、録画の授業を複数回見返して理解できる事が何回もありました。こ

れにより復習の大事さを今一度再確認でき、リモート授業の利点だと感心していましたが

同時に、社会にでた際に会議では録画などはできず、授業より早いペースで進むと考えられ

るため録画に頼らず 1 回で多くの事を理解する事が必要だと学びました。今回のコロナ禍

で、人生で初めてのリモートによる授業でしたが、今後社会がどのように変化していくか分

からないため、リモートなどイレギュラーな状況になっても対応できる力が必要であり、社

会に出ても通用する自分自身の強みを持つ事が大事だと感じました。 

 

 ビジュアルスタディ水理を通して私は、文献を読みながら自分で整理して考えることが

身につきました。毎時間ごとに出席として渡される参考文献や教科書を読み、レポート課題

に取り組むことで大まかに原理について理解が得られ、総括レポートを各週に取り組むこ

とでさらに整理がされるので、オンラインという普段通りに講義を行えない中で、記憶とし

て定着することができ今回の講義スタイルで良かったと感じました。また、河床が削れるこ

とを防ぐ減勢工やコスト面を考えたコンクリートブロックを用いた河床保護のお話では、

水生生物の移動を踏まえた環境という観点から水理学 II で学んだこと+αの内容に触れる

ことができ、実験のデータを閲覧することによって跳水や潜り込み流れの位置を安定させ

主流をいかに水面まで上げることが大切かなど考えることができました。横越流の話では、

最近異常豪雨が多いので氾濫対策として、とても有効であり、地形の状況や主要水路を見な

がら判断して分水できるように整備すれば、多少の豪雨被害の軽減を図れるのかなと改め

て考えました。 

 

 今期のビジュアルスタディは今までの水理学の授業と異なり、オンライン形式での授業

ではありましたが、身についたこと、学んだこと、オンライン上でのメリットを感じること

が出来ました。今回、大学構内に行けない中でのビジュアルスタディ水理の授業では、録画

の存在が大きかったと思います。二年時の水理学の授業では一度で理解できなかったもの

は友人に聞くなどで補っていましたが、録画により何回も見直すことで授業内容をより深

く理解し、レポート課題の解答や授業まとめの内容の質が向上し、より身についたと思いま

す。また、二年次の水理学とは異なり、ビジュアルスタディ水理の授業は、実現象や実際の

現場での問題点や対策方法についての考え方を学べたと思います。課題では、自身で解答を

訂正することで自身の解答の考え方と正しい考え方とを見比べ、修正することで自身のア

ップデートが計れ、より理解が深まりました。また、レポート課題を続けていくことで、要

点の押さえ方や、レポート用紙 1 枚で収めるための工夫が身についたと思います。 
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 私はビジュアルスタディ水理学の授業を受けて、水理学の現実での実用的な利用方法や

考え方を学んだ。今まで、水理学や水理学演習の授業を受けてきて、水理学における計算や

定義を学んできたが、ビジュアルスタディ水理学では、落差構造物や減勢工の考え方を実際

にある建造物や模型による実験を通じて、より具体的に学べることができた。例えば、せき

や床固工直下流部の減勢工の水理設計の考え方の授業では、従来の減勢工の課題の解決方

法について実験を通じて粗礫斜路式減勢工の適用例を知ることができ、実際の河川で適用

している姿が想像できた。このように、ビジュアルスタディ水理学では今まで想像できにく

かった水理設計や水理学の利用方法を学ぶことができた。このことは、私が就職した時に役

に立つと思う。定義を完璧に理解し、水理計算を素早くできるようになって卒業したとして

も、それをどのような水理設計に役立てることができるかを理解していないと、社会で通用

しないが、ビジュアルスタディ水理学を学ぶことによって、社会に通用する力をつけること

ができた。 

 

 私はこのビジュアルスタディ水理を通して学んだことは一つ一つのことを自分から調べ、

理解する作業を取り入れ、口に出して質問を言い、それを踏まえて自分の中でまとめる工程

の重要性です。お恥ずかしいことに、私は論文、インターネットにあることをただレポート

にかくことに満足してそこで止まってしまいました。しかし、これだけではただ調べただけ

で、自分の知識にはなってないのです。これに気づいたのは、ビジュアルスタディ水理を受

けている別の方とお話をしたのがきっかけです。その方は授業で学び調べたことをメモし、

教授に質問をし、それを自分の中で考え、自分の答えを持つ工程を行っていることをお聞き

したとき私は自分の愚かさに気づかされました。この工程は何も特別なことではなく、教授

が二年の頃からおしゃっていることだと思い出しました。これからは、この工程を自分に課

していき、学んだこと調べたことを自分の知恵にしたいと考えます。 

 

 ビジュアルスタディ水理を通し学び、身についたことは、実現象でどのように使われてい

るかを見ることで 2 年生時に学んだ水理学をより実現象に近い実践的なことを学ぶことが

出来た。また理論で使われている仮定の意味を良く理解することが出来た。また課題レポー

トと授業の取りまとめを行う際に通常では 1 回しか聞くことが出来ない授業を何度も見る

ことが出来たため、授業の取りまとめでは大切なこと、重要なことをしっかりとまとめるこ

とが出来た。また課題レポートでは 2 年生時のアクティブラーニングでは良くできる人に

ついて行ってあまり考えてはいなかったが 1 人で学ぶオンライン授業では時間をかけわか

らない部分が明確となり様々な資料、先生への質問等で自分 1 人の力でやることにより理

解を深めることが出来た。分からないことを放置しないと言うことについて、オンライン授

業を通して身につけることが出来た。その他の授業でも分からないことを放置しないこと

自分で調べることを継続していきたいです。 
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 今学期私は、ビジュアルスタディ水理を通して大切な情報を読み取る力が今迄より身に

ついたと感じています。講義の最初の方は講義資料に記載されている事を深く考えずにレ

ポート課題や授業まとめのレポートを作成していました。しかし実際に添削してみると見

当違いなことを書いてしまうことや、大事な要点が見えていないレポートになってしまっ

ていることが多いとと感じました。そこで、自分の頭で考えながら講義を聴くように心がけ

るようにしました。その結果最初の頃よりも授業の終盤のレポートの方がレポート課題の

解答内容は参考資料の解答に近い解答が書けるようになり、授業まとめもおおよその要点

を抑えられるようになったのではないかと思いました。また、オンライン講義であることを

活用して、繰返し分からないところをオンデマンドの動画を観ながら復習することも心が

けました。そうすることにより 1 回目より 2 回目の視聴を終えた時の方が、理解が深まっ

ていると感じ、分からない部分を自分で理解し繰り返し学ぶことの大切さを学びました。こ

れらの力は社会に出た時も必要になってくると思うのでこれからもこの意識を持ちながら

学んで行こうと思います。 

 

今回のビジュアル水理で身についたこと、学んだこととしては、今学期オンライン授業に

なって一度きりの授業ではなく録画で何度も繰り返し視聴できることで見逃してもまた見

えるという気持ちの中で、リアルタイムで集中して聞くことの重要性と、週間づいたことは

何度も見直すことのできる授業で、いつでも授業のあとに復習できることでその日の授業

流れをもう一度確認できることでしっかりと復習することしっかりと理解でき授業を見返

すことが習慣づいたといえる。考えたこととしては、毎回課題として出される授業まとめを

することによって学んだことを整理することができ、先生が話された中でなにが重要で、ど

ことどこが繋がってくるのかしっかり理解したうえで、考えていくことでさらなる理解が

できたと思います。また、この課題のように最後になにを学んだかを整理することでさらに

理解が深まったといえ、しっかりと身についたと思います。 

 

 私はビジュアルスタディ水理を通してより 2 年次に学んだ水理学 I・II よりも深く現在の

事象について学ぶことができた。また礫床河川の摩擦抵抗係数,相当粗度,粗度係数の評価を

通して,粒度分布・代表粒径・河床の礫の構成について学んだ。せきや床固工直下流部の跳

水および潜り跳水の水理を通して,河川構造物を計画・設計するために必要な判断能力を身

に付けること、地下水の流れについて,基本的な考え方を身に付け、横越流の流れの水理を

通して河川構造物を計画・設計するために必要な判断能力も身に付けることができた。さら

に水理模型実験に関する模型と原型との関係を通して,模型実験結果の適用とその取扱いに

ついて学び,河道整備・河川構造物を計画・設計するために必要な判断能力を身に付けるこ

とができた。実務を行うには未知・未経験なことが多いと感じたため、これから常に意欲を

もって生活することが習慣づいた。 
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 私はビジュアルスタディ水理を通して、授業内で先生が仰っていたことを聞いてまとめ

る力が身についたと思います。ビジュアルスタディ水理では、昨今の状況もありオンライン

での授業だったので、レポート課題の授業まとめは動画内の先生のお話をまとめるという

今までやったことのないことでした。最初は戸惑いましたが、やっていくうちに徐々に、重

要なところをおさえてまとめるという力がついていき、今では、他の授業でもそれを実践で

きていると思うのでかなり自分の力になったと思います。ビジュアルスタディ水理では,2 

年生の時に受講した水理学よりもより実際に近い現象について学べたと思います.実際の河

川の水面の推定,落差構造物下流側の河床保護,横越流など実現象のことを多く学べました。

また、それらを考えるにあたって実験と実現象でどう違うのかどういう時、同じと考えてい

いのかなど、実現象を考える際に必要な考え方も学ぶことができました。ビジュアルスタデ

ィ水理全体を通して、実験から実現象を推定し理論的に考える方法を学ぶことができまし

た。 

 

 ビジュアルスタディ水理を通して、習慣づいたこととして何度も動画と資料を見て学ぶ

ことが多かった。今期はコロナの影響でネットでの授業になってしまい、手を動かして勉強

をすることが極端に減ってしまっていたため頭に入れるためにもいつも以上に何度も行っ

た。実際私は、授業を一回受けただけでおおよそ理解できることは少ないため、授業を何度

も見て学ぶことができるという点について利点であった.考えたこととしてレポート課題を

通してだが、授業内容をまとめたうえでどう生かされるかとか式の導出についてよく考え

た。周りと話し合ったりすることがなかったため、自分で動画と資料を参考によく考えたと

思う。また、動画や資料内に模型などがあったため想像はしやすく思い浮かべながら考える

ことも多かった。身についたこととしても言える。実際に目にしたことがある構造物の役割

について学ぶこともできビジュアルスタディ水理と受講してよかった。 

 

 ビジュアルスタディ水理を通して、学んだこと、身についたこと、考えたこと、習慣づい

たことをまとめると、壁面抵抗や潜り跳水、横越流、地下水、相似則など数多くの水理学を

学んだ。当たり前ではあるが、水理学の勉学として学力が自分自身にしっかり身についた。

特に、水理学について考えたこととしては、講義の中で紹介された横浜駅付近の河川である

横越流であった。私は、幼い頃から横浜市に住んでおり、今でもベイクウォーターに行くこ

とが多いため、毎回歩きながら河川を眺めることが習慣となり、河川が濁っており、汚いな

と思っております。しかし、自分自身ではそれよりも安田先生の水理学に関する以外の言葉

に感銘を受けた。就職活動や社会の厳しさなどを言葉で学生を奮い立たせてくださいまし

た。非常に感謝しております。これから、社会に飛び込んでいき、生き抜くための知恵を学

び、身につかせて頂きました。自分自身は、今現在 4 年生のため、このコロナ禍で就職活動

を行なっています。公務員試験は不合格になってしまい、大変厳しい状況が続いております。

そのような中でも、言い訳せず、少しずつ前に進んでいきたいと思いました。 
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 ビジュアルスタディ水理を通して学んだことは、生物や地形など自然的なものをきちん

と考慮しなくてはならないということだ。水理学 I,II では実務的な内容ではなかったので

ひたすら計算をする印象が強かったが、ビジュアルスタディ水理では水理計算だけではな

く、魚道を設け、水理実験を行う場合でも生物が関わってくるときは原型実験するなど多く

の場面で、考慮しなくてはならないということがとても大切だということを学んだ。またそ

のことから、水理現象や水理施設が今までより身近に感じることができ、ニュースで水害や

河川や魚道が映ったり、その他の番組で減勢工や段落部が映ったりすると今までより関心

を持つこともつようになった。そして、なぜそのような構造になっているにか・なぜそのよ

うな現象が起こったのかを考えるようになった。これはビジュアルスタディ水理を受講し

て身についたことと習慣づいたことにあげられる。このように関心が広げられ、そのことに

ついて考えることができるようになったことが受講して一番よかった点だ。他の科目で得

た知識でも同様のことが行えるように今後はしていきたい。 

 

 このビジュアルスタディを通して座学の面で学んだことも多くあるのですがビジュアル

スタディならではの現場で起こる実現象や人為的なものによる障害などが学びました。社

会に出たとき人のためになること以外にも環境を視野に入れ工夫を施していかなくてはい

けないと思いました。そのために、これからもっと土木以外にも広い分野で勉強をしたいと

再度思い考えることができました。近い目標は、夏休み自分が受験生の時より多くのことを

勉強したいと考えています。我流で勉強すると失敗する不安はありますが自分の思うよう

に初心に帰って勉強しようと思います。また、ビジュアルスタディ水理を通して動画を何度

も見て課題に取り組んでいたので他の授業でも分からない箇所は何度も見直して課題に取

り組む習慣がつきました。そのおかげで対面授業では理解できていなかったと思われる部

分が細かく理解できました。ですが、復習の時間がなかなかとれなかったので記憶できてい

るかが不安だなと思っています。 

 

 コロナの影響もあり、急遽決まったオンライン授業にもいち早く対応していただきあり

がとうございました。ビジュアルスタディ水理を通して、授業の内容はもちろんのこと新し

い授業形態、生活様式の中で行うオンライン授業で、自ら学び、理解を深めることができた

と思います。オンライン授業でのメリットデメリットは様々で、コロナ以前であれば、事前

に課題を行い授業中に友人と意見を交わし合うことで理解を深めるアクティブラーニング

があったのかも知れません。今までは友人らに気づかされることが多く、アクティブラーニ

ングのおかげで理解できていたことは否めません。しかし、こういった状況になってしまっ

た以上自分で理解を深めるしかありません。そのために授業及び授業録画を繰り返し聞い

て調べて理解を深めることを行い、これらを習慣づけることで友人に気づかされるに比重

がよっていた自分が自ら繰り返し見て学ぶことで自分での発見が多くなったことがこの授

業を通しての一番の成果だったのではないかと思います。もちろん友人らとの意見交換も

とても重要な事柄ですのでコロナが収束し、また対面で授業が行われることを切に願いま

す。ありがとうございました。 
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 第 1 回〜第 14 回を通して、式の証明、導出方法、言葉の意味などを多く理解することが

できた。その中でも自分自身がよく理解することができたのは、台形断面水路における漸変

流の水面形の計算方法の導出の仕方にダルシーワイズバッハ、Bernoulli の定理を利用して

導出して求めていくと分かった。他にも、分岐合流を有する場合などがある。狭頂堰、広頂

堰、長頂堰のそれぞれの定義の意味を知り、それぞれ流下能力が異なり、広頂堰または長頂

堰になる条件になる条件において、矩形堰と台形堰による違いがあると理解することがで

きた。潜り跳水の定義の意味、潜り跳水の流況について知り、ゲート前後に適用した 

Bernoulli の定理および潜り跳水の遷移区間に適用した運動量方程式から得られる関係性

について理解することができた。実際の構造物で、潜り跳水が形成されなくてはならない場

所はまだ数多くあると思うので、将来、潜り跳水が形成する場合、自分の知識を生かしたい。

今回のビジュアルスタディ水理を通して、今後の水理に関わる際、自分の習得した知識が活 

かせることができたら良いと思います。 

 

 ビジュアルスタディ水理を通して学んだことは、局所流の水面系の算定での考え方を学

んだ。具体的には突起を超えてゆく流れ、狭窄部を超えていく流れで水面の変化がどのよう

に起こっているのか、2 回の授業の中で詳しく解説して頂いたので理想流体で水面形を計

算した流れと、実際の水面形を比較してもそれほど大きな違いが出てこないことが学べた。

また堰を超えてゆく流れで越流水深に対して長かったり短かったりすると堰に変化がある

ことや堰の特徴によって流量係数の違いがあることが授業を通して学んだ。習慣づいたこ

ととしては、毎回授業後に行われる、授業まとめとレポート課題を通して、どのような内容

が問われているのか考えてそれぞれのレポートをまとめるのに最初は苦労しましたが、回

数を重ねていくうちに問われている内容を少しずつ理解することができました。また、添削

をみて自身の書いた内容とどこが違うのかを確認し理解につなげることができました。 

 

 ビジュアルスタディ水理の授業を通して、日本における河川環境に対する対策や堰やダム

などの落差構造物の役割などを学んで、近年の河川氾濫などの自然災害の問題について自

分で考えるようになりました。今、日本各地で発生している豪雨による河川氾濫が原因で、

甚大な被害が発生しており、授業で取り扱った横越流の水理の内容より調整池、調節池、横

越流堰を設置して、流量調整、流量分配といった未然の対策が今後,河川氾濫を防止するに

あたって重要であると自分は考えました。また、今回のオンライン授業で、レポート課題を

行なうにあたって、わからない点は積極的に自分で書籍などを用いて調べるといった自己

学習の習慣の大切さを学ぶことができました。この自分で考えることが、河川氾濫などの自

然災害を守る土木技術者として生きていく上で大切な考え方だと自分はこのビジュアルス

タディ水理の授業を通して本気で思いました。 
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 自分は授業を通して、これまでの授業では、内容を理解することだけに対して重点をおい

た受け方をしてきました。しかし、そこで留まらずより深く理解をし、自分のものと出来る

ようになる必要性を感じるようになったために些細なことでもいいので自分の中で疑問を

もつことができるようにするにはどうしたらよいのかを考えるようになりました。また、昨

年までと比べて自ら調べ、様々な資料を読む機会が増え、疑問をもった事に関してはすぐに

調べる習慣がついたと思います。自分が既に理解していることであれ、調べることはより深

い理解へとつながる事を学ぶことが出来ました。さらに、レポートを書く際や自分自身で採

点、修正を行う中で自分が伝えたいことが自分以外の人に伝わるようにするため、明確で簡

潔な文章で論理立てて書くことが出来ているかを以前より強く意識して考え、記述をする

ようになりました。その他にも、ある物事について考える際には 1 つの視点からのみで判

断することなく、他の視点からも物事を考えることが重要であることを学びました。 

 

 従来の減勢工ではブロックを河床に設置する事で、下流側に大きな負担がかからないよ

うにしていたが、跳水現象の影響により下流側の方から崩れてしまいブロックが不当沈下

を起こし下流に流されるといった問題が起きてしまう。原因として河床の底面に沿って速

い水の流れが下流側まで続いてしまう事が挙げられる。この問題を解決する方法として 

1/10 の勾配の傾斜面状に礫を石組みしたものを落差部下流側に設置する方法があることが

分かった。石組みによって主流が河床から水面に向かう流れに変更することで、河床低下を

防ぐことが出来る。しかし、横断方向にほぼ同じ高さで設置されているため、高さが異なっ

てしまうと壁近くで速い流れが発生してしまう。射流から常流に変異するときに跳水が局

部的に形成されてしまう。そのため、石組み下流端から凹凸のあるコンクリートブロックの

設置によって解決をしている。この時の設置する長さとして落差高さの 15 倍の区間で 1/10 

の勾配の石組み斜路と凹凸コンクリートブロックを設置する事学んだ。経済的な観点を考

慮すると、礫を多く使用すると費用が高くなってしまうため、斜路の勾配を 1/15-1/20 に

することで費用削減につながることも学べた。 

 

 私は今春休みから実家である山形に帰っているのですが、一人暮らしをしている東京と

は違い、周りが自然に囲まれ、川や堤防が多くあります。そのため本授業を通して学んでき

た増水した際にどのように水が川を流れるのかを考えたり、様々な堰やダムなどの水流を

制御する施設を実際に見たりし、普段よりも周りを見るようになりました。また、先日 50

年に 1 度といわれる局所的な大雨があり、増水に伴って普段の流れとは違う流れを見るこ

とができましたが、普段考えていた増水した際の流れとは規模が違い自然災害を考えての

設計は難しいものだと改めて感じました。また、毎回渡されていた課題ですが問いに対して

の答えに限らず、自分のレポートを作る課題によって改めて問題について考えるという力

がついたと思います。本授業で多くのことを学びましたが、既に使用された物だけでなく安

田先生のように自分で作ったり考えたりすることも大切であると思いました。 
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 今期の授業はコロナの影響によって前の年とは大きく異なる形での授業でした。そのた

め、授業の受け方が変わって、個人的には時間の使い方などが大きく変わりました。ビジュ

アルスタディ水理の授業ではズームの授業だけでなく録画した動画を残してもらえたので、

課題やまとめを行う際に何回も確認することが出来ました。それによって授業の内容をよ

り理解することができました。今回の授業内容では実際の現象と模型の実験の対比が多く

の場所で出てきて、大きなものを扱う際に試験として小さいものから考えて相似の考え方

を用いて、何か条件を付けて無視をする値を決めるなど様々な角度からものを考えること

が必要だと学びました。また、魚などの生物が関わる現象を考える際には実際の大きさで考

えるしかないこともこの授業で学ぶことが出来ました。自分の進路で生物を扱う計画を考

えることはあまりないかもしれないですが今回学んだことを活かして、施工などを行って

みたいなと思いました。 

 

 私は,ビジュアルスタディ水理の授業を通して、河川での現状と課題など実務的な視点で

学ぶことができたように思いました。また、昨年の水理学で学んだ内容と関連していたもの

も多かったため、改めて以前の内容を確認、復習しながら授業に取り組むことで、水理学の

内容の理解を深め、水理学とビジュアルスタディ水理の関係性も把握しながら取り組めた

ように思う。レポート課題の取り組み方として、ただ答えを訂正するだけでなく、自分の間

違っていた点や理解が足りてない点を明確にし、どのように間違っていたかなど改めて考

え方を確認することが身に付いてきたように思います。また、オンラインでの授業となり今

までとは環境が違いましたが、一回の授業では理解できなかったことなども授業動画や参

考資料を繰り返し見ることで理解を深めていくという、状況にあわせた取り組み方も身に

付いたように思いました。 

 

 ビジュアルスタディ水理前半では河道断面を計画・設計するために必要な能力を身に付

けるために粒度 分布・代表粒径・河床の礫の構成や礫床河川の漸変流の水面形の推定によ

って相当粗度および粗度係 数の設定の重要性について学び実務で必要な判断能力を身に

付けることができた。そしてせきや床固工直下流部の跳水および潜り跳水の水理や水生生

物の生態系に配慮した減勢工を通して河川構造物を計画・設計する必要性、地下水の流れに

ついて、基本的な考え方を身に付けることで河川構造物を計画・設計するために必要な判断

能力を身に付けることができた後半では実験資料や実験動画を用いた流れの相似則を含む

水理模型実験に関する模型と原型との関係を学び模型実験結果の適用とその取扱いについ

て学ぶことによって河道整備・ 河川構造物を計画・設計するために必要な判断能力を身に

付けることできた。ビジュアルスタディ水理では今まで水理学 I などで学んだ Bernoulli 

の定理や運動量方程式などを身につけた上で考えることで理解し解くことができ、間違っ

た知識をレポートという形で学ぶことで正しい知識へとなりました。 
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 私がビジュアルスタディ水理を通して習慣づいたことは、現象をイメージすること、話の

中のポイントになると感じたキーワードをメモすることである。授業で多くの写真と動画

を見させていただき、すぐイメージできる現象については習ったことを納得することが速

く、現象がイメージしづらいことに対しては、納得するのに時間がかかったと感じた。この

ことから、現象をイメージすることの大切さに改めて気づき、どの授業においても、日常生

活でもどんな状況なのかをイメージするようになった。また、私は話の要点を捉えることに

苦手意識を持っており、説明のすべてをメモしようとする傾向がある。授業を通して、ポイ

ントとなると感じたキーワードのみをメモし、答え合わせの際にそのキーワードが入って

いるかを確認するなどして、ポイントをつかむ練習を行った。それによって、話の中のポイ

ントとなると感じたキーワードのみをメモする習慣がついたと感じる。しかし、要点を捉え

ることは今も苦手であると感じているため、これからもこの習慣を続けていきたいと思っ

た。 

 

 本講義を通して私は、論理的な説明の仕方を学びました。本講義で用いられる方法は、自

分が間違えたものを自分で訂正することで、どのような考えが至らなかったのかを自身の

解答を訂正しながら気づくことができる仕組みとなっていて、良い勉強法だと感じました。

私は最初、授業まとめが苦手でした。人に要領よくまとまった内容を伝えるという課題に対

し、まとめ方、伝え方といった点で、その方法が理解できていなかったためかと思われます。

しかし講義内容が進んでいくにつれ、間違いの訂正をしていく中で私は、まとめて伝えるに

は順序だてて進めていくことが、重要だと気付きました。そしてそのためには、講義内で回

ごとにどのような流れで説明をしているのか、その前の講義と関係はあるのかなどに注意

して聞くようになったと思います。そのことにより、前半に比べ、後半の講義では再生動画

を見返す回数が減ったように感じました。今後も人の話を聞くときに話の流れを理解し、頭

の中でまとめることを意識していきたいと思います。 

 

ビジュアルスタディ水理の授業を通して、何回かごとにまとめのレポートを作成するこ

とで復習する習慣が身に付き、以前学んだこととその時学んでいることとの関係性を考え、

さらに次に学ぶ内容を見ることで大きく流れを捉えることができた。その習慣性を他の授

業にも応用することができた。昨年学んだ水理学の授業を基礎とした応用の内容であるビ

ジュアルスタディ水理は苦労した点も今までより多く、考える時間が多くなった。しかし、

考える時間が多くなると自然と内容の理解につながり具体的な学びが可能になった。内容

を知り、計算式を覚え、それがどのような場合に利用できるのかを考えた。この授業で学ん

だ内容は水理学の基礎から応用であるが、さらにそれらを仕事に活かすための姿勢も学ぶ

ことができた。仕事で役に立つための基礎を学ぶことができたと強く思った。 
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 分岐合流の水理計算、河川の壁面抵抗を評価するために Strickler 式の使い方、台形 

断面水路における水面形、粗度係数と相当粗度との関係、狭窄と突起での水面形、減勢工の

機能について、跳水式減勢工の課題とその改善例を学びました。開水路急変部の流れ、局所

流などの水理学的にの取り扱いについて勉強しました。または刃形堰，狭頂堰，広頂堰，落

差構造物により流量を調整できること。せきや床固工直下流部の減勢工の考え方。潜り跳水

上・下流端によりの不安定な流れとその課題とその課題の対策について学びました。河通・

開水路次元解析の考え方。無次元化の重要性と次元解析の基本的な考え方。無次元化の重要

性と次元解析の基本的な考え方を勉強した上でπ定理による次元解析について解析方法学

びました。今まで、以上のような身近なものの水理学的の考え方を教えていただきました。

以上のことにより、環境状況による改善方法は異なることがわかって、状況を考えた上で改

善を提案するのは重要なことが得ました。 

 

 私はこのビジュアルスタディ水理を通じてより水理学というものを考えさせられました。

水理学の分野はほかの分野と比較しても特に難しいイメージが私の中にもあり、そのせい

か安田先生が仰っていたように河川構造物の設置一つをとっても本当にほかの生物のこと

を理解し、環境に配慮しつつ構造物を造れる技術者が少なくしっかりとした役目を果たす

ことのできていない河川構造物があるという事を知りました。私たち技術者になるかもし

れない者たちが特にこれから求められるものは環境や生物と共存できる技術でありその分

野は水理学だけでなくほかの分野の技術者になる者たちにも求められているものだという

事を学びました。私自身これからどのような技術者になれるかわかりませんがどのような

分野に行っても自身のできるところから生物や自然環境に配慮したものを生み出せるよう

な技術者に成長していきたいと考えています。 

 

 私は今回のビジュアルスタディ水理で、自分で考える力がより一層養われました。安田先

生の授業では以前は講義の後にアクティブラーニングを周りの人と協力して授業内に課題

を提出する形でしたが、今回は周りとは相談できず、1 人で取り組みざるおえない状況にな

りました。そこで自分は、普段の授業で少し周りに助けられていたことをとても痛感しまし

た。周りを頼れない環境だからこそ、今まで以上に先生の講義を真剣に聞き、分からないこ

とがあったら講義や教科書を何回も見直して自分で考えました。自分 1 人で授業を受ける

環境だからこそより 1 人で考える力が身につきました。水理学 I・水理学 II より理論的解

釈することが難しい内容でしたが、解析方法を学ぶことが出来ました。私は先生の講義を何

度も見直すことや提出期限やレポートの細かい指示などの内容を漏らさず聞くなどの人に

頼らず自分の力でするなどの社会人として当たり前のことをこの現在の環境と安田先生の

授業を通して習慣づきました。 
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 ビジュアルスタディ水理の授業を通して、まず予習復習をするという事を習慣づけるこ

とができた。コロナ禍で web 授業が中心になり怠惰になりやすい環境の中で計画的に学習

することができた。また普段の授業よりも web での授業で 30 分ほどの授業だったためよ

り効率的にまた何度も見返せるというところが自分にとって今まで授業をもう一度聞き返

したいと感じていたことが多かったのでとても学習しやすい環境であった。また、ビジュア

ルスタディ水理の授業を通して今までの水理学を通して学んでいた事をより実践的な場面

で活用することができるという事を感じた。実際に水理学が使われている現場を思い浮か

べることができてこれまでよりも興味をもって取り組むことができた。それと同時に自分

が水理学の仕事をこの先、すると考えたときにそういうレベルには到底達していないとい

う事を再確認し来年から建設業に就くものとして大きな焦りを感じた。社会にでたときに

水理学を扱う可能性は高いとインターンを通して感じたため、これからの期間できるだけ

の知識を身に着けたいと感じた。 

 

 ビジュアルスタディ水理では、水理学 I,II で学んだ基本的な部分ではなく、より実務的な

内容を勉強する良い機会となった。机上の中で考えるのではなく、現象を見て、把握して考

えることが大事なのだと実感した。例えば、二年の時に習った漸変流は限られた形での推定

しか行わなかったが、河川等では矩形断面でないことが一般的なため、そのような場合には

どのように考えれば良いのかを知ることができた。どういうふうに問題点を捉え、どのよう

な対策がとれるのかを考えられることは今の社会で必要な能力の一つだと思っている。そ

のためには既存の資料から要点をピックアップしまとめられるということが 1 つのポイン

トとなる。この授業の課題はそれに沿ったものであり、非常に勉強になった。 

 

私がビジュアルスタディ水理を通して、身についたことは、人が話している事をメモに書

き留める事です。今回のビジュアルスタディ水理の授業では、Zoom でのオンライン授業を

安田先生が後で見返すことができるように、CST ポータルⅡにアップしてくださいました。

初めの頃は、4 割程度の内容しか書けておらず、今まで自分がいかに疎かにしてきたのかを

実感しました。しかし、授業回数が増えていくうちに、少しずつ書けるようになり、8 割以

上の内容が書けており、授業の内容をメモに書き留める事が身についたと実感しました。  

今回のビジュアルスタディ水理の授業では、今まで学んできた水理学よりもより実践的な

事を学んだと思いました。例えば、潜り込み跳水が形成されると、遊泳魚や底成魚などが下

流から逆上するのを妨げてしまい、迷い込んでしまう。その対策として、バッフルを用いて

流れを安定させるという手段がある。このように、実現象に対して、どのような対策がある

のかを学ぶことができました。 
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 次元解析と相似則では、水理現象には解析的に解決つかない問題が多く存在し、この場合、

実験的に現象解明するための方法および模型と原型とが力学的に相似であるための条件に

ついて学んだ。減勢工の分野ではエネルギー減勢構造物の水理設計を適切に行うために減

勢池およびその下流側の流況をしることが重要だと学んだ。また、ダム,堰,落差工などの水

理構造物周辺の流況に関する情報は河川に生息する水生生物の生態系の保全、河川環境に

関わる景観等の改良にも役立つものだと知ることができた。地下水での分野では、地下水が

地層、岩の空隙や割れ目に存在し、それが静止している状態か、流れているのかいずれかで

あると理解した。また、地下水は地形や地質および構造物などの影響を受け、様々な流動状

態となる。その地下水の流れについて学んだ。突起、狭窄部を越える流れの水面形の概形を

考察するためには突起上流部と突起状の任意の断面,狭窄部上流部と狭窄部の任意の断面と

でベルヌーイの定理を適用することを学んだ。 

 

オンラインでのビジュアルスタディ水理学を通して、授業の内容はもちろん、取り組み 

方についても改善することができた。まず、実際に現地に行ったりすることはできなかった

が、模型の写真や作業中の写真を通して今自分が学んでいることが現実でどのように役に

立つのかという点が今までよりもより明確にすることができ、自分の勉強に対する向上心

につなげることができた。次に毎週のレポート課題とその添削により、オンラインで学んだ

ことを実際に自分の文字に起こすことによって、授業でインプットしたものを課題でアウ

トプットするという習慣が身についた。初めは解答資料が全て正しいことが書いてあると

油断して、理解する前に勝手に受け入れるようになってしまっていたが、解答資料の中身が

全て正しいわけではないということを知ることで、添削時も今まで以上に注意深く資料に

目を通すようになり、また、何が正しいかを知るために何度も録画した映像を視聴するとい

う習慣が身についた。最後にコロナの影響で今まで体験したことないような授業形態にな

り、初めは戸惑ったが、徐々に取り組み方も理解していき、最終的には本来の授業形態より

も長い時間を勉強に費やすことができるようになった。このことから、変化に適応する能力

についても自分で試行錯誤し、身につけることができたと感じた。 

 

私はビジュアルスタディ水理を通して、今まで安田先生の授業では、アクティブラーニン

グでグループを作り、数人で話し合い、考えて課題に取り組んでいましたが、今回は新型コ

ロナウイルスの影響で、一人で行うことが多かったため、今までグループの人に助けられて

いたことに気が付きました。グループでの話し合い、考えの出し合いが、いかに大切かを学

びました。一人で取り組んでいた分、問われている課題に対して、どのような解答すれば良

いのか、何が求められているのか、一人で考える力がより身についたと感じました。また、

一人で考えて解答したものが、どれだけ足りていなくて、どれだけ間違えているか、授業内

容に対しての理解や考える力の足りなさに気づかされました。今回の授業は動画として残

されていたため、繰り返し視聴し、聞き逃したところを何度も見直すことで復習になり、復

習することをより習慣づけることができました。半年間ありがとうございました。 
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今季のビジュアルスタディ水理で最も身についたこと,考えさせられたことは,何よりリ

モートで行われる授業への取り組み方である。ビジュアルスタディ水理の講義で取り扱わ

れた内容は実際の現場で行われている技術など我々がこの大学で習ってきたことがどのよ

うに扱われているのかをより具体的に知ることができた。どれも将来土木技術者として生

きていく人にとっては知らなくてはいけない内容である。しかし、今季は新型コロナウイル

スの影響により対面ではなくリモートで行われることになったことにより、学生の授業へ

の取り組み方は個人差が大きく出たと私は思う。資料の内容を事前に理解し、分からないと

ころをメールで先生に聞くものもいれば、動画を流しながら他のことをしていたものもい

ただろう。この授業がなんのために行われているか、その意味を理解し、どこまで自分の力

にできるかで人によって大きく知識に差が出る。この非常事態の前期期間中はある意味で

は束縛の少ない環境で勉強することのできる期間だった。しかしその反面、誘惑が多く個々

の学問への取り組み方の本質が見られたと思う。この状況がいつまで続くかはわからない

が、対面授業と同様に常に“考えて“日々を過ごすべきだと考えた。 

 

 ビジュアルスタディ水理を通して、実際の河川における計算を以前より考えることがで

きるようになった。河川は常に一定の条件であるわけではないので、地形や環境を考慮しな

ければならない。また、実際の河川構造物である跳水式減勢工において、現在のままだと河

床へ悪影響があり、粗礫斜路を含めた設計の改善を行う必要がある。このような設計に触れ

る授業を通して、実際の河川の中でもいまだに問題のある構造物や設計の考え方が残って

いることを学んだ。河川だけに言えることではないが、土木構造物の設計については、機能

性や施工性だけでなく、自然のことも考えて行わないといけないことを理解できた。このと

き、最善のものを必ず作れるわけではなく、施工性にも配慮してある程度の譲歩が必要とな

る。今後、就活やその後の自分の仕事の中で設計に関わらないことはないので、これからも

自然に対しての考え方をさらに学び、さらに設計に関する能力を伸ばしていきたいと考え

ている。 

 

 ビジュアルスタディ水理の学習を通して身についたことは、河川の実現象を捉える際に

理論的なことだけでは限界がありその為に実験が大事になるということです。また、考えた

ことは、2 学年で学年した基本的な水理学 1,2 より実現象に近い事例について頭の中で考

えるようになりました。実験で得られたデータから従来から言われていることを丸暗記す

るだけでは河川の河床低下など河川環境の保全に厳しく、地下水の流れも乱流になればダ

ルシ―の法則は使えず丸暗記が通用しないことを学びました。これからは、そのことに注意

しながら学習を進めたいと思います。流れの相似則を学習した時には、模型実験を行う際の

フルード数、レイノルズ数の関係を知り具体的に実験について身につけることが出来まし

た。また、第 13、14 回で習った内容が自分の中で曖昧なので水理学の参考書、や他の科目

で理解を進めたいと思いました。 
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 ビジュアルスタディ水理では、水理現象について水生生物も考慮して実現象を理論的に

検討するための解析方法について学修した。第 1 回では水理学 II でも触れていたため広長

方形断面以外の水路における漸変流の水面形の解析方法についての理解を深めることがで

きた。第 6 回と第 7 回では落差構造物の放流によって生じる河床洗堀や河床低下の防止対

策について、従来の考え方は、床固工を用いて河床を保護して勾配が急なところは緩くして

水勢を抑制していたが、新たな試みとして、高速流を底面ではなく水面の方に上昇させるこ

とで河床洗堀や河床低下の防止対策を行うべきだと学修した。第 12 回と第 14 回では原型

を模型規模で実験を行うために用いるフルードの相似則とレイノルズの相似則の適用方法

や、模型実験を行う場合の流量と流速は原型の何分の 1 スケールで考えればよいかを力学

的な相似から解明すべきだと学修した。 

 

 ビジュアルスタディ水理の授業を通して学んだことは、漸変流の水面形、河川の形態によ

る抵抗評価の考え方、開水路中の突起を超える流れや狭窄部における流れ、堰を越える流れ

の特性について学びました。この分野では水面計の算定、推定方法、堰によっての特性の違

いについて学びました。その他には減勢工について学び、授業で模型実験の画像や表を見な

がら自分の中でダムをイメージしながら減勢工の役割やその課題について理解した。跳水

式減勢工の機能、これからの課題、潜り跳水について学びそれらにおいても画像を参考にイ

メージしやすく学んだことが実際にどのように私たちの生活に活用されるのかを授業を通

して考える事ができた。最後にこの授業を通して身についたこと、習慣づいた事は授業を聞

き自分の頭で整理しレポート用紙一枚に収まるようにわかりやすくまとめ、参考資料を基

に添削し間違った解釈の所は訂正するという作業がこの授業で身につき習慣づいた事で今

まで以上に授業の理解が深まった。他の授業においてもこの方式でやっていこうと思う。 

 

水理学の講義では、知識や定義を理解し、現象などを分かりやすく説明出来るかに自分自

身重きを置いて学んで来ました。一方で、ビジュアルスタディ水理では、水理学の講義を通

して学んできた基本的な知識や定義、現象などが実務的、専門的な観点から、実際にどのよ

うな場面でそれらが利用されていて、どのような水理的な効果をもたらすのかといった具

体的なことに触れることが出来ました。また、河川構造物に対する工学的な観点から、解析

等を用いて機能や目的、対策などを学ぶことが出来ました。このように、自分の水理分野に

対する知識、見方、考え方の幅は、確実に広がったと感じました。実際に写真や映像、グラ

フなどを見ることで、理解は深まりましたし、そこから推測し、考える力を養うことが出来

ました。また、現在の現場での仕事、工法、対策などを知ることができ、自分が社会に出て、

土木の仕事を行う上で必ずこのような知識が生きてくると思い勉強になりました。また、レ

ポート課題を通して、考える力、推測する力、いかに文章を簡潔に分かりやすくまとめ、説

明する力が身についたと思いました。 
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 自分がビジュアルスタディ水理の授業を受け身に付いたと思うことは、落差構造物から

の流れの勢いを構造物下流側の河道に局所洗堀および河床低下につながらないように、減

勢させるために設けられる減勢工についてである.主に利用される現象は跳水現象であり、

流量変化に伴う落差構造物下流側の下流水位の変化に対して跳水の位置が安定されるため

には、段落ち部で潜り込み流れを形成させるようにすると有効である。一方では潜り込み流

れが形成されると主流が底面近くに沿ってしまうので、河床浸食対策が必要になり、落差構

造物からの流れと合わせて礫が落下するため、水叩きの設置が必要不可欠と、必要なものも

多い。また、射流区間では水叩き、跳水形成区間では護床工が設置されており実験的に検討

され減勢が見られている。しかし、surface jet flow が形成された場合でも側岸浸食が生じ

ないように壁近くで流速を軽減できる工夫が求められ、課題も残されているということを

学んだ。 

 

 一番身についたことしては、資料を読む力です。毎回の課題を行う上で再生動画や資料は

手放せないものであり、どれだけ読み込めるかで課題の出来にも大きく関係してくる。特に、

今回の前期は校舎に入れず、ネットでのオンライン授業だったのでいつもでは聞き返すこ

とのできない授業の映像が何度でも視聴できることは本当によかった。それによって、普通

の課題よりも時間はかかりましたが、また一つできるが増えた気がします。また、時間のな

い中どうにかこうにか時間造って課題に取り組むことは、一つ経験になった。ほとんどの授

業で課題が出て、いつもは課題の出ない授業でも、課題が出るものだから、中々に大変でし

たが、計画性のない私ですが、なんとか期限までに提出できるように、一つずつ課題をこな

せるように、確実に行いました。こんなご時世で、初めてづくしでしたが、前期受講しきれ

てよかったです。 

 

 私が本講義を通し最も身についたことは、自分で考える。他力本願な授業態度ではなくな

った。というのが一番大きいと思います。今期の講義はすべての講義がオンラインで行われ

ているため、すべて自分の力で解決せねばならない環境に強制的になりました。そのため添

削なども自分で行う講義スタイルは自分で考え、形にするということを実践でき、相談等も

できないため自分で参考資料をあさり、調べる癖がつきました。また今まで数式のみで意識

していたものの流れを本講義ではどのように実世界で活用されているのかを理解できる講

義でした。また自分の知った情報をどのようにアウトプットするのか等にも意識をしなが

ら学習に取り組めたと思います。最後に地盤で学習したこと等も水理学という分野で出て

きました、やはりそのゼミだからなどといった理由で学習分野を狭めることなく横断的な

視野を持って学習に取り組むということを常に意識して今後も学習に励みたいと思います。 
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 ビジュアルスタディ水理の全 15 回にわたる講義を通して、学んだこと、身についたこと

は 2 つあります．1 つ目は、自分で考えることの重要性についてです。2 年生の時は、分か

らないことがあったら友人や先生にすぐに質問していました。もしくはそういうものであ

る、と言い聞かせて強行突破していました。しかし、3 年生になって、自分で考えるという

ことを徹底して課題に取り組ことで、学んだことが自分に染みつきやすくなったと感じま

した。また、自分の中にある知識と結びつきやすくなったと感じました。2 つ目は、課題に

おいての表現の仕方についてです。どのように書いたら相手にも自分にも分かりやすく伝

わるだろうという意識をもって課題に臨むようになりました。さらに解答を吟味して、言葉

の言い回しや表現の仕方を吸収しようと努めました。これは課題だけでなく、会話にも応用

できるなと感じました。以上 2 つのことがビジュアルスタディ水理を通して学び、身につ

いたことです。前期の間、ご指導ありがとうございました。 

 

 自分は、この授業を通じて自分の力で考えることの大変さ、そしてそれ以上にその大切さ

を学びました。昨年度、履修させていただいた水理学の授業では友人とのアクティブラーニ

ングでより深い議論をして自分たちなりの答えを導いて先生に添削していただいていまし

た。個人だけでは出せなかった答えや導きもあり大変勉強になりました。ですが今年はオン

ラインでの実施ということで昨年度のようにはいかず、一人で取り組み圧倒的に考える時

間が増えたと思います。それが自分にとって良かったです。自分で何度も何度も考え直し、

先生から提示していただく資料、教科書を読み返して自分個人としての解答を出す。その行

為が理解していくうえでとても力になりましたし、たとえ間違っていてもそのことが正し

い解説の納得を助けてくれました。また、他の力学の授業はどれも計算し、式の導出がメイ

ンですがビジュアルスタディ水理は言葉で説明するものが多く人に伝える能力も身につい

たと考えます。 

 

 私はこの授業にかかわらず、安田先生の授業を通して、答えを考えて出すことが習慣とな

りました。私は先生の授業を 3 年間受け、水理学を中心とした知識や経験を学びました。そ

の中で、安田先生は「暗記せず、自分で考えて説明できるように」ということを仰っていま

した。最初はこのスタイルの授業を受けた経験がなく、とても困惑しました。しかし先生の

話を一言一句覚えるのではなく、自分の言葉でかみ砕いて理解するなど、自分で工夫をする

ことで、少しずつですが考えて理解し、相手に説明をすることができるようになりました。

2 年生の時は必要性がわかりませんでしたが、4 年生となり社会とかかわる機会が増えて

からは、とても大切なスキルだと思うようになりました。授業を通して、教えていただいた

安田先生に感謝しています。ありがとうございました。 
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 ビジュアルスタディ水理を通して、今まで学んだ,水理学や水理学演習では学べない内容

や、学んだ内容を用いて考えるなど、より深く水理について学ぶことができた。毎週の授業

を通して、水理のことだけでなく、Zoom などの利用の仕方、PDF の作成方法など、ほか

でも役に立つような自分が知らないことについても、改めてやる機会となり学ぶことがで

きた。コロナの影響もあり、難しい環境の中、新しくオンライン授業などで大変であったが、

そういった中でも,毎週の授業や課題など、家などでの学習時間や勉強の習慣化など、自分

が今まで足りていなかったことなどの発見や、それを受けて改善などを行うことができた

ので良かった。学校に通っての対面の授業ではなく、オンラインの授業であることによって、

授業を生で、オンラインで見るだけではなく、終わってからも再生動画によって何度も見る

ことができ,それにより,普段の授業ではできない何度も見ることで、より内容を理解するの

に時間をかけ学ぶことができた。 

 

 ビジュアルスタディ水理を通じて身についたことは、レポート課題をすることでより深

い理解を得ることができた。また、授業まとめでは授業の復習になり、後日にアップされた

授業の録画を見直すことでさらに理解を深めることができた。2 年生の水理学で学びきれな

かった水理現象を、このビジュアルスタディ水理で学べた。河床低下を引き起こさないよう

にするための方法について学び、その重要性について理解することができた。無次元化する

メリットと、無次元化する際の注意点についても学んだ。また、現在使われている工法だけ

ではなく新しい工法について学ぶことで、現在の工法の問題点がわかりそれの対処法につ

いて知ることができた。 

 

 ビジュアルスタディ水理の授業を通して、2 年生の時に受講した水理学 I,II の時と比べて

幅広い知見、水理現象が生じるメカニズムについて深く学ぶことができた。具体的には、こ

の授業では理論的な水理現象を見るだけではなく、そこで実際に生じる課題があることか

ら、それを解決するにはどのようにすべきかについて学ぶことができた。特に授業時に与え

られた過去の論文に目を通して、授業の課題を取り組んだためどのような解決策が提案さ

れているかについての知見を深めることができた.また解決策を提案するためには実現象の

メカニズムを知る必要があるため、実際の水理現象で生じる課題がどのようなメカニズム

で生じるかについても考える機会にもなった。加えて水理現象の理論値と実測値との違い

がなぜ生じるかについても考えることができ、このことから実測値との違いが生じる原因

を考えて実際の課題を考えていく必要があり、解決策を提案して実現象にアプローチする

ためには柔軟な思考と幅広い視野が必要であると学んだ。 
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水理学 I 演習を通して、水の流れや、基本原理などを感覚的に理解し、方程式の違いを

深く考えるようになりました。また水理学 I において、様々な項目を学習することで知識

はもちろん、アクティブラーニングで、自ら考えて、またどこが間違っていてどこが合って

いるかの判断や、ここが重要だから付けたそう、という自分なりに整理ができ、導出過程を

考えることで、より深く学ぶことができました。図を用いて説明することで、図を用いる際

の記号の説明の大切さ、図の形や縮尺から自分だけでなく相手にどう伝えたら伝わりやす

いかを考えるようになりました。 

授業まとめは、その日に学んだことが自分で見返した時にわかりやすく、自分で書いたまと

めが自分の学習の役に立っているというという実感が持てました。 

今回は zoom を使っての授業でしたが、zoom の映像が録画されていたので復習する際に

見返すことができました。水理学 I 演習では社会に出ても大切なことを多く学べたと思い

ます。 

 

 理論的な式を導出するとき、重要なことは導出の過程で、その過程の中で用いられる考え

方であること、次に必要なことがその導出された結果とそれをどう利用しているのか、既に

どのように利用されているのか学びました。これから土木技術者になるとして、公式を知っ

ていることは必要でけど、その式を導出できる力も必要で、実際の現場・仕事で公式が使え

ない場合には、どうなるかを自分で導かなければいけない。そのために公式を適用してよい

かどうか判断する力。公式が応用できるかどうかという応用力。そのために公式の理解が重

要になることを学びました。公式を理解するということは公式を導出するときに用いてい

る考え方が分かり、自分自身がその考え方を使えるということで、公式の誘導過程が理解で

きれば、公式を素直に適用できるかどうかも判断でき、応用することもできると分かりまし

た。 

今まで、高校などで習った公式は理解したのではなく、公式をただ覚えていたということを

この水理学Ⅰ演習で実感しました。 

 

水理学 I 演習(再)の授業を通じて水理学の知識だけではなく予習復習の取り組み方なども

学べたと考える。また、実際に土木工事でどのように水理学が使われているのかが分かった。

今期はコロナウイルスの影響でオンラインでの授業だったこともあり友達と相談しながら

考える機会が減り、自分自身で考え課題に取り組む時間が増えたと思う。課題に取り組む際

も授業内で聞き逃したところや理解できなかったところをオンデマンドの動画を見返して

自分で理解するように意識した。講義や講義資料、教科書、例題、解答例など様々な資料が

ある中で、自分で情報を整理できるよう様にする力が身についたと考える。また、ただ情報

を整理するだけではなく整理したことを一枚のレポートにまとめることが最初は苦労した

が後半は自分なりにまとめる力がついたと思う。今後も様々な場面で情報を整理しまとめ

自分の意見として発信できるよう心がけていきたい。 

水理学�演習を通して,考えたこと,学んだこと,身についたこと,習慣づいたことについ

て,A4 レポート 1 枚に 400 字程度にまとめて word で作成し pdf にして,8 月 3 日
(月)午後 1 時までに Google Classroom の指定された箇所に提出のこと.ただし,授業内容

の項目を列記して「・・について考えた,学んだ,身についた」などの記述は提出対象外とす

る. 
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水理学 I 演習(再)の授業を通して、2 年次で単位を取れなかったことを反省し、毎回の授

業を通して授業に対しての姿勢を見つめなおすことができた。毎回のレポート課題では、答

えが配信されるまでに教科書、配布資料を参考にして問題 1 つ 1 つの意図や法則、原理の

しくみを理解しながら解くことによって理解を深めることが出来た。2 年次での反省点を

考えたところ昨年の水理学 I 演習は計算で解く授業で、この問題はこの公式を使うと暗記

で解こうとしていた。これは問題を暗記していて、問題がどのような仕組みなのかを考えて

いなく社会に出て実際に現場等で活用できるかと言ったら全く意味のないことをしていた。

ですが、今回の水理学 I 演習(再)では毎回の授業、レポート課題を通して各回の重要ポイン

トや方程式、法則の過程、なぜその法則を使うかの適用概念を理解しながら取り組むことを

習慣づいた。課題をやったら終わりではなく、社会に出て活躍できる人材になるには日々復

習をしなければいけないので大学に通学できない今だからこそ将来のために日々勉強して

いきたいと思います。 

 

 水は人が生きていく中で必要不可欠なものであり、水の特徴を知ることは、人々が安全で

安心して暮らせる環境づくりである。水理学は水を使用する学問を学ぶための基本的な部

分であるため水理学演習 I を通して、基礎を学ぶことができた。普段は予習復習をやること

が少ないが、事前に資料の配布や毎回課題があるため、当たり前のことだが予習復習をする

習慣が身についた。また、この習慣を他の教科でも実践することができ一つ一つの教科に対

する意欲や向上心が上がった。アクティブラーニング課題レポートを行うことで、授業で学

んだことをすぐに体現できる環境が大いに自分のためになった。そして、他の授業では課題

を行い提出するだけだが、水理学 I 演習では自ら丸付けをすることで、どこがあっているの

か、間違っているのかを確認ができた。また、作成者の意図を把握することができた。今回

で学んだこと、身についたこと、習慣づいたことを忘れず今後に生かして、社会に出た時も

経験を Output していきたい。 

 

 今まで水理学はほかの教科に比べ難しく苦手意識がありました。しかし、今回の水理学 I
演習を通して日々予習復習をすることをしていなかったが、事前の配布資料や課題を出題

されているため毎週予習復習を欠かさず行う事が出来ました。特に単線管路やサイフォン

を有する単線管路は色々な形があるため、エネルギー線や動水勾配線の図示がとても困難

でした。だけど、レポート課題を行う事で私が授業で学んだ事をすぐに実践することができ

ました。また、課題を提出する前に解説が出るのであっているか間違っているか確認でき私

の足りていない部分を補うことできました。そして、工藤先生の発電所などの授業で学んだ

水理学をどのように活用しているのか、普段は授業での規模でしかわかることができない

が大規模な実践的なお話を聞く事ができて身に付きました。水理学は一つ一つ単語や文章

の流れの組み立てが大変で苦戦もしたが、習慣として行う事によって私の勉強に対する意

識が前向きになれました。 
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 2 年生の前期に初めて水理学 I を履修し単位を取得できなかった一番の原因は,イメージ

ができなかったことだと思いました。今,どのような水理状態について学んでいるのかがい

まいち理解できないまま,また理解しようという努力をしないまま終わってしまいました。

そのため,時間を惜しまず状況がイメージできるように努力しました。毎回の課題にあった

授業まとめを一番初めに取り組み,今回の授業の内容の理解を優先したことで授業内容の全

体像をつかむことができたと思います。さらに,今回はオンラインでの授業で慣れないとこ

ろもありましたが,逆にうまく活用することもできました。授業の動画を残して下さったお

かげで,何回も聞き直すことができより深い理解へとつながったと思います。また,自分で考

えるという習慣がついたと思います。人に頼ることも大切ですが,まずできる限り自分で考

えることで,どのような問題に対しても解き切る力が身につくと思いました。 

 

 前期を通して水理学 I 演習を受講して、私は水理学に対しての考え方が変わりました。私

は、ビジュアルスタディ水理の授業で前期はダムを作成していたため、今回の再履修の授業

に対して水理学をもっと詳しく理解したいと思っていました。2 年次の水理学で学んだ内

容をもう一度分かりやすく学べるため、教科書などを読み返し、理解を深めることに努めま

した。実際にダムを作成する際に、重要だと感じた分野が、実在流体の水理です。単語の名

前などは聞いたことがあっても、実際に計算して求める際には、全く式が出てこないことや、

そもそもなんの役割や効果があって求めるのかが、詳しく分からないことなど、自分的には

水理学で理解できていたと感じていた分野も、いざ実際に使うとなるとなにもできないと

いう、安田先生がおっしゃっていたテストのための勉強、分野の暗記に自分が知らないうち

に陥っていたということに気が付きました。そのため、授業中、講義中などで少しでも疑問

を持った箇所、引っかかった箇所はその場で調べ、自分なりに考え、理解をするということ

が身に付きました。前期に学んだ内容をこの長期休暇期間に復習をし、これからの学習に生

かして行きたいと思います。前期期間ありがとうございました。 

 

 水理学の授業を通じて考えて答えを導くことの大切さを知った。再履修の科目なので、講

義を受けるのは 2 回目だったのにも限らず、講義を受けると正しく説明できないことがた

くさんあった。この結果は 2 年生の時に聞いて講義を受けているだけであって考えて受け

てはいなかった結果だ。予習をしていないと講義を聞いてもどこがわからないのかがわか

らなく自分で考えることはできない。自分で考えないとその日にわかっていても数日たつ

と必ず忘れている。水理学 I の授業から予習をするからこそ、わからないことを初めて考え

て学ぶことができるのだと感じた。コロナの影響でオンデマンド授業となり講義を 2 回聞

くことが習慣になった。最初の講義ではわからなかったことが 2 回目の講義ではわかるよ

うになることを何度か体験した。これも 2 回わからなかった同じ箇所を講義を聞きながら

考えていた結果だ。今まで考えて講義を受けてきたことが少なかったため自分には考えて

答えを導く力が劣っている。これからの授業はいかに自分で考えながら受けていくことを

大切にすることで考えて答えを導く力を向上させていきたい。 
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 私が水理学 I 演習の授業を通して学んだことは、提示された課題について自分自身で深

く考えて、まとめるので粘ってあきらめずに解くことです。昨年までの授業では、アクティ

ブラーニング課題を数人の仲間と一緒に考えて行っていたのですが、今年は新型コロナウ

イルスの影響があってできない中で、理解するのも一苦労しました。また、昨年は公式をた

だ暗記しているだけで試験を受けて単位を落としてしまったのですが今年はレポート課題

を通して深く考えて理解していくことができました。安田先生がよく授業中にただ答えを

暗記するだけでは社会へ出た時に、自分で考えて問題に取り組まないと人に言われたこと

しかできない人間になるとおっしゃっていて、この期間を通してまさにその通りだと感じ

ました。考えることの粘り強さが身についたと自分で思っていて、まだ足りないと感じてい

るのでもっと向上していきたいと思います。最後になりますが、半年間授業をするのが難し

い中で工夫して行ってくださりありがとうございました。 

 

 水理学演習 I の授業ではオンラインが中心になってしまったにも関わらず、対面授業と

変わらず内容の濃い講義をしていただいたため 2 年前期で内容理解が浅かった単元や公

式も深めることができました。また授業動画を CST ポータルにアップしてくださったた

め、見返すことができセットで覚えてしまっていた語彙も参考資料とインターネットを使

用し再度調べ直すことができました。オンライン講義により予習、復習をする時間を増やす

ことができ一つの課題や公式の理解により多くの時間を割くことができました。レポート

課題の採点では安田先生の解説文を理解し自分が何を間違えているか、何があっているの

か言葉が違うだけで意味は合っているのかなど細かい箇所まで目を通す習慣を身につける

ことができました。細かい箇所まで目を通す習慣を身につけたことで社会に出てからの仕

事での作業を正確にこなすことができると考えられ、インターンシップ前の今の時期に履

修することができて幸いです。後期も引き続き中身ある授業展開をよろしくお願いします。 

 

 私は水理学 I 演習を通して水理学 I 演習についての知識はもちろんのこと、その他にも多

くのことを学ぶことが出来ました。まず 1 つ目として、定義や公式を暗記するだけではな

く意味や解き方などの根本的なことからしっかりと考えることが出来るということを学ぶ

ことが出来ました。また 2 つ目としては習慣づいたことなのですが、自分で解いたものを

自分で確認することが習慣づきました。他の教科などでも以前までは解いたらそのままと

いうことが多かったのですが、水理学 I 演習では自分で自己採点をするまでが課題であっ

たため他の教科でも見直しをすることや自己採点をすることが習慣づきました。3 つ目とし

ては、大切なことをレポート用紙 1 枚程度に簡潔にまとめる力を身に着けることが出来ま

した。レポート用紙 1 枚にまとめることは受け取った相手の時間短縮にもなるし、簡潔に

まとめられているため内容も理解しやすいのではないかと考えこれからの人生で必要とな

ってくる能力だと考え身に着けることが出来て良かったと考えております。以上のことに

ついて水理学 I 演習を通して学ぶことが出来ました。 
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 私はこの水理学 I 演習の単位を去年、落としているため、どこが理解していないのかな

どを考えながら授業を受けていました。去年同様、計算のやり方を覚えることに徹してしま

いそうになりましたが、基礎が重要だと改めて分かり、授業を受けていると相対的静止や支

配方程式、せん断応力の内容があまり理解できていないことに気づき、今回はこの 3 つの

ところを中心に理解していくことができたと思っています。その他にも私はプロジェクト

スタディでダムの設計を行う際に連続の式などの基礎的な計算をしてダムの設計をしてい

ることを学び、実務での活用方法などでこのようにして習ったことが使われていることを

知ることができました。そして、最近近所では水道管の交換工事などが行われていることが

多いので管路の水理の原理や計算方法を想像しながら見ていることがたまにあります。ビ

ジュアルスタディ水理でも水理学 I で学んだことが出てきたりしていたのでとても重要と

いう意識のもとで学ぶことができたと思っています。今後もその意識を忘れずに学んでい

きたいと考えています。 

 

 水理学 I 演習(再)の全体を通して学んだことは予習復習の重要度である。今回の水理学 I

演習での序盤の授業でも自分は難しく感じた。理解を深めるために、今回は再履修であった

自分は一年前に学んだ水理学 I の講義と演習の資料を少し見返してみた。すると、記憶に残

っている箇所が多くあり、次の授業での理解のスピードや深まりが段違いであった。この一

年前の復習兼今期の予習の習慣が今期の自分にとっては大きな成長であったと思う。また、

大学に通えていた時期に行っていたアクティブラーニングの必要性についても考えた。今

期の授業は対面授業が出来ず、アクティブラーニングも対面で行えないため他の人の考え

方などを共有することが以前と異なり、困難であると感じた。先生に質問することが一番正

確でベストな選択であることは間違いないが、質問も出てこないほど根本から分からない

時に昨年はアクティブラーニングにとても助けられた。今期ではそこにとても苦しみ、アク

ティブラーニングの必要性を改めて感じた。 

 

 私が水理学Ⅰ演習を学習して学んだことは、理解している内容を正しく展開をし、結果を

導出することです。課題では、何が原因でそうなるのか、なぜ検討する意味があるのかを正

しく書く必要がありましたが、私は初めだらだらと文を羅列していました。しかし、先生が

何かを説明するのに対して必要な情報を適切に展開し、不必要な情報は除くことが的確な

導出につながると仰っていたことを念頭にして課題を進めると分かることがありました。

自身が理解していることを伝えるために必要な情報はすべて書く必要があるということで

す。頭の中で理解していることも前提として記述しなければ正しく伝えることはできませ

ん。また、理解できなかった内容を参考書等で学習し、簡潔に言い換える習慣が身に付きま

した。水理学Ⅰ演習を通して、文字で説明する際に必要となるものの取捨選択、説明すべき

内容を十分に理解するための学習が必要だと考えました。今後学んだことを有用に活用で

きるように努力します。 
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 水理学 I 演習を通して、まず水理学の知識を学びました。問題に会ったとき(理論的な問

題だけでなく、生活の問題も含めて)、複数の考え方を用いて問題を解決することを身に着

けました。また、将来で社会人になるとき重要なことをお学びました。例えば、時間を守る、

上司から配布した任務は必ず時間を守って作業する、なぜかというと、土木工事は一人で作

業できる仕事ではないから、もし自分のせいで工事を進めないと罪人になる。そして、上司

から配布した任務について責任をもって作業すること、同僚とチ-ムなので連帯責任がある。

作業するとき分からないところがあれば必ず上司と同僚に聞いて、作業を進めます、もし黙

って、作業を止まったら、締め切り内に完成できなかったら、ほかの人に迷惑をかけるので、

絶対しないことを学びました。また、会議やミーティングなど上司と同僚を話したポイント

をメモすること、会議マナーは重要です。うわさを聞かない、自分の頭と目と耳で判断する

こと。最後,専門知識は大事ですが人として基本的なマナーも大事です。 

 

 水理学 I 演習の授業 15 回を通して、自ら考えることの大切さを学んだ。これは毎回の授

業の後に出される課題によって、様々な問題に対して授業の動画を何度も見返し、それでも

わからなければ教科書やインターネットを通して調べることで学べたことだと思う。毎回

の課題を自ら考えて取り組むことで、水理学についての理解をより深めることが出来たと

思う。また取り組んだものをやりっぱなしにするのではなく、自ら添削しどこが合っていて

どこが間違っていたのかを確認することの大切さも学ぶことが出来た。これは自ら考えて

取り組んだ課題に対して、参考資料をもとに自ら添削し評価することで身に付くことが出

来たと思う。この添削を通して自分が何を理解していて、何が理解出来ていないのか確認す

ることが出来たのでより水理学についての理解を深められたと思う。水理学演習で学ぶこ

とができ、身に付いた上記のことをこの授業だけではなくこれからの様々な授業でも実施

していきたいと思う。 

 

 水理学 I 演習を通して、管路の損失水頭は摩擦損失のほかに急拡部、急縮部、入口、出口

で、曲がり、漸拡部、分岐・合流での損失があることがわかり、損失水頭はエネルギー損失

を水頭で表したものということを再認識した。管路の水理設計として検討すべきこととし

て管径を算定する際に許容できる断面平均流速を考慮することを学び、動水勾配線から管

路内の圧力が大気圧より小さくなった場合、許容圧力より大きいことを確認するというこ

とを授業やレポート課題を通して理解することができた。実在流体の流体中の内部摩擦は、

層流の場合は粘性によって速度差が生じ、乱流の場合は粘性及び乱れによって速度差が生

じることがせん断応力τの式から理解することができた。実在流体の流水抵抗として流れ

の性質によって流体中の内部摩擦が異なり、その内部摩擦分布から流速分布系を求めるこ

とができる。その流速分布系から壁面摩擦抵抗を求めることができるということを講義や

資料から身についた。 
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 具体的に理解できた内容としましては、実務的な面で管路設計のとき管路内面の粗度係

数を将来の劣化を見込んで設定すること、また、断面平均流速を用いることで発生する、運

動量とエネルギーについての補正の考えについても理解することができた。 

今回、再履修を受けて二年生では理解できていなかった理論や解法ついて具体的に、把握し

理解することができた。友達間での対面で話し合う、課題を行うにあたってコロナの影響で

アクティブラーニングはできず一人で課題をこなしていたが、部分的には SNS を利用し、

電話をすることで協力して行うことができた。異常な現状の中、Zoom というツールを活用

して新しい授業の形を体験しました。対面授業であることで周りとのコミュニケーション

が取れてアクティブラーニングが成立していたものの,それができなくなって戸惑いました

が、いい機会だと思って頑張ることで、頼ることがなくなり自分で考える、行動することが

多くなり、自己の成長につながり機会を活用できて良かったのではないかなと思いました。 

 

 静水力学の分野では,水理学の基礎となる部分の SI 単位系、工学単位系の関わり合い、な

ぜ工学単位系の計算が必要であるのか、圧力についてはゲージ圧力、絶対圧力の関わり合い

について学び、条件により使い分けることを習慣づけました。また、理想流体の水理(粘性

を有さない)2 年前期の時には理解できなかった、連続の式、ベルヌーイの定理、運動量方程

式の導出の原理について、記号を説明に注意しながらレポートを書き、理解しました。実在

流体(粘性を有する)の水理に関しては,層流,乱流(滑面・粗面)の条件から、壁面摩擦抵抗係数、

レイノルズ数の関係性を理解し、せん断応力の分布については円管路の場合、層流の流速分

布は放物線系分布、乱流の場合は対数則分布となることを学んだ。また、管路の水理設計に

関して、特に考え、注意したことは管路の形状、条件から正しいエネルギー勾配戦,動水勾

配線を描くことです。例えば講義中、先生からご教授された、自由放流端を有する単線管路

の設計では放流する位置での動水勾配線は管路の中心に位置することなどが挙げられます。

またサイフォン現象はどういった条件なのかを理解し、安全になるかどうかを確認するた

めの算出方法を学びました。 

 

 式の表示をただ暗記するのではなく、理論を理解してその理論を実際に適用する際に、ど

のように仮定し、どのように計算するのかをしっかりと頭で考え導き出していかなければ

いけないと講義を通して感じた。例えば、SI 単位・重力単位は一般的に使用されているの

は SI 単位系であるが、古い図面などでは重力単位系の表記で記されていることがある。何

も考えずに SI 単位だと決めてしまうと表記が 1 ケタずれてしまい大変なことになる。様々

なエネルギーや運動量方程式を用いて水理設計を行う場合は、どの式がどの適用条件のな

かで使われるものなのかを最低限理解することが大事であると思った。また、解決すべき問

題に公式を素直に適用してもいいのか、それができない場合だったときにその公式を応用

して問題を解決できるのか、このあたりの判断も公式の誘導過程を理解することにより自

ずとできるようになってくると考えているため学習を怠らないようにしておきたい。 
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 1~5 回で静水力学について学び、全水圧の大きさは、分力の総和合力であることから求め

られ、全水圧の作用位置は Varignon の定理から求められる。これらを用いり、曲面に作用

する全水圧の水平成分の大きさは、曲面を水平に投影した鉛直面に作用する全水圧に等し

いことから求められ、微小面での水深分の液体の質量となることから鉛直成分が求まる。

7,8 回では理想流体の水理について学び、質量保存の法則に対応した連続の式と、エネルギ

ー保存の法則に対応したベルヌーイの定理を用いて、運動量方程式を求める。この概念は、

流出した運動量-流入する運動量=外力(質量+表面力)となる。10、11 回では実在流体の水理

について学び、実在流体において水路設計には、与えられた流量、水路材料、水路形状に対

して流速と圧力を評価する。残りの回で管路の水理について学び、管路の形状にもよるが水

を流す際周りの環境が変化した瞬間に損失水頭が生じ、連続の式とベルヌーイの定理より

流量が求まる。 

 

 水理学Ｉ演習を学んで、まず各講義を受けて感じたことは、専門的な分野で用いる際にも

かなり重要なことが含まれていることです。例えば、実際の水の流れを見ると、水は様々な

方向へと流れて、入り混じっていますが、それらの影響を無視するために理想流体として考

えることで、粘性や摩擦を無視することができるので、計算がしやすくなり、考えやすくな

ることが分かりました。家の付近にある小さな水路は、普段は水深が浅いのですが、雨が多

量に降ることで、水深が深くなり流速が上がるので、水深の深さと流速は密接な関係にある

のではないかと感じました。しかし、そう考えると河川や大きな水路では水深が深くなって

も、そこまで流速が速くなっている気がしなかったので、水深と水路の幅が流速に影響する

のだと分かりました。水理学で学んだ定常流は時間的に変化しない流れということは分か

っていましたが、具体的にどういった場合のことを説明しているのか分かりませんでした。

生活している中で蛇口を用いたときに、時間経過で流れの速度が変化しないことに気が付

き、水理学での学びも考えやすくなりました。 

 

 単線管路に関しては貯水池間を結ぶもの、自由放流端を有するもの、サイフォンを作用す

るものについて学び、エネルギー線と動水勾配線を示す際に入口での損失や急縮部、急拡部

の損失などを考える必要がありそのことから二つの線がどのような変化をするのかを学び

ました。今期の水理学 I 演習の毎週のレポート課題を行う際にはひとつの資料だけを参考

にするのではなく、配布された講義資料や例題参考資料、教科書など様々な資料を参考にし

て回答をするように意識してきました。貯水池間を単線円管路で接続する場合の管径と流

量を算定する際には式の羅列だけでなく検討過程を記述することで論理的に物事を順序立

てて考えることが出来ました。また、授業まとめでは自分だけでなく相手に見てもらうとい

う意識で行いました。社会に出た際にも会議の内容を A4 レポート 1 枚でまとめることが

あるとおっしゃっていたのでこの講義に限らず日々の講義をまとめる際にも習慣づけをし

たいと思っています。 
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 私が水理学 I 演習の授業を受けて学んだことは復習の大切さである。2 年生の時に同じ

授業を受けたが、レポート課題をしている時や授業を受けている時に忘れていることが

多々あった。今回はオンライン授業となり過去の授業動画を再生することができ、何度も授

業を受けることができた。しかし、本来は一度しか授業を受けることができないため授業中

にメモを取り、その後復習できるようにする必要がある。私がメモを取りながら授業を受け

た回は、メモを取らずに授業を受けた回よりもレポート課題を素早く進めることができ理

解していると実感した。このことで水理学演習だけでなく、ほかの授業でも授業中にメモを

取ることが習慣づいた。メモを取ることが習慣づいたことによって、苦手であった内部せん

断応力の分布や壁面せん断応力の表示を克服することができた。これからも授業中にメモ

を取ることを怠らず、得意分野をさらに得意にし苦手分野も克服していきたい。 

 

水理学 1 演習で学んだことはまず浮体の安定性についてです。浮体を傾かせた場合、重

心のみを考えると思っていましたが、実際はメタセンター(傾心)と重心との位置関係により

浮体の安定性を知ることができ、また浮体を傾ける前の浮心より浮体の重心が下方にある

場合には、常に復原力が作用し常に安定するという事を学びました。理想流体の水理では水

理学で最も使われる連続の式、Bernoulli の定理、運動方程式の基本原理、検査部、適用概

念や適用限界などを知ることにで、より理解が深まりそれらの式を習慣づけることができ

るようになりました。また実在流体では考慮すべき損失水頭(流れが定流の場合)が二つあり、

それは摩擦による損失水頭および局所流によって発生する渦による損失です。この二つの

損失水頭についても説明できるほど習慣づきました。管路の水理ではレポート課題でエネ

ルギー線および動水勾配線などの概形を自分で書き、その説明をすることによって、よりし

っかりと理解できました。 

 

 単位と圧力では、実務上においては過去の資料を参照にすることもあることから、近年使

われている LMT 系の単位だけではなく、LFT 系の単位も理解し、相互の単位換算ができ

る必要があり、土木は過去から学ぶことが大切であると考えた。また、浮体の安定では傾心

と重心の関係により、浮体の安定性を調べることで実務の際にケーソンなどを浮かべて運

ぶ時に、安全に運べることだけではなく経済性も視野に入れる必要があるため、浮体の安定

性を理解することが必要であり、土木技術者は理論上だけで答えを出すのでは無く、経済的

なことを考えるということが身についた。浮体の中の液体の有無でどちらの方が安定性が

低いのかという問題に対して、私は陸では重心は低い方が安定するという観点から液体が

入っている方が安定すると思っていたが、実際は浮体を傾けたときに浮体の重さの作用線

と浮体の中心線との交点とメタセンターとの距離が、浮体の中に液体がない場合と比べて、

小さくなることから、浮力と自重による復原力が小さく、液体がある方が安定性が低くなる。

この答えに対して私は確かに船に人が乗っている時と乗っていない時とを考えた場合には、

人がいない時の方が船は安定しているなと思い、実体験と結び付けて考えることによって

より深く理解することができた。 
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 水理学 I 演習で学べた点として、ベルヌーイの定理などの公式だけでなくその公式を算

出するための導出過程を知ることで様々な問題に対して利用しやすくすることができ、公

式を利用すると同時に導出過程を導きだすことが問題を解いていく上で重要であるという

ことである。そして、自主的に資料を自分で見て分かりやすく整理し、公式や計算式の最終

的に行き着く式にたどり着くまでの導出過程を考えて理解することで、使いやすくして問

題に組み込んで取り組むことを習慣づけることができた。また、問題の答え合わせを行い、

間違えた問題はどこをどう間違えたのか、何が足りなかったのかを考えて、その答えを解説

資料や教科書から読み取って理解するように意識することが習慣づけられた。出題された

問題に対して出題者がどのような方法や答えを求めているのかを正確にくみ取り、そのく

み取った考えを正確に示せているのかを考えられるようになった。 

 

 水理学 I 演習(再)を通して誤っていた理解を正しく理解できたうえに、去年の授業でわか

っていたこともより理解を深めることができた。特にそのことを感じたのは浮体の安定性

と、実在流体についてである。浮体の安定性について今までは浮体の中に水を入れると重心

が下がり復原力が大きくなり安定すると思っていたが間違った理解で授業を通して正しく

理解することができた。実在流体についても層流と乱流、滑面・粗面での摩擦などについて

曖昧だったが理解することができた。また支配方程式や係数などがどのような条件のもと、

どのように導出でき、どのようにして用いるのか、ただ式や値を暗記するのではなく、その

事象の流れを理論に基づいて理解したことで理解を深めることができた。そして複数の資

料を用いながら授業の内容を 1 枚にまとめ、理論立てて理解したことで社会人になるため

の準備にもなったと思う。この授業を通して学んだことをしっかり意識し今後に役立てて

いきたい。 

 

 水理学 I 演習(再履修)を通して、頭を通して考えて取り組む力を身に着けることができま

した。この授業では、ただ演習問題を解き理解するのではなく、自分の言葉で他人に上手く

伝えられるように文章でまとめることにより、より深く理解できるようになりました。また、

教科書や毎回の授業の資料以外にも本やインターネットなど、他の参考資料とも照らし合

わせながら取り組むことができました。このように、基礎知識について、学んだことにより、

実践的な応用力を身に着けることが出来たと思います。さらに、多数の例題演習問題に取り

組むことによって、現場で応用できる力に繋がったと思います。授業内容としては、理論的

な展開、仮定、補正の方法などを毎回の課題を通して理解することができたので、毎回の授

業に熱意をもって、取り組むことができました。これから始まる夏休みを有意義に過ごせる

ように、この授業で身に着けられた力を活かし、授業がなくても自分の習慣として勉学に取

り組めるような生活を送りたいです。 
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 配布して頂いた資料を写して理解する過程、自分でまとめて整理する過程を経てようや

く内容が身につくことを知って、今までの勉強法では内容を理解するのに足りなかったこ

とを学びました。今までの課題は授業中の資料のみで学習していましたが、今回の再履修を

通して教科書や去年の資料、インターネットで検索することで、今年の配布資料に書いてい

ること以外に知識を広げることが出来、各回の関連について特に意識して勉強する習慣が

身につきました。ほかの科目でも各回に完結して、切り離して勉強していましたが、前後の

つながりを意識して勉強することで起こっている現象を想像しながら工夫して理解するこ

とを心掛けました。また、解説後の実際にはどのように水理学が使われているかを聞いて、

土木は同じものを繰り返し作るのではなく、場所や状況によって変化する条件で最適な考

えを導き出さなければいけないところにやりがいや、現在学んでいる基礎がとても大切だ

と再認識しました。今回の再履修を受講したこと、三年生になり去年よりも一層勉強に対す

る姿勢を改めたことを忘れずに、夏休みの自習、後期の学習に役立てたいと思います。 

 

 水理学 I 演習を通して、静水力学は浮体の安定という項目があったが現実社会に置き換

えて考えてみると水の上の乗り物と置き換えることができる。その乗り物は重心や浮心の

位置によって安定・不安定・中立といえるのかを学んだ。その後の理想流体、実在流体の水

理、管路の水理においても、現実社会に置き換えてみると上下水道工事に最も必要なことで

あると考える。上下水道は管路を用いた事業である。すなわち、授業で学んだ連続の式、運

動方程式、摩擦に関することを考慮しなければ管路の設計ができない。完成したとしても経

済的にはすぐれないものやサイフォンになる場合があるのではないかと考える。以上のこ

とを踏まえて今まで行ってきた演習問題は社会に出て設計を行う上での重要な基礎作りで

あると考え、将来管路の設計に携わったときはこの授業を理屈から理解したことを思い出

し少しでも会社に貢献できるような人材になりたいと考えた。 

 

 水理学演習 I の最初の授業では単位と次元・静水中の圧力についての演習、その考え方

を知り、これから学ぶ水理学演習 I の内容は社会にどのように役立つかを授業動画及びレ

ポート課題によって学びました。そこから静水力学をあらゆる条件での計算及び考え方を 

Euler の平衡方程式や水理学 I で学んできたことなどを用いて解いてきました。それから

は理想流体の水理、実在流体の水理、管路の水理を公式や定理、条件を用いて解いてきまし

た。2 年で履修していた時の水理学演習 I では、ただ公式を覚え例題を解いているだけで

したが、それでは何も身についておらず、間違った理解を多くしていました。前期で水理学

演習 I を改めて履修して、ただ公式を覚え例題を解くだけではなく、定理の考え方、公式

への導き方を身に付けた上で例題や問題を解き手書きのレポート課題を行い自己添削する

ことでどこが違うのか、何が足りないかなどを学ぶことができ、正しい理解をすることでき

ました。 
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 私は水理学 I 演習の授業を通じて、水理学演習の授業は水理学の授業と同等に,各々の事

象や条件を考慮することが重要であり、その条件を踏まえたうえで導出された式を用いて

計算をすることで、より理解が深まるということを実感しました。演習の授業において、参

考資料を用いれば計算式を確認して問題を解くことはできますが、このような問題の解き

方では、自らの知識の発展につながらず、応用に活かすことができません。私は二年次にお

いて、式を覚えて計算問題を解く、という浅はかな思考で水理学演習の授業に挑んでいまし

た。しかし、その考えが根本的に間違っており、最終的に展開された式が重要なのではなく、

なぜこの式になるのか、という過程の段階の理解が最重要であるということを、安田先生の

授業を通じて再確認することができました。最後になりますが、今回の水理学 I 演習の授業

より得られた知識,および学習の仕方を、今後の土木工学総合演習やその先に活かしていく

所存でございます。前期の間、ありがとうございました。 

 

 私は水理学 I 演習を通して水理学とは何かと考えて、水理学とは流体の流れを理解する

のに必要なものだということがわかりました。私達の生活の中で水理学の知識は役に立っ

ており、なくてはならないものです。水の力やエネルギーをそれぞれ求めるためには計算を

用いらないといけません。計算するときには単位や定義や定理をしっかりと覚えておく必

要があるのですが私は覚えていませんでした。しかし、課題レポートを取り組む中で覚える

ことが出来ました。そのおかげで何度も取り組んで覚えることの大事さを学ぶことができ

ました。私は授業を通して特に連続の式や Bernoulli の定理を用いた計算の仕方を覚えて身

につけることができました。私は計算をして求めるのが苦手なので水理学で必要とされる

水の力やエネルギーを求める計算が困難でしたが授業の資料を見返し、大事なところをメ

モする習慣をつけて課題に取り組んで水理学について理解を深めることが出来ました。 

 

 水理学 I 演習を通して学び・身についたことは、2 年生時になんとなくこうだからという

うる覚えの暗記で単位を取得することが出来なかったことで、なんでこうなるかを理論的

に学ぼうとすることが出来た。そうすることで、2 年生時は理論と実験により出した数式な

どをなんとなくやっていたが理論ではこの仮定を用いているから補正が必要などを明確に

学ぶことができより理解が深まった。また課題レポートと授業の取りまとめを行う際に通

常では 1 回しか聞くことが出来ない授業を何度も見ることが出来たため、授業の取りまと

めでは大切なこと、重要なことをしっかりとまとめることが出来た。また課題レポートでは

2 年生時のアクティブラーニングでは良くできる人について行ってあまり考えてはいなか

ったが 1 人で学ぶオンライン授業では時間をかけわからない部分が明確となり様々な資料、

先生への質問等で自分 1 人の力でやることにより理解を深めることが出来た。 

 

 

 



13 
 

 第 1 回〜第 14 回を通して、式の証明、導出方法、言葉の意味などを多く理解すること

ができた。その中でも、自分自身が十分に理解できたのは、単位表示として S I 単位と工

学単位との関係性、圧力表示を知ることは水理学 I 演習を学ぶ上で必要なことであるので、

安田先生が配布した資料を参考にして理解した。平板に作用する全水圧の大きさと作用位

置、曲面に作用する全水圧の大きさと作用位置のそれぞれの導出過程について理解するこ

とができ、その身についた知識を利用し、鉛直な平板、円板、平行四辺形板、曲面などの多

様な形の全水圧の大きさと作用位置の導出過程を導くことができた。連続の式が示す支配

方程式、理想流体で適用された Bernoulli の定理の式の適用概念の示し方、適用概念を用

いる理由について理解することができた。貯水池間を結ぶ単線管路の図を描く際、エネルギ

ー線、動水勾配線の概形の考え方が難しかったが、ビジュアルスタディ、授業まとめの課題

を通して、理解することができた。今回の水理学 I 演習を通して、今後の水理に関わる際、

自分の修得した知識が活かせることができたら良いと思います。 

 

 前期の水理学Ⅰ演習(再履修)の授業は、新型コロナウイルスの影響により、本来大学に通

って授業を受けるはずが、Zoom によるオンライン授業という形で受講する事となり、通常

とは違う形なため、オンラインでよかったことやそうでないと思ったことがいくつかあり

ました。オンライン授業ではもう一度授業の動画を見返すことが出来たので、聞き逃したこ

とや理解し損ねたところを復習出来たのが便利だと思いました。一方、授業の資料をすぐに

ダウンロードをし忘れた事などが、通常の授業では即座に行動をしていたのが、オンライン

授業では行動しなかった事が何度かありました。これはオンライン授業という理由による

惰性の表れによるものだと気づきました。このことから、普段の日常生活でも、すぐに対応

し、正しい行動を取ることを習慣づけるべきだということを学びました。レポート課題にお

いて、講義資料だけでなく、授業動画を見返し、二年前期にもらった資料を見て課題に取り

組むようにしました。しかし，解答に小さな間違いがあった事に気づかなかった事があり、

配布された解答だけ見て正解を判断するのでなく、自分で講義資料や参考書を開いて確認

するという事が大事だと分かりました。今回の授業を踏まえて、自分には足りなかったとこ

ろがいくつかある事が確認できた。後期の授業は勿論，普段の日常生活でも習慣づけて，失

敗をなくすようにします。 
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 2 年生の前期に受講した水理学 I の講義の内容を復習するつもりで、今回の講義を受講

したところ、各単元の用語などは覚えていたが、話の流れを忘れてしまっていた。2 年生の

前期では暗記をしてしまっていたためにこのようなことが起きてしまったと考えられる。

ライブ配信で講義を聞き、レポート課題や授業まとめを行うことで内容の再確認を行うと

ともに、添削を行うことで、現在の自分の理解度がどの程度であったか把握することが出来

た。静水力学の単元の浮体の安定や相対的静止の単元では、図を駆使して浮力の大きさを考

え、浮体の安定性を算定することを行ったり、水の入った容器の静止状態や移動している最

中の容器内のみずの水面形を考えたりすることで、理解が深まった。式の概要や使い方しか

覚えていなかったベヌルーイの定理をオンデマンドで講義を何度も視聴を行い、式の算出

過程,適用条件,適応概念など他の単元に繋げて考えられるように、学ぶことが出来た。オン

ライン授業といった形から、復習や自分で考えて文章にし、まとめる力がとても重要である

ことが分かった。後期もオンライン授業の可能性があることから、前期の間で培った経験か

ら復習をしっかり行おうと考えた。 

 

 水理学 I 演習を通して、改めて自分で考えることの大切さを学びました。水理学 I 演習

の内容は私からすると難しく、2 年生の頃はじめて授業を受ける時は授業を受けて一度で理

解をすることができませんでした。けれど、分かろうと努力しようとすると講義で内容が頭

に入ってきて、その後に毎回の課題に取り組むことで理解度を深めることができました。は

じめてこのような状況で学校にも行けず、オンライン授業ということで課題の提出方法か

らはじめは分からないことばかりでしたが、学校に行く時と変わらず毎週同じ時間に先生

の講義を受けて課題に取り組むことが習慣になりました。それは、先生がこのような状況に

も関わらず毎回分かりやすい資料を作ってくださり、板書はないけれど手元に資料をみな

がら講義を受けることができたからだと思います。また、授業を受けてその後にレポート課

題や授業まとめの課題に取り組む際に資料や教科書を見直し自分で考えることによって理

解度が深まり、日々継続して課題に取り組むことができました。この授業で学んだ自分で考

えることの大切さを他の授業や社会に出ても生かせるようこれからも頑張っていきたいと

思います。 
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 コロナの影響もあり，急遽決まったオンライン授業にもいち早く対応していただきあり

がとうございました。前期水理学 I 演習を通して身についたこと、学んだこと、考えたこと、

習慣付いたことについて、授業の内容はもちろんのこと新しい授業形態、生活様式の中で行

うオンライン授業で、自ら学び、理解を深めることができたと思います。実際に計算するこ

とに重きをおいた授業での演習が行なわれるのかと思っていたところ、それとはうらはら

に数字を追うだけでなく、理論的な式展開を理解することでその物事の根幹の理解に努め

ることが重要であることを気づかされました。また、こういった状況になってしまった以上

自分で理解を深めるしかありません。そのために授業及び授業録画を繰り返し聞いて調べ

て理解を深めることを行い、これらを習慣づけることで友人に気づかされることに比重が

偏っていた自分が自ら繰り返し見て学ぶことで自分での発見が多くなったことがこの授業

を通しての一番の成果だったのではないかと思います。もちろん友人らとの意見交換もと

ても重要な事柄ですのでコロナが収束し、また対面で授業が行われることを切に願います。

ありがとうございました。 

 

 私は大きく分けて 4 つ学んだ。一つ目は、静水力学で水理学を学ぶために必要な次元と

単位,および水の物理的性質について、構造物に作用する静水中の圧力について学んだ。ま

た、浮体の安定について学び、これは船や浮桟橋の安定、あるいは防波堤を構成するケーソ

ンの移動時の安定を使用するのに必要だと考えた。二つ目は理想流体の水理で川の流れ、水

路の流れなどを科学的に考えるために、流れの運動の取り扱い方、流れに関する述語の定義、

および流れの基本式を明確に把握し学んだ。三つ目は実在流体の水理でここでは、粘性を考

慮し流れを水粒子の運動機構から乱流・層流と区分し、流れの抵抗、流速分布、およびエネ

ルギー損失の表示方法を学んだ。四つ目は管路の水理で自由水面を持たず流水が管全体を

満たし、これに静水圧以上の圧力がかかった管路の流れについて学んだ。また、管路は貯水

池などから水を送水するとき、あるいは水道水を配水するときなど、実用上重要であると考

えた。 

 

 今回、新型コロナウイルスの影響で授業がオンライン授業となり、通常授業とはかなり異

なり慣れるまで時間が掛かりました。しかし、オンライン授業では聞き逃した点や理解でき

なかった点を後から見直すことが出来るのでとても良い環境だと思いました。今回の水理

学Ⅰ演習(再)のレポート課題の解答に小さな間違いがあったことがありました。しかし、私

は、その解答を見て何処が間違っているのか分からず目の前にある解答を全て信じてしま

い添削を行ってしまったことがありました。このことから、目の前にある解答を全て信じる

のではなく、事前に参考資料などで調べておくこということが大切だと思い、事前に調べる

習慣が身につくことが出来たと思います。また、工藤先生の補足説明は、毎授業実践で役に

立てるような内容を教えて下さるのでとても分かりやすく、実践でどのように使われるか

が想像し考えることが出来ました。 
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 私はこの授業で、2 年次の時にあまり理解することが出来なかった実在流れの性質の流速

分布と摩擦抵抗係数の関係や壁面せん断応力とはどのような力なのか。また、乱流、層流で

あることによって、どのような違いが生じるのかを理解することが出来ました。さらに、管

路流において、摩擦抵抗係数が滑面管路と粗面管路で異なることを理解することが出来ま

した。また、貯水池間を単線円管路で接続する場合のエネルギー線、動水勾配線の書き方や

貯水池間でベルヌーイの定理を適用して流璽や断面平均流速を求める問題に関しては 2 年

次よりもさらに理解が深まったように感じられます。今年はコロナの影響で家にいること

がほとんどだった為、自分が分からない問題に対してじっくり向き合う時間が多く取れ、 

水理学に限らず勉強する習慣みたいなものは身につけることが出来たのではないかと感じ

ています。 

 

 水理学演習の授業で、水理学の基本的な知識のほかに、パソコンで打ち込むのではなく自

分の手で描いて覚えることの大切さを学んだ。また、それにより他人が見ても理解しやすい

レポートの書き方についても身についたと思う。さらに、水理学演習の授業を受けている内

に自然と予習復習の習慣も身についていると思う。これは、この授業独自のレポート課題の

成果だと思うし、他の授業でもこのスタイルを取り入れて欲しいなと思った。この授業では、

勉強面だけでなく、社会に出てから必要なスキルや人間性についても先生の体験談から知

ることができた。これらは役に立つ知識ばかりであり、水理学演習の授業以外の授業ではこ

こまで色々な事を細かく教えてもらえないと思う。この授業で教わったことを今後の人生

で活かしていけるかどうかというのは、これからの自分の考え方次第だと思うので、社会に

出てからも安田先生の教えを胸に、これからも貪欲に学んでいきたい。 

 

 水理学 I 演習では最初に SI 単位と工学単位やゲージ圧力と絶対圧力などの表示の違い

による取り扱いの違いを学び、将来仕事で古い図面を参照する際に気を付けなければなら

ないことを知り、単位の扱いの重要さに気が付いた。連続の式や Bernoulli の定理の適用

の仕方を知ることで連続の式では流量・流積・流速の関係からそれぞれの値を算出したり、

Bernoulli の定理では運動エネルギー・位置エネルギー・圧力のなす仕事を単位時間当たり

の流体の重さで割ることで長さの次元、つまり水頭高さで表したりすることで常にそれら

の合計が一定となることを理解し、理想流体の管径変化による圧力変化などを算定できる

ようになった。水理学 I 演習で実務との関係性を一番感じたのが単線管路における曲がり

や局所流による損失、サイフォンの考え方で、エネルギー線や動水勾配線を描くことでどん

な大きさの圧力がどこで加わっているのかということが一目でわかり、管路の水理設計で

の管径や曲がり、壁面抵抗などの検討がなければ日常で使っている管渠も成立しないこと

を理解した。 
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 水理学 I 演習を通して学んだことは、答え・先生の言っていることを鵜呑みにしないこ

と、先生が示した参考解説資料だからと言って無条件に信じずに少しでも違和感などがあ

る場合は水理学の教科書を確認するということです。水理学の教科書は出版するために何

度も内容を確認された本であるため 100%正しいと判断して良いが、参考解説資料はあくま

でも授業ごとに人間が作成したものであり、本よりも信ぴょう性は低いと考えられる。参考

解説資料に対して合っているかどうか不安になったときに、教科書を参照せずに自己採点

をすることは自分に対する責任を先生に押し付けてしまっていることになる。自分で作成

したレポートを他の人に責任転嫁をするのは筋違いだと感じた。これは社会に出たときで

も言えることである。自分の与えられた仕事、案件に対して、他の人から貰った情報を確認

もせず鵜呑みにしたが実際には間違った情報であり自分の案件が失敗してしまった場合は

チェックを怠った自分自身の責任となる。インターンシップや就職する前に、こういったこ

とは他の科目では気づくことができなかったが、水理学 I 演習では気づくことができて良

かったと感じた。 

 

 私が水理学 I 演習を通して学んだこと及び身についたことは主に 2 つあります。まず 1

つ目は、与えられた問いや課題を自分自身でしっかり考えるということです。水理学 I 演習

では 1 回の授業ごとにその分野に関するレポート課題があるので、授業中先生方が言って

いた内容や資料、教科書の中から調べあげ、自分なりの考えを出す事で、課題に対する理解

が深まりました。自分の考えが間違っていた場合は、解答を見て修正するだけでなく、なぜ

そのようになるのかを理解しながら訂正する事でその問いに対する考え方や知識が身につ

きました。2 つ目は、相手に伝わるような説明を心がけるということです。社会に出た時に

自分なりの根拠や考えを伝えることは絶対に必要になってきます。そのため、授業ごとに与

えられた課題に対して先生方に伝わるようなまとめ方を心がけていくことで、それが習慣

づいていきました。相手に伝える事ができなければ理解していないと分かるのでとても重

要なことだと学びました。 

 

 スーパーなどで売られている g 表示の商品は重力の影響を受けているため工学単位で明

記されている。構造物に作用する圧力の分布と大きさを知ることで合力の位置やモーメン

トのかかり方により構造物の滑動、安定、転倒の検討材料が推定できる。浮体の安定性はメ

タセンター高さを推定することで安定性が判断できる。容器内の微小要素に作用する全水

圧と質量力による各方向の力の平衡考え、圧力の全変化量を示すことでオイラーの平衡方

程式が導かれる。流体の流れが乱流と層流場合で流れの特性が異なる。円管路の流れで乱流

の場合 Re>4000s 層流の場合 Re<2000(実験結果、Re=レイノルズ数) ベルヌーイの定理、

運動方程式から得られた壁面せん断応力の表示、摩擦抵抗係数の定義からダルシーワイズ

バッハの式が誘導される。管路の設置位置の 1 部が動水勾配線よりも高い位置にあること

から高い部分にある状態をサイフォンという。すなわち、圧力が大気圧より小さくなる現象

のこと。 
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 この水理学 I 演習を通し改めて身につけたことを挙げると、例えば運動量補正係数やエネ

ルギー補正係数の導出をアクティブラーニングの問題として解く際、おおよその導出過程

は合っていたとしても仮定・条件を一つでも見落としていれば正しい数値を導出できない。

式や数値を導出するにあたりベルヌーイの定理でいえば適用限界など、条件として何が与

えられているのか、導出するためには何の定理が使えるかをよく理解していないといけな

いかを改めて学ぶことができた。また、貯水池間を単線管路で結ぶ場合と自由放流端を有す

る単線管路の場合でエネルギー線、動水勾配線の図を描くことで位置エネルギー、圧力、運

動エネルギー、そして局所部での損失水頭それら全ての大きさを長さで、つまるところ視覚

的に理解できた。図を描いて視覚的に理解することは水理学 I 演習にかかわらず、あらゆる

力学を学ぶ上でも同じことがいえる。これから技術士資格試験に向けての勉強や後期の総

合演習に備えての勉強をしていく際にこの水理学 I 演習で身についた教訓を強く意識して

いこうと考える。 

 

私は今学期の水理学を履修し毎回の Zoom での授業をリアルタイムで聞き毎回の課題に

取り組み、授業のまとめレポートや毎回の授業の項目に対する課題に取り組むことにより

授業の予習と復習に取り組むことにより毎週のルーティーンを作ることにより勉強の習慣

を作ることもでき、生活リズムも正しくすることも習慣づくこともできました。また、再履

修ということもあり依然習った内容をもう一度丁寧に教えていただくことにより前回履修

していた時よりも水理学についての基本となることはもちろんのこと、前回の履修では考

えることができなかった基本ではなくそれを複合し発展した高いレベルの考え方について、

授業のレポートなども通して水理学に対して考えることができました。今回のオンライン

での授業を通して自分を律して誰からも干渉を受けることのない環境で責任感を感じなが

ら授業を受けることができ普段の生活のありがたみも同時に感じることができたよい機会

でした。後期もしっかりと取り組みたいと思います。 

 

 私は水理学 I 演習を通して,すべてを暗記するのではなく、条件や概念、式の基本形など

の必要最低限を覚え、そのあとは自分で考え導くということを学びました。課題をやるとき

や答え合わせの時に、わからないところがあってもオンラインの授業だったので、何度も見

直すことができるので解説を写すだけにならなかったので、後期もオンラインがいいなー

とか少し思いました。対面の授業とは違い、動画をあとで見返せばよいのでノートをその場

で写さなくてもよかったが、授業まとめを自分の手で書いたので授業の内容が身についた

のかなと思いました。 
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 静水中の平板に作用する水圧を求める時には、全水圧の表示と全水圧の作用位置を求め

る必要がある。全水圧の表示では、分力の総和が合力に等しいことから式が成り立つ。作用

位置では、水深方向と水平方向にわけて考える必要があると分かった。浮体では、傾かせた

ときに、メタセンターと重心の位置によって、安定性があるか無いかが分かる。浮体の喫水

は、浮体の浮力と自重が等しくなることから分かる。連続の式は、質量保存の法則からで、

ベルヌーイの定理はエネルギー保存の法則から対応されることが分かった。また、運動量方

程式は、ニュートンの第２法則によって表示される。流体の流れが層流と乱流で、特性が異

なることが分かった。レイノルズ数が 2000 未満の場合、層流で、4000 より上の場合、乱

流であることが分かった。実在流体で考慮すべき損失水頭は,摩擦による損失水頭と局所流

によって発生する損失水頭があることが分かった。また、摩擦による損失水頭は,摩擦抵抗

係数の定義および運動量方程式およびベルヌーイの定理の適用により一般表示されており、

局所流によって生じる渦による損失水頭は,損失係数に速度水頭との積として表示されてい

ることが分かった。 

 

前期の水理学 I 演習(再)では、全体を通してオンライン授業であったため、レポートや授

業で理解が難しかった部分などを自ら積極的に調べる習慣がついた。特に私は人よりも理

解に時間がかかるタイプなので、教科書や授業資料を読み込むことを意識して授業に取り

組んだ。また、安田先生と工藤先生が各授業で何度も仰っていた「社会に出たら」という言

葉をより強く認識し、これらのレポートが自分自身の今後の糧になることを意識しながら

授業、課題に取り組むことができた。各授業で工藤先生が現場や実務的な観点から授業内容

についてお話ししてくださり、オンライン授業ではあったものの専門的な話を聞くことが

できたことで知識が深まったと感じている。また、授業内容としては、連続の式やベルヌー

イの定理など水理学における基礎的な部分を改めて理解することが出来た。2 年生時では

基礎的な部分の理解が不十分であったと考えているため、今回の演習ではこれらの理解を

より深めることができたと感じている。 

 

 前期の水理学 I 演習を受講して、日々の生活でも水理のことについて考える時間が増え

ました。講義とレポート課題により水理学にしっかりと考える時間を持つことで意識高く

学ぶことができました。最近、九州で起こった豪雨による洪水が発生しているというニュー

スを見ました。そのときに、洪水時の水の流れや流速などについて調べました。洪水が起き

ても被害を減らすための対策を考えるようになりました。水理学を学んでいる間に身近で

起こっている災害などについて考えるようになりました。この先にも必ず自然災害は起き

てしまうことだと思いますので、水理学的方向からの対策を考えていきたいです。水理学を

学ぶときにベルヌーイの定理と連続の式は用いる機会が多いことから、とても重要になる

知識であると考えてその分野では力を入れて取り組みました。今期の水理学 I 演習を通し

て知識を身につけるだけではなく、講義で得た知識を用いて深く物事を考えることにより、

水理学についても理解が深まりました。これからも災害などのニュースがあったら水理学

の面から考えていきたいです。 
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 私は今回水理学 I 演習を通して静止状態の圧力や実在の流れを学び、水理学の大切な基

礎の分野をより理解することができました。二年次に履修をしていた時は、公式ばかり暗記

しており自ら式を導出することはしなかったのですが、今回は導出できる式は導出するこ

とでより理解が深まりました。また自ら導出することで他の分野との関係性も見えてきま

した。そして、安田先生と工藤先生の実務における様々なケースや注意点などの説明により、

今学んでいる分野が将来どのように活用されるのかがよくわかりました。前期の間に長期

間の豪雨が日本を襲い全国で多くの被害が出ました。その中でも熊本県などのうまく治水

対策ができていない地域をニュースで見て、実在流れの性質を学んだので関心をもち、実在

流れの治水の難しさを学びました。管路流は送水、配水を考える上で大切であり、私はプロ

ジェクトスタディが ES コースであることから実際の設計を意識して学びました。今回の

履修でプロスタ、ニュースや業界分析などしている背景より実務を意識して学びました。 

 

 私が水理学 I 演習を通して、学んだことは、物事の本質を理解する事です。水理学 I 演習

では、2 年生時と内容は同じですが、計算を解く事をするのではなく、計算を行う際に使う

公式の考え方を学ぶことができました。2 年生時は、ただ公式を暗記して計算しており、内

容を理解していませんでした。しかし、今回の水理学 I 演習の授業で、ベルヌーイの定理の

適用限界や、連続の式とベルヌーイの定理の関係を学び、今まで使っていた公式の意味をし

っかりと理解できたと実感できました。また、管路の水理で実際に、エネルギー線や動水勾

配線を描くことによって、視覚的にサイフォンが起こりやすいかがわかることを学びまし

た。今回の水理学 I 演習では、安田先生と工藤さんが、今回の授業で学んだ事が、実務のど

のようなところで使用されているのかなどを教えてくださりました。自分が学んでいるこ

とが将来にしっかりと使われることが分かり、授業受ける姿勢が以前よりも積極的になっ

たと実感することができました。 

 

 私が水理学 I 演習を通して基礎知識から実際の条件での計算についてただ公式通りに計

算する事ではなく、あくまでも基礎からの派生として考えて頭から通して考えることで今

までよりも自分なりに理解して先に進めるようになったので、単元ごとではなく最初から

全て繋がっているとして勉強するようにすることが身につきました。また毎週の課題から

解答を見た後なぜ、どこが解答と違うのかをオンデマンド授業を再確認し、授業資料と照ら

し合わせて確認していたので授業後の復習についてやり方とその要領についても身につい

たと思います。今回はコロナウイルスの影響でテストがなく通常のテスト範囲までの課題

の復習となったため普段ではあまり気にしていなかった時間をおいてからもう一度定期的

に復習するという大切さを痛感したため他の授業においてもできる限り定期的に復習する

ことが習慣付いてきています。また、去年は理解することが出来なかった管路の水理計算に

ついて理解するとことが出来たので復習の成果が出てきたと思われます。今期は先生も慣

れない中自分たちのために出来る限りわかりやすく様々な工夫をしてくれたことに感謝し

ています。ありがとうございました。 
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 私が前期の水理学 I 演習を終えて学んだことは、日々の勉強の大切さです。コロナウイル

スの影響により対面授業でなく Zoom での授業で初めは戸惑っていたが先生方の協力もあ

りしっかりと知識を身に着けることができたのではないかと思う。また、再履修であったた

め不安もあったが、Zoom による復習ができたためわからないところを無くす努力もできた

と感じた。Zoom での授業はいろいろ慣れずに大変だったと思うが自分なりに考えて工夫で

きたので後期の授業でも活かせるところは意識して勉強していきたい。しかし、学校に行か

なくなったため生活リズムの乱れが多くなり、授業に集中できずもう一度同じ授業を見る

などの無駄な時間が多かったので、後期も前期と同じように Zoom であるのならば無駄な

時間を減らしてさらに効率のいい勉強をしていきたい。前期を通して水理学 I 演習への理

解、興味ともに深まったとてもいい勉強ができました。 

 

私は特に印象に残っている単元は第七章の管路流です。水理学では基礎となる摩擦抵抗係

数の求め方が印象に残っています。乱流と粗流、滑面管路と粗面管路で公式が変わることが

奥深いなと思いました。また平均流速をもとめるさいにはマニングの公式を使うなど学者

の名前の公式が多いため覚えやすいと感心しました。ですが、その後の損失水頭をもとめる

単元が私は苦手でした。急拡部、急縮部、入口、出口など様々な損失水頭を求めるため頭が

回りませんでした。ですが安田先生の講義では、毎回図を用いて説明していただけるためと

てもわかりやすかったです。またアクティブラーニング課題での解説でも図を用いて説明

していただいたため一番苦手な曲がりによる損失水頭の求めかたも理解が深まりました。

毎回のアクティブラーニング課題のフィードバックも赤字で訂正するためどこが間違えな

のかはっきりと学ことができました。前期の講義ありがとうございました。 

 

 一番身についたことしては、資料を読む力です。毎回の課題を行う上で再生動画や資料は

手放せないものであり、どれだけ読み込めるかで課題の出来にも大きく関係してくる。特に、

今回の前期は校舎に入れず、ネットでのオンライン授業だったのでいつもでは聞き返すこ

とのできない授業の映像が何度でも視聴できることは本当によかった。それによって、普通

の課題よりも時間はかかりましたが、また一つできるが増えた気がします。また、時間のな

い中どうにかこうにか時間造って課題に取り組むことは、一つ経験になった。ほとんどの授

業で課題が出て、いつもは課題の出ない授業でも、課題が出るものだから、中々に大変でし

たが、計画性のない私ですが、なんとか期限までに提出できるように、一つずつ課題をこな

せるように、確実に行いました。こんなご時世で、初めてづくしでしたが、前期受講しきれ

てよかったです。 
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 水理学 I 演習を通して、前半毎回の授業に対して授業の配布資料、教科書を基に予め目を

通して授業を受けることができ、後半の授業でも前半に引き続き行うことができ、習慣づけ

ることができた。レポート課題で自分の解答と先生の解答を比べ、自己添削時にどこが誤っ

ているのか、どこが正しいのかを授業、配布資料、教科書を基に判断することができ、水理

学を学ぶことができた。また、レポート課題のとき説明をする問いでは、定義を示し、どの

式を適用したのかなど、過程を示すことが重要である。そのために根拠となる部分を示し、

どのように展開し説明するかを考えることができた。授業、配布資料より各単元の考え方の

ポイントが示されている。それにより、どこに着目して考えていくべきか、式や文字の意味、

流れを学ぶことができ、自分の頭の中で整理し引き出すことができた。そして、授業内容を

まとめる際に整理したことや授業で先生が説明していて重要だと思った点をまとめられた。 

 

 今回、水理学 I 演習の再履修を受講して、まず感じたのは復習の重要さです。去年に同じ

内容をやったにも関わらず忘れてしまっている部分が多かった。しかし、授業のまとめレポ

ートをやり、問題を解いて自分で添削することで間違えた問題を自分で確認でき、とても理

解が深まり、復習の重要さを学びました。また、他の授業でもこの水理学を応用することが

出来ました。例えば、プロジェクトスタディ。プロジェクトスタディでは水工分野を専攻し

ており、ダムの設計などを行っていたが、そのときに静水力学の中の全水圧や全水圧の作用

位置を扱い、ダムの滑動や転倒について安全であるか検討を行ったりした。将来このような

仕事に就いたときにはこのような感じで学んだことを使っていくのかなと思い、とても勉

強になりました。そして、今回水理学 I 演習を受けて、課題をし、自分で添削するという習

慣が身につきました。この習慣は他の授業でも行うことで理解の深まりが変わってくるこ

となので続けていきたいと思いました。 

 

 自分が水理学 I 演習を通して考えたことは、学生である今の時点での学びの姿勢が、将来

社会人になったときの自分の立場を左右するということです。講義の中で、物事について頭

を通して考えられるかどうかが、将来人を使う側になるか、使われる側になるのかを左右す

るという話がありました。それを聞いて、今の自分のままでは将来人に使われる側になって

しまうと感じ、頭を通して考えられる人間になるための、学びの姿勢について考えるように

なりました。また、一つの資料だけを鵜呑みにするのは大きな間違いで、複数の資料に目を

通し、総合的に判断することが重要であるということを学びました。課題レポートへの取り

組み方についても、添削をする際は解説参考資料だけでなく、教科書等の他の資料を見てか

ら判断する、という考え方が身に付いたと思います。さらに、資料の修正や追加情報などを

見落とさないために、CST ポータルやメールなどをこまめに確認することが習慣づきまし

た。これは社会人になる上でも必須であると感じています。 
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 水理学 I 演習の授業でのレポート課題を通して、問に対する解き方のプロセスや考え方

を順序立てて説明する方法を学ぶことが出来ました。課題を解く上で、教科書だけでなく他

の参考書なども参照して様々な情報を取り入れて課題に取り組むことが重要だと感じ、他

の科目でも習慣にしていきたいと思いました。ベルヌーイの定理の適用限界を適用するの

かを工学的に説明する課題では、大気圧より小さい状態にすることは管路の管理上問題が

生じるという実際の現場での考え方を身に付けることが出来ました。エネルギー線及び動

水勾配の概形を示す課題では、入口での損失水頭、摩擦での損失水頭、急拡部、急縮部、曲

がりでの損失水頭、出口での損失水頭を視覚的に学ぶことで、より理解が深まりました。サ

イフォンを有する単線管路の課題では、管路内の圧力が許容圧力より大きいことを確認し

た上で流量、断面平均流速を算定し、管路内の流速が許容できる範囲であるのか確認すると

いう実際の管路を設計する上での注意点を学ぶことができました。この授業で学んだこと

をこれからも習慣づけていけるようにしていきます。 

 

 水理学 I 演習の授業を通して、自ら進んで学ぶこと、わからないことがあれば積極的に自

ら解決しようという学習への意欲が向上した。オンライン授業になってデメリットばかり

ではなかった。例年と違い、アクティブラーニングができなくなり、自らの意見を他人と共

有することができなかったが、先生が授業動画を何度も見返せる状況にしてくれていたお

かげで、わからないことがあるともう一度授業を見返すことで、より一層理解が深められた

気がした。また、自分で自分の回答を添削することで、自らの間違いや認識のミスをしっか

りと理解して修正し、次の授業までにもう一度授業内容を考えなおすことができた。このよ

うな作業を他の教科でも同様に行えば理解が深まるのではないかと思い、自己添削が決ま

りでない教科でも自ら進んで行う事が習慣づいた。また、授業の際に、具体的な事例を交え

ての話を聞けたため、ただやるだけにとどまらず、しっかりと現実として受け止め理解する

ことができた。授業を通して多くの点で成長できた。 

 

水理学 I 演習の授業を通して、何回かごとにまとめのレポートを作成することで復習する

習慣が身に付き、以前学んだこととその時学んでいることとの関係性を考え、さらに次に学

ぶ内容を見ることで大きく流れを捉えることができた。その習慣性を他の授業にも応用す

ることができた。昨年学んだ水理学 I 演習の授業で理解できていない部分、また理解してい

た所をもう一度やることでさらに理解が深まり広い視野で捉えることができた。特に昨年

理解が出来ていなかったサイフォン、断面平均流速については、式だけを覚えていた昨年と

違い、実践的な観点から物事を捉えることで理解に及んだ。それと同時に今までの形だけ覚

えていたことがいかに愚かだったか痛感することになった。このことは、ほかの科目、もっ

と言うと仕事においてもとても重要だということをこの授業を通して学ぶことができた。 
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 今回の水理学 I 演習では、今までとは異なりリモートの講義であったため、聞き逃した

ところも後から何回も確認できそこがよかったと感じた。今回は、再履修ということもあり

去年受けた水理学より深堀された内容をレポート課題で問われたように感じた。また、今回

の水理学 I 演習では工藤先生がより実務的に使われている例を挙げていてくれていたため、

今学んでいることがどこに使われるのかのイメージがより具体性をもってイメージするこ

とができるようになった。さらに、今回の講義は 2 回目の履修であるため去年よりも理解

が進んだように感じた。だが、その反面私の苦手な部分がより浮き彫りになったようにも感

じた。例えば、管路の方向の指定や断面の指定といった最初の条件付けの忘れが多いように

感じられた。そのため、そういった最初の部分から最後まで気を抜かない意識をもって問題

に取り組む必要があると思った。また、前よりも CST ポータルを確認する癖がついたと感

じた。 

 

 水理学 I を再履修して、一通り学んだことをもう一度詳しく振り返られたことで理解が

深まった部分が多いいです。一番は連続の式、Bernoulli の定理、運動量方程式、マニング

の式、ダルシ―ワイズバッハの式の 5 つはどの設問においても利用して解くことが出来、

基本的な考え方となるので原理を理解しておくことが大事であると感じました。また、授業

ノートを自らまとめることで頭が整理され設問を解きやすく感じたためこれからも続けて

いきたいと思います。そして自ら添削し足りない部分を確認することで次につなげられる

と感じました。後半になればなるほど他の課題やテストに追い込まれ赤ペンが多くなって

しまいました。もう少し余裕をもって取り組めたらと今になって感じています。すみません

でした。国家公務員試験を受験しようと考えているので、この時期に詳しく水理学を復習出

来てよかったです。まだまだ自分で水理設計できるまでには程遠いいのでこれからの勉強

に学んだことを役立てて頑張ります。 

 

私は、今までは式展開をするときに計算過程と結果の数式だけを書く、説明する問題など

は結果だけを記述していた。しかし、水理学 I 演習の授業や課題を通して、前後の式の変形

や説明などを自分の課題を評価する人に意味が伝わるよう書かなければならず、またその

方が自己採点するときにどこが間違っているのか、何の記述があるためこの答えは正しい

のかが分かりやすく、結果的に自分の課題の進行に役立つことが分かったため他の科目の

課題でも過程や結果についてできるだけ詳しく記述するよう習慣づけている。次に習慣づ

いたこととして、授業時間内にポータルにアップされた参考資料をダウンロードしないと

出席にならないため、どの授業でも授業開始前と終了前にポータルサイトやクラスルーム

を確認するようになり、課題の提出忘れや重要事項の確認不足の抑制に役立ったと感じた。

最後に、授業中で先生方がおっしゃっていたように、直しの際は式展開などの答えでは省略

されている部分について自分で考えることにより、さらに理解が深まるようになった。 
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静水力学では、圧力に関する考え方の基礎を学んだ。また、理想流体の水理というもの 

で、管路を考えるときの支配方程式というものを利用して管路内を損失がない状態の時で 

流体が流れているのかを考える方法を学びました。そして、実在流体では、入り口や出 

口、水の流れる際の管路内の抵抗などといったより本物に近い流体の流れの考え方を学び 

ました。そして、今年は、リモート授業という特殊な授業形式に変更があって、最初は戸 

惑いましたが、やっと最後のほうにして慣れてきました。個人的な感想としては、前まであ

ったアクティブラーニングはなくなってしまった分、レポート課題が増えて、自分ではこな

しきれなくとも、提出期限が過ぎても自主学習という形で、課題をこなしていった結果、前

よりも理解が深まりました。しかし、課題をこなすスピードや、効率に問題があると今期を

通して思いました。そこは、この授業だけでどうにかなる問題ではないので、来期どうにか

して挽回しようと思います。 

 



 

水理学Ⅰ偶数 評価別修得分布(108 名) 

 

水理学Ⅰ奇数 評価別修得分布（106 名） 



 

ビジュアルスタディ水理 評価別修得分布（84 名） 

 

水理学Ⅰ演習（再）評価別修得分布（96 名） 
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